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埼経協ニュース３５６号

四
月
二
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
七
〇
一
号
室
で

正
副
会
長
会
議
を
、引
き
続
い
て
一
四
時

三
〇
分
か
ら
六
〇
三
号
室
で
理
事
会
を

開
催
し
、そ
の
後
同
ビ
ル
三
一
階「
ペ
イ

サ
ー
ジ
ュ
」で
理
事
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
を
ご
協
議
頂
い
た
。

定
時
総
会
は
五
月
一
三
日
�
に
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
一
年
の
事
業
・
決
算
内

容
の
検
証
と
二
二
年
度
の
基
本
方
針
、

活
動
理
念
、
行
動
原
理
を
含
む
事
業
・

予
算
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
協
会
の
各
種
運
営
に
つ
い
て
貴
重

な
ご
提
案
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
最

初
に
利
根
会
長
か
ら
「
今
後
の
経
協
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
広
く
会

員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
、

ま
た
、
協
会
の
基
盤
強
化
の
た
め
に
会

員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」な
ど
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
定
時
総
会
に
お
諮
り
す
る
八

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
頂
き
、
す
べ
て

原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
た
。

出
席
者
は
正
副
会
長
会
議
が
六
名
、

理
事
会
が
五
四
名
（
委
任
状
六
一
名
）

で
あ
っ
た
。
理
事
会
の
議
事
録
署
名
人

は
理
事
の
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
岡
芹
泰
治
�
常
務
執
行
役
員
人
事

部
長
、
理
事
の
望
月
印
刷
�
�
田
純
一

代
表
取
締
役
社
長
の
両
氏
、
監
査
報
告

は
監
事
の
冨
士
電
子
�
中
込
秀
明
代
表

取
締
役
社
長
に
務
め
て
頂
い
た
。

理
事
会
の
議
事
は
次
の
通
り
。

�
平
成
二
一
年
度
事
業
報
告

�
平
成
二
一
年
度
決
算
報
告

�
平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
（
二
〜
三

頁
参
照
）

�
平
成
二
二
年
度
収
支
予
算

	
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任
（
二
頁
参

照
）



新
会
員
の
承
認
（
三
二
頁
及
び
既
報

の
会
報
参
照
）

�
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

�
そ
の
他

ほ
か
に
報
告
事
項
は
事
務
局
報
告
、

組
織
拡
大
協
力
会
員
（
二
頁
参
照
）
へ

の
感
謝
状
贈
呈
の
件
な
ど
が
あ
っ
た
。

理
事
会
終
了
後
「
埼
玉
県
と
国
の
主

要
施
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
二
講

演
を
拝
聴
し
た
。
講
師
は
埼
玉
県
副
知

事
塩
川

修
氏
�
左
写
真
�
、
経
済
産

業
省
関
東
経
済
産
業
局
局
長
高
原
一
郎

氏
�
右
写
真
�
。

そ
の
後
会
場
を
移
し
、
理
事
懇
親
会

を
開
催
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１０ 月号

日本経団連 埼玉

正正
副副
会会
長長
会会
議議
、、理理
事事
会会
開開
かか
れれ
るる

二
一
年
度
各
報
告
、二
二
年
度
各
計
画
を
承
認

経
協
の
組
織
拡
大
・
基
盤
強
化
に
ご
協
力
を

理
事
会
講
演
・
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産

業
局
局
長
高
原
一
郎
氏

４・５
正
副
会
長
会
議

理
事
会
・
挨
拶
す
る
利
根
忠
博
会
長

理
事
会
講
演
・
埼
玉
県
副
知
事
塩
川
修

氏

― １ ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

組組
織織
拡拡
大大
表表
彰彰
者者
ごご
芳芳
名名
（（
敬敬
称称
略略
・・
順順
不不
同同
））

原

宏

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

利
根

忠
博

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な

銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役

寺
田

幸
弘

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な

銀
行

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革
部
長

中
村

敏
幸

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な

銀
行

浦
和
中
央
支
店
長

小
出

暢
宏

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な

銀
行

熊
谷
支
店
長

平平
成成
２２２２
年年
度度
事事
業業
計計
画画

基基
本本
方方
針針

平
成
２２
年
度
の
日
本
経
済
は
一
部
に

明
る
さ
は
出
て
き
た
も
の
の
、
内
需
の

自
律
的
回
復
力
は
乏
し
く
、
デ
フ
レ
脱

却
の
目
処
も
立
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
格
的
な
景
気
回
復
は
期
待
で
き
ず
、

実
質
経
済
成
長
率
も
１
％
台
と
低
成
長

で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
県
内
経
済
も
、
企
業
の
景
況

感
、
雇
用
情
勢
と
も
に
改
善
傾
向
に
転

じ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
極
め
て
厳

し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、埼
玉
県
で

は
、上
田
知
事
の
も
と
、地
域
産
業
（
県

内
企
業
）の
持
続
的
成
長
・
競
争
力
強
化
、

雇
用
の
創
出
・
確
保
、未
来
へ
の
投
資
等

の
観
点
か
ら
埼
玉
版
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
の
推
進
、
次
世
代
産
業
の
育

成
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
等
の
積

極
的
な
施
策
を
立
案
・
推
進
中
で
あ
る
。

本
会
も
８
０
０
社
を
超
え
る
会
員
を

擁
す
る
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
地
域

経
済
の
発
展
、
活
性
化
に
向
け
、
埼
玉

県
を
始
め
、
関
東
経
済
産
業
局
、
埼
玉

労
働
局
な
ど
の
国
の
機
関
、
埼
玉
大
学
、

も
の
つ
く
り
大
学
な
ど
の
大
学
や
研
究

機
関
、
更
に
は
連
合
埼
玉
と
の
連
携
等

を
通
じ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
て
い
る
。

今
後
の
日
本
経
済
、県
内
経
済
を
展
望

す
る
と
、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、少
子

高
齢
化
の
進
展
、内
需
の
低
迷
、新
興
国

の
台
頭
等
の
要
因
か
ら
、産
業
構
造
の
革

新
、技
術
革
新
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の

革
新
な
ど
、ま
さ
に�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�

の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
最
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
今
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�の
実
現
に
向

け
、企
業
と
県
、国
、大
学
等
々
多
方
面
の

外
部
の
知
�の
集
団
を
つ
な
ぐ
、ま
さ
に

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
機
能
・
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。
併
せ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛

な
人
材
育
成
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る

県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行

動
す
る
と
と
も
に
県
政
・
諸
機
関
・
諸

団
体
・
諸
大
学
そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど

と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県
経
済
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

行行
動動
原原
理理

１
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約

と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面

す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
・

ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約
し
、
そ
の

実
現
に
努
め
る
。

２
�
産
学
官
連
携
の
強
化
〜
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
〜

県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
科

学
技
術
の
裏
打
ち
あ
る
県
産
業
社

会
の
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

実
現
の
た
め
、
産
業
界
と
国
・
県

機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り

大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
組
む
。
併
せ
て
、
県
内
人
財

力
の
向
上
・
育
成
に
努
め
る
。

３
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、
ベ

ー
ス
と
な
る
人
事
労
務
問
題
へ
の

目

次

頁

�
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会

１

�
理
事
の
辞
任
、
選
任

２

�
組
織
拡
大
表
彰
者
、
平
成
二
二
年
度
事

業
計
画

２
〜
３

�
平
成
二
二
年
度
主
要
会
議
、
講
座
等
予

定
表

４

�
労
務
委
員
会
、
栄
光
ア
ー
ス
の
障
害
者

雇
用
例

５

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
�
桧

屋
住
宅

会
長

黒
須
進
治
郎
氏６

〜
７

�
第
２３
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
、
新
入
社
員
研
修

８
〜
９

�
連
載
５３
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

南
・
西
・
北
・
中

１０
〜
１１

�
連
載
５９
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１２

�
連
載
第
３９
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
５３
回

１４

�
連
載
第
９３
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規

則
の
見
直
し
・
改
訂
「
労
働
契
約
法
そ

の
７
」、ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

安
西

�

弁
護
士

１５
〜
１７

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況１８

〜
２０

�
平
成
２２
年
度
労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼
玉
労
働
局

２１
〜
２５

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

２６

�
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２７

�
第
３１
回
小
笠
原
洋
上
研
修
募
集
案
内
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
お
願
い
、
本
会

に
教
員
民
間
企
業
派
遣
研
修
、
緊
急
雇

用
対
策
で
知
事
な
ど
が
要
請
、
本
会
海

外
視
察
案
内
、
本
会
欧
州
視
察
同
期
会

２８
〜
３０

�
事
業
だ
よ
り
、
本
会
発
行
安
西
弁
護
士

著
「
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法
律
実

務
」
改
訂
、
連
載
１７５
回
「
こ
ん
な
時
に

こ
ん
な
事
を
！
」

３１

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協

３２

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同） （平成２２年４月２２日理事会）

事 由

人事異動

人事異動

２．選任（敬称略・順不同）

事 由

人事異動

人事異動

役 職 名

常務取締役埼玉製作所長

工場長

役 職 名

取締役埼玉製作所長

工場長

会 社 名

岩崎電気�埼玉製作所
レンゴー�東京工場

会 社 名

岩崎電気�埼玉製作所
レンゴー�東京工場

辞 任

渡邊 文也

藤田 宏司

選 任

佐々木俊一

結田 康弘

役員名

理事

理事

役員名

理事

理事

― ２ ―
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取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
・
緊
急
雇

用
創
出
基
金
」
の
活
用
な
ど
、
埼

玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼
玉

と
の
連
携
を
深
化
さ
せ
る
。

４
�
啓
蒙
活
動
の
拡
充

個
別
の
緊
急
課
題
は
も
と
よ
り
、

長
期
的
視
点
で
取
り
組
む
べ
き
諸

課
題
に
つ
い
て
、
会
員
や
産
業
社

会
に
対
し
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

５
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
「
政
策
懇
談

会
」
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
県
・

国
家
機
関
等
の
公
設
委
員
会
議
な

ど
を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に

努
め
て
い
く
。

こ
れ
ら
実
現
の
た
め
に
も
、
組
織
と

財
政
基
盤
の
強
化
・
拡
充
に
努
め
る
。

事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
政
策
・
組
織
関
係

�
定
時
総
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
理
事
会

２
�
事
業
・
委
員
会
関
係

�
新
年
会
員
懇
談
会

�
地
区
協
議
会（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会（
４
地
区
）

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

�
労
務
委
員
会

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
商
工
団
体
連
絡
会

	
そ
の
他

３
�
日
本
経
団
連
関
連

�
理
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

�
経
営
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
等

�
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
�
県
関
連

�
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談

会
�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

５
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

６
�
埼
玉
労
働
局
関
連

７
�
連
合
埼
玉
関
連

�
定
期
首
脳
懇
談
会

�
産
業
・
雇
用
に
関
す
る
共
同
研

究
会

�
�
経
営
・
労
務
管
理
・
労
働
対
策
活
動

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
者
・
経
営
幹
部
養
成
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
労
務
法
規
関
係
講
座

�
第
２８
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・

庶
務
・
現
場
管
理
担
当
者
養
成

講
座
（
全
６
講
）

�
第
４６
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
全
７
〜
８
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ

ー
�
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
、

危
険
物
取
扱
者
講
習

	
賃
金
・
税
務
・
財
務
・
経
理
セ

ミ
ナ
ー

２
�
労
組
と
の
情
報
・
意
見
交
換

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
３１
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事

前
通
信
教
育
、
集
合
研
修
４
回
、

洋
上
・
島
内
研
修
）

�
第
２４
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普

及
�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
３８
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大

会

�
�
海
外
視
察

�
社
会
経
済
視
察
団
の
編
成

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１
年

�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修

へ
の
民
間
講
師
派
遣

�
�
産
学
連
携
事
業

�
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学

を
中
心
と
し
た
、
産
学
連
携
の

推
進

	
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
賃
金
水
準

�
諸
手
当

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
務
関
係

�
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇

�
退
職
金
・
年
金

�
定
年
制
、
勤
務
延
長

３
�
労
使
交
渉
資
料

�
賞
与
・
一
時
金
交
渉
の
た
め
の

参
考
指
標

�
春
季
賃
金
交
渉
の
た
め
の
参
考

指
標

４
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

５
�
経
営
動
向
調
査
・
会
員
意
識
調

査

６
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別

調
査

�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備



�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

愈
著
・
当
会
編「
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平

成
２２
年
３
月
改
訂
第
１５
版
発
行

�
安
西

愈
著
・
本
会
創
立
６０
周

年
記
念
出
版
「
個
人
情
報
保
護

法
と
雇
用
管
理
情
報
の
取
扱
」

平
成
１７
年
発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料

の
紹
介
、
普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

�
�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な

ど
資
格
者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡

旋
、
貸
出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業

へ
の
協
力

７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�
�
青
年
経
営
者
部
会
活
動
に
対
す
る

協
力



�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の

活
性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

��
�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の

強
化
、
情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経

協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の

推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体

と
の
連
絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交

換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活

動

�Ⅳ
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン

グ
の
推
進

２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催

― ３ ―



平
成
２２
年
度
主
要
会
議
、
講
座
・
講
習
会
実
施
予
定
表

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

３
月

下
旬

３
月

下
旬

中
旬���○○中
旬

上
旬

上
旬

２
月

下
旬�

２
月

下
旬

中
旬

○
南
部

○
西
部

○�四
者
面
談

○

中
旬

上
旬

○
中
部

○
北
部

○上
旬

（
平
成
２３
年
）１
月

下
旬

（
平
成
２３
年
）１
月

下
旬○

中
旬���○中
旬

上
旬

上
旬

１２
月

下
旬

１２
月

下
旬

中
旬�○�○中
旬

上
旬��○上
旬

１１
月

下
旬

○
西
部

○
南
部

○		○

１１
月

下
旬

中
旬

○
北
部

○
中
部

�○
中
旬

上
旬

報
告
会
○��○

ゴ
ル
フ
○

上
旬

１０
月

下
旬		


～～
��

�

１０
月

下
旬
�
～�

中
旬����中
旬

上
旬

洋
上
島
内

⑥
～
�

上
旬

９
月

下
旬

９
月

下
旬

中
旬�����
�
�
２２

中
旬

上
旬��
～�

上
旬

８
月

下
旬��３０

８
月

下
旬

中
旬

中
旬

上
旬

③
～④

上
旬

７
月

下
旬

○
西
部

○
南
部

�	��３０

７
月

下
旬

中
旬

○
南
部

○
中
部

��中
旬

上
旬��剣
道④

上
旬

６
月

下
旬

�
�

６
月

下
旬

中
旬���中
旬

�
～�

上
旬���ゴ
ル
フ
②

上
旬

５
月

下
旬

総
会	

説
明
会
�

５
月

下
旬

中
旬��中
旬

上
旬

上
旬

（
平
成
２２
年
）４
月

下
旬�����

（
平
成
２２
年
）４
月

下
旬

中
旬

中
旬

上
旬②上
旬

事
業

名

定
時
総
会

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

新
年
会
員
懇
談
会

地
区
協
議
会（
南
部
、中
部
、西
部
、北
部
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

労
務
委
員
会

地
域
社
会
問
題
委
員
会

理
事
会

地
方
団
体
長
会
等

地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会
等

教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
（
随
時
）

県
首
脳
と
の
懇
談
（
随
時
）

県
と
共
催
研
修（
民
間
企
業
に
学
ぶ
）

人
材
交
流
事
業
・
会
議（
随
時
）

教
員
の
長
期
派
遣
事
業

政
策
セ
ミ
ナ
ー

（
随
時
）

（
随
時
）

定
期
首
脳
懇
談
会・個

別
協
議（
随
時
）

埼
玉
大
学
・
本
会
合
同
特
別
公
開
講
座

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会・成

果
報
告
会

社
会
経
済
視
察
団

労
務
管
理
講
座

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者

養
成
講
座
（
全
６
講
）

賃
金・税

務・経
営・財

務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
全
７
～
８
講
）

各
種
セ
ミ
ナ
ー

小
笠
原
洋
上
研
修

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

新
入
社
員
研
修

剣
道
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
１０４
回
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１１４
回
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

項
目

会
議
、
委
員

会
等
の
開
催

日
本
経
済
団

体
連
合
会
関

連県
関
連

関
東
経
済
産
業
局

埼
玉
労
働
局

連
合
埼
玉
関
連

産
学
連
携
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
開
拓
事
業

海
外
視
察
等

経
営
労
務
管

理
・
労
働
対

策
活
動

教
育
啓
発
活

動文
化・体

育
活
動

日
本
経
団
連

主
催
事
業

会務事業

― ４ ―
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���
���
���
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��
栄栄
光光
アア
ーー
スス
がが
特特
例例

子子
会会
社社
のの
認認
定定
受受
けけ
るる

教
育
支
援
業
で
は
全
国
で
初
め
て

労
務
委
員
会
（
委
員
長
�
本
多
康
夫

本
会
副
会
長

フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）

が
三
月
十
六
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
九
階
会
議
室
で
、
九
十
名
と
い
う
近

年
最
多
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
本
多
委
員
長
の
開
会
挨

拶
、
根
岸
常
務
理
事
の
事
務
局
報
告
の

後
、「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
二
つ

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
第
一
部
の
講
演
は
、
世
界
四
十

カ
国
以
上
で
、
銀
行
、
資
産
運
用
、
生

命
保
険
及
び
年
金
事
業
を
展
開
す
る
世

界
的
総
合
金
融
機
関
Ｉ
Ｎ
Ｇ
グ
ル
ー
プ

の
一
員
で
あ
る
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
生
命
保

険
株
式
会
社
営
業
戦
略
部
の
三
好
建
太

郎
氏
よ
り
、「
事
例
か
ら
学
ぶ
、
中
小

企
業
社
員
の
や
る
気
に
つ
い
て
―
中

堅
・
中
小
企
業
の
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
る
調
査
研
究
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

本
調
査
研
究
は
、法
政
大
学
大
学
院
・

中
小
企
業
経
営
革
新
研
究
所
と
の
産
学

連
携
共
同
研
究
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
三
好
氏
よ
り
、

�
社
員
が
や
る
気
を
高
め
る
要
因

�
や
る
気
を
高
め
る
効
果
的
な
施
策
と

は
？

に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
社
員
の
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
し
て
い
る

三
社
の
事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
本
調
査
研
究
報
告
の
一
部
は

「
な
ぜ
こ
の
会
社
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
い
の
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
商
業

界
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
の
講
演
は
、
�
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
、
�
埼
玉
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
で
、
本
会
会
員
で
も
あ
る

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
�
代
表
取
締

役
会
長
横
塚
正
秋
氏
よ
り
、「
わ
が
社

の
Ｅ
Ｓ
経
営
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

横
塚
氏
は
、
自
社
の
成

長
の
軌
跡
を
振
り
返
り
な

が
ら
、

�
経
営
の
原
点
は
Ｃ
Ｓ

（
顧
客
満
足
）
�
Ｅ
Ｓ

（
社
員
満
足
）
�
Ｃ
Ｓ

（
会
社
満
足
）
で
あ
る

�
経
営
資
源
の
優
先
順
位

は
、「
人
↓
物
↓
金
」

で
あ
り
、「
金
↓
物
↓

人
」
で
は
絶
対
に
な
い

�
リ
ー
ダ
ー
の
絶
対
条
件

は
、「
世
間
の
常
識
と
倫

理
観
が
共
通
し
て
い
る

こ
と
」
と
「
い
か
に
部

下
を
や
る
気
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
」
で
あ
る

等
の
経
営
哲
学
を
具
体
的
事
例
を
交
え

な
が
ら
熱
く
語
ら
れ
た
。

第
一
部
、
第
二
部
の
講
演
と
も
、
参

加
者
の
熱
心
に
聴
講
す
る
姿
が
印
象
的

で
あ
り
、
改
め
て
経
営
者
の
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意
識
・
関
心

度
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

学
習
塾
の
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
を

全
国
展
開
し
て
い
る
本
会
会
員
の
�
栄

光
の
子
会
社
「
�
栄
光
ア
ー
ス
」
が
、

障
碍
者
雇
用
促
進
法
に
よ
る
「
特
例
子

会
社
」
に
認
定
さ
れ
た
。
埼
玉
県
内
で

認
定
さ
れ
た
企
業
は
十
六
社
目
で
、
教

育
支
援
業
で
は
全
国
で
初
め
て
の
ケ
ー

ス
。特

例
子
会
社
制
度
は
、
事
業
主
が
障

碍
者
の
雇
用
に
特
別
に
配
慮
し
た
子
会

社
を
設
立
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定

を
受
け
た
場
合
、
子
会
社
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
障
碍
者
を
親
会
社
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
み
な
す
制
度
。
障
碍
者

の
職
域
を
広
げ
る
の
に
効
果
が
あ
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

�
栄
光
ア
ー
ス
は
昨
年
一
月
、
ハ
ン

デ
ィ
を
持
つ
人
々
の
雇
用
機
会
を
広
げ
、

自
立
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に

設
立
。
今
後
は
、
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

全
教
室
の
観
葉
植
物
の
設
置
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
。
環

境
保
護
支
援
事
業
等
の
他
の
事
業
へ
の

拡
大
も
検
討
し
て
い
る
。

労務委員会
『
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
め
る
』
テ
ー
マ
に

近
年
最
多
の
９０
名
が
参
加
―

講演する三好建太郎氏講演する横塚正秋氏

９０
名
と
い
う
過
去
最
多
の
会
員
が
参
加
し
た

労
務
委
員
会

�
栄
光
ア
ー
ス
の
全
景

丹
精
を
込
め
て
手
入
れ
を
し
て
い
る
観

葉
植
物

― ５ ―
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こ
の
人
は
言
っ
た
ら
、
必
ず
そ
の
と
お
り
実
行
す

る
『
有
言
実
行
』
の
経
営
者
で
あ
る
。「
人
の
二
倍

働
い
て
、
よ
う
や
く
人
並
み
。
三
倍
働
き
辛
う
じ
て
、

半
歩
出
る
」（
豊
臣
秀
吉
の
格
言
）
が
、
働
き
者
の

入
り
口
と
い
う
考
え
方
だ
。「
若
い
時
分
、
私
は
一

日
三
時
間
し
か
寝
な
か
っ
た
。
寝
る
の
は
好
き
で
は

な
い
が
、
さ
す
が
に
六
十
六
歳
に
な
り
、
い
ま
は
平

均
四
時
間
。
長
く
て
五
時
間
で
あ
り
、
休
日
は
正
月

元
旦
と
盆
の
八
月
十
五
日
く
ら
い
で
あ
る
。
私
は
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
世
に
出
た
人
た
ち
は
ほ
と

ん
ど
睡
眠
し
な
い
で
働
い
て
い
た
」。

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
一
日
、
久
喜
市
生
ま
れ
。

四
十
年
三
月
中
央
工
学
校
建
築
科
を
出
て
�
大
和
工

務
店
に
入
社
。
四
十
七
年
三
月
同
社
を
退
社
し
、
同

四
月
か
ら
六
十
三
年
十
二
月
ま
で
�
黒
須
建
設
専
務

取
締
役
。
そ
し

て
昭
和
六
十
三

年
十
月
十
三
日
、

�
桧
家
住
宅

（
旧
・
東
日
本

ニ
ュ
ー
ハ
ウ

ス
）
を
設
立
。

ビ
ル
ダ
ー
と
し

て
の
長
年
の
経

験
か
ら
「
三
階

建
て
木
造
住

宅
」「
原
価
公

開
」「
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
シ
ス
テ

ム
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
）」
な
ど
の
画
期
的
ア
イ
デ
ア
で
急
成

長
を
遂
げ
て
、�
業
界
の
風
雲
児
�
の
名
を
恣
に
し
、

平
成
十
五
年
、
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
こ
と
を

評
価
さ
れ
、「
第
十
四
回
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
特

別
賞
」
を
受
賞
す
る
。
他
に
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

日
本
ア
ク
ア
の
代
表
も
務
め
る
。
著
書
に
「
後
悔
し

な
い
家
づ
く
り
」
が
あ
る
。

最
初
の
ヒ
ッ
ト
は
木
造
三
階
建
て
住
宅
。
「
私
は

四
十
五
歳
で
独
立
す
る
ま
で
、
兄
が
経
営
す
る
黒
須

建
設
に
勤
務
、
弟
も
い
て
黒
須
三
兄
弟
が
同
じ
会
社

で
持
ち
場
を
分
担
、
仲
良
く
や
り
仕
事
も
う
ま
く
い

っ
て
い
た
。

当
時
、
私
の
仕
事
は
「
積
算
」
が
専
門
で
、
兄
は

経
営
者
、
弟
は
営
業
だ
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
子
供

の
代
に
な
れ
ば
、
後
継
者
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
、
私
と
弟
は
円
満
に
退
社
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

事
業
が
大
き
く
展
開
し
た
キ
ッ
カ
ケ
は
い
く
つ
か

あ
る
。
最
初
に
私
が
飛
び
込
ん
だ
の
が
、
独
立
直
前

の
昭
和
六
十
二
年
、
建
築
基
準
法
改
正
で
可
能
と
な

っ
た
木
造
三
階
建
て
住
宅
の
分
野
。
当
時
、
や
は
り

何
か
あ
る
と
恐
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
業
他
社

が
あ
ま
り
木
造
三
階
建
て
に
は
手
を
出
さ
な
か
っ
た

が
、
私
は
兄
の
会
社
で
ず
っ
と
積
算
を
や
っ
て
き
た

の
で
、
住
宅
建
築
で
一
番
高
く
つ
く
の
は
平
屋
部
分

で
、
あ
と
は
二
階
も
三
階
も
手
間
は
一
緒
と
わ
か
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
全
国
的
に
も

最
も
早
く
三
階
建
て
に
力
を
注
ぎ
、
六
倍
も
八
倍
も

売
上
げ
が
急
上
昇
、
業
績
は
順
調
に
伸
び
続
け
て
い

た
」。「

消
費
税
は
弊
社
で
お
立
て
替
え
」
を
。

し
か

し
平
成
九
年
四
月
一
日
、
消
費
税
が
三
％
か
ら
五
％

に
増
税
さ
れ
、
同
十
年
に
な
る
と
は
っ
き
り
そ
の
影

響
が
出
て
き
た
。
展
示
場
に
客
足
が
ば
っ
た
り
途
絶

え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、�
こ
の
人
は
�
ま
た
し

て
も
奇
策
を
打
ち
出
す
。
顧
客
が
家
を
建
て
る
の
を

躊
躇
す
る
の
は
、
消
費
税
が
上
が
っ
た
か
ら
だ
。
つ

ま
り
、
消
費
者
の
反
応
を
見
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
反

省
。
即
座
に
指
定
専
門
業
者
を
招
集
し
て
、
窮
地
か

ら
の
脱
却
方
法
を
話
し
合
い
、「
消
費
税
は
頂
き
ま

せ
ん
。
弊
社
で
お
立
て
替
え
い
た
し
ま
す
」
と
ア
ド

バ
ル
ー
ン
を
ぶ
ち
上
げ
、
こ
れ
が
ま
た
大
当
た
り
し

た
。絶

え
ず
消
費
者
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
捉
え

て
先
手
を
打
つ
。
或
い
は
打
開
策
を
講
じ
る
。
そ
れ

が
大
事
だ
と
言
う
が
、�
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難

し
�
で
、
そ
れ
が
世
の
常
で
あ
る
。「
だ
か
ら
私
は
、

有
言
実
行
な
の
だ
」
と
、
事
も
無
げ
に
言
う
。

常
識
覆
し
た
「
原
価
公
開
住
宅
」
の
底
力

家
を

建
て
る
際
、
顧
客
が
最
も
不
安
が
る
の
は
最
終
的
に

支
払
う
金
額
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
で
あ
る
。
総

合
住
宅
展
示
場
に
行
け
ば
、
自
由
設
計
、
フ
リ
ー
プ

ラ
ン
の
文
字
が
氾
濫
。
注
文
住
宅
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
や
は
り
潜
在
願
望
は
自
ら
の
好
み
の
設

計
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
リ
ー
プ

ラ
ン
に
は
、
通
常
予
め
価
格
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
が
、
掛
け
値
な
し
の
自
由
設
計
、
フ
リ

ー
プ
ラ
ン
を
謳
い
、
し
か
も
設
備
は
フ
ル
装
備
、
価

格
も
固
定
し
て
い
る
の
が
、
桧
家
住
宅
の
フ
リ
ー
プ

ラ
ン
・
原
価
公
開
住
宅
「
す
こ
や
か
二
〇
〇
一
シ
リ

ー
ズ
」
で
、
売
り
出
し
が
平
成
十
三
年
二
月
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
三
〇
〜
六
〇
坪
ま
で
坪
単
価
は
、

一
坪
増
す
ご
と
に
二
千
円
ず
つ
下
が
っ
て
い
く
。

平
成
十
二
年
の
受
注
実
績
三
六
〇
棟
は
、
同
十
三

年
二
月
の
こ
の
「
す
こ
や
か
」
シ
リ
ー
ズ
発
売
に
よ

り
、
一
気
に
六
〇
〇
棟
に
達
し
た
。
棟
数
で
対
前
年

度
比
六
六
％
増
、
売
上
で
同
四
四
％
増
で
あ
っ
た
。

「
不
景
気
の
影
響
も
あ
ま
り
な
く
、
ま
た
消
費
税
の

件
も
落
ち
着
い
た
が
、
じ
わ
じ
わ
と
伸
び
悩
ん
で
い

く
気
配
を
感
じ
、
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
・
原
価
公
開
住
宅

『
す
こ
や
か
二
〇
〇
一
シ
リ
ー
ズ
』
を
打
ち
出
し
、

工
事
費
と
販
売
管
理
費
な
ど
の
経
費
を
分
け
て
表
示

し
、
価
格
基
準
の
透
明
化
を
図
っ
た
」
と
い
う
。
舞

台
裏
を
さ
ら
け
出
す
か
ら
、
イ
ン
パ
ク
ト
も
強
い
。

こ
れ
が
大
き
く
事
業
が
拡
大
し
た
三
つ
目
の
キ
ッ
カ

ケ
で
あ
っ
た
。

す
べ
て
を
集
約
す
る
経
営
理
念

桧
家
住
宅
の
経

営
理
念
は
、「
最
高
品
質
の
住
宅
を
最
低
価
格
で
提

供
し
て
、
社
会
的
使
命
を
果
た
そ
う
」
で
、
経
営
五

カ
条
が
、
�
約
束
手
形
は
切
ら
な
い
。
�
主
要
取
引

銀
行
を
変
え
な
い
。
�
仕
入
先
（
専
門
業
者
）
を
大

事
に
す
る
。
�
一
件
の
顧
客
よ
り
年
商
一
〇
％
を
超

え
る
仕
事
ま
た
は
契
約
を
し
な
い
。
	
下
請
け
（
他

人
の
引
け
受
け
た
）
仕
事
を
し
な
い
。
こ
れ
は
す
べ

て
、
い
ま
で
も
き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
。
絶
対
に
崩

せ
な
い
」。

こ
の
五
ヵ
条
は
�
こ
の
人
�
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
だ
か
ら
毎
朝
引
き
出
し
を

開
け
て
反
復
・
復
唱
す
る
。
自
信
を
持
っ
て
言
え
る

が
、
こ
の
五
つ
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
成
功
は
間
違
い

な
い
。
あ
と
は
人
の
二
倍
、
三
倍
働
け
ば
い
い
。
そ

う
す
れ
ば
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
は
描
け
る
」
と
言

い
切
る
。

久
喜
市
在
住
で
家
族
は
、
恵
久
子
夫
人
と
二
人
住

ま
い
。
子
供
は
当
社
社
長
近
藤
昭
氏
夫
人
ら
女
性
二

人
。
趣
味
は
将
棋
で
有
段
者
。

（
葛
）

株
式
会
社

桧
家
住
宅

会

長

黒

須

新
治
郎
氏

― ６ ―
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「
最
高
品
質
の
住
宅
を
最
低
価
格
で
提

供
し
て
、
社
会
的
使
命
を
果
た
そ
う
」
―

当
社
は
こ
の
創
業
以
来
の
経
営
理
念
を
、

商
品
開
発
や
建
築
技
術
の
研
鑽
に
よ
り
徹

底
的
に
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

当
社
の
木
造
注
文
住
宅
は
、
資
材
や
建

築
工
法
に
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
保
持
す
る

こ
と
で
耐
震
性
・
耐
久
性
・
居
住
性
等
に

優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
下
請
工
務
店
を
介

さ
な
い
直
接
施
工
に
よ
り
高
い
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
て
、
お
客
様
に

ご
満
足
い
た
だ
け
る
適
正
価
格
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

当
社
が
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
お
客
様

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た

他
社
に
優
位
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
品
質

と
価
格
を
有
し
、
自
由
設
計
が
可
能
な
注

文
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い

価
格
体
系
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

創
立
か
ら
二
〇
年
を
経
て
、
当
社
は
今
、

「
一
〇
〇
年
、
愛
さ
れ
る
家
づ
く
り
」
を

新
た
な
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
住
宅
を
注

文
さ
れ
た
お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
ご
家
族

と
そ
の
先
の
世
代
の
方
々
が
長
い
年
月
に

わ
た
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
、
ま
た
地
域

住
民
の
方
々
か
ら
も
愛
さ
れ
る
、
家
づ
く

り
―
。
快
適
な
居
住
性
に
加
え
て
環
境
貢

献
も
果
た
す
「
省
エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ハ
ウ
ス
」

は
、
こ
の
使
命
に
基
づ
い
て
当
社
が
現
在
、

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
商
品
で
す
。

す
べ
て
の
お
客
様
が
、
資
産
価
値
の
高

い
「
自
分
ら
し
い
家
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
当
社
は
今
後
も
弛
ま
ぬ
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
高
性
能
な
省
エ
ネ

住
宅
を
低
価
格
で
提
供
す
る
こ
と
に
努
め

て
お
り
、
全
て
の
注
文
住
宅
、
分
譲
住
宅

に
高
い
断
熱
性
と
気
密
性
を
誇
る
「
ア
ク

ア
フ
ォ
ー
ム
」
を
標
準
装
備
し
、「
全
棟

ｅ
ｃ
ｏ
ハ
ウ
ス
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
ア
ク
ア
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
木
造
住
宅
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
高
め
、
光
熱
費
の

削
減
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
一
切
フ

ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
な
い
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
素
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
客
様
の

関
心
が
高
く
、
商
品
の
訴
求
力
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
分
譲
住
宅
に
お

い
て
も
「
ア
ク
ア
フ
ォ
ー
ム
」
を
標
準
装

備
し
て
い
る
こ
と
で
、
他
社
の
分
譲
住
宅

と
の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
当
社
の
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
も
の

と
み
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
性
能
で
あ

り
な
が
ら
低
価
格
を
実
現
し
た
「
ス
マ
ー

ト
・
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
」

の
体
験
宿
泊

用
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
実
験

的
に
導
入
し
、

大
き
な
反
響

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ー

ト
・
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
」

は
、
�
日
本

地
域
開
発
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

に
優
れ
た
オ
ー
ル
電
化
住
宅
を
対
象
に
し

た
表
彰
制
度
「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
・
イ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
二
〇
〇

九
」
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

住
宅
業
界
の
市
場
環
境
は
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、「
住
宅
版

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
っ
た
政
策
支
援
の

実
施
な
ど
か
ら
、
エ
コ
住
宅
に
対
す
る
お

客
様
の
関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、当

社
に
と
っ
て
強
力
な
追
い
風
と
い
え
ま
す
。

創
業
当
初
よ
り
注
文
住
宅
の
み
を
扱
っ

て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
の

株
式
上
場
以
降
、
Ｍ
＆
Ａ
に
て
数
社
を
子

会
社
化
し
、
事
業
領
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。

幅
広
く
住
宅
関
連
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
新
た
な
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
グ
ル

ー
プ
体
制
の
再
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

主
力
の
注
文
住
宅
事
業
、
第
２
の
収
益
の

柱
で
あ
る
不
動
産
事
業
に
加
え
、
積
極
的

な
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
断
熱
材
製
造
販
売
事
業
、

賃
貸
住
宅
建
築
事
業
へ
参
入
し
た
ほ
か
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
強
化
、
住
宅
Ｆ

Ｃ
事
業
に
よ
る
桧
家
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
へ
提
供
で
き
る
商
品
の
品
揃
え

が
充
実
し
た
こ
と
で
、
住
宅
展
示
場
で
の

営
業
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
い
う

効
果
が
生
ま
れ
、
注
文
住
宅
の
み
で
な
く
、

不
動
産
や
戸
建
賃
貸
と
い
う
新
た
な
商
品

を
提
案
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
お
客

様
に
と
っ
て
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
と
い

え
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
な
周
辺
事
業
と
し
て
、

当
社
が
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
高
性
能

で
耐
久
性
に
優
れ
た
「
一
〇
〇
年
、
愛
さ

れ
る
住
宅
」
を
、
中
古
物
件
と
し
て
再
生

し
販
売
す
る
中
古
住
宅
事
業
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

会員企業紹介

「「
高高
品品
質質
・・
低低
価価
格格
」」のの
進進
化化
系系
――

私私
たた
ちち
のの
使使
命命
はは
、、「「
一一
〇〇
〇〇
年年
、、

愛愛
ささ
れれ
るる
家家
づづ
くく
りり
」」

桧家住宅

省
エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ハ
ウ
ス

足
利
展
示
場

上
尾
北
展
示
場

― ７ ―



																																													
																																													
																																																																																										
																																													
																																													

第
二
三
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
」
が
三
月
一
八
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

で
、
参
加
者
・
関
係
者
を
合
わ
せ
合
計
五
〇
名

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
」
場
と
し
て
、

職
場
体
験
の
事
例
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
、
自

己
啓
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の
女
性
に

よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工

業
�
の
前
上
亮
子
さ
ん
よ
り
「
仕
事
を
楽
し
む

た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
人
事

の
仕
事
を
通
し
て
人
財
育
成
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
組
ま
れ
た
ご
経
験
と
、
ご
自
身
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
た
ご
経
験

等
を
ご
講
演
頂
い
た
。

冒
頭
、
日
本
の
労
働
市
場
や
少
子
高
齢
化
社

会
な
ど
に
関
し
て
ご
説
明
さ
れ
、そ
の
後「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
自
分
の
た
め
に
あ
る

も
の
」「
曙
に
と
っ
て
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
制
度
の
紹
介
」「
自
分
を
知
る
」「
目
標
を

持
つ
」と
い
っ
た
内
容
を
軸
に
、仕
事
・
人
生
を

楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
様
々
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
頂
い
た
。そ
し
て
最
後
に
ご
自
身
の『
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
』と
し
て「
家
族
と
そ
の
健

康
」「
大
変
だ
と
思
わ
ず
に
楽
し
む
マ
イ
ン
ド
を

持
つ
」「
信
頼
す
る
上
司
を
得
る
、そ
の
た
め
に

自
分
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に

努
力
す
る
」「
常
に
自
己
啓
発

の
機
会
を
作
る
」「
協
力
体
制

を
作
る
」「
社
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
」等
を
あ
げ
、「
自
分

の
た
め
に
、一
つ
で
も
違
う
こ

と
を
一
歩
一
歩
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
。
女
性
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
に
人
生
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、

三
名
の
女
性
が
、
様
々
な
立

場
か
ら
自
身
の
体
験
談
を
交

え
て
発
表
し
た
。

ポ
ラ
ス
�
の
加
知
方
さ
ん

は
注
文
住
宅
の
設
計
や
営
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
お
仕
事
を

経
て
、
現
在
は
人
事
部
に
て

採
用
や
教
育
を
ご
担
当
さ
れ

ご
活
躍
中
で
、
そ
の
ご
経
験

を「
自
分
ら
し
く
働
く
」と
題

し
て
発
表
。
日
々
の
仕
事
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
自
分

ら
し
く
働
く
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
秘
訣
等
を
披
露
さ

れ
た
。
自
分
ら
し
く
働
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
「
迷
っ
た
ら
目
的
や
最
終
的
に
あ
る
べ

き
姿
を
想
定
す
る
」「
自
ら
社
内
外
の
協
力
体
制

を
築
く
」「
即
断
す
る
こ
と
（
後
回
し
に
し
な

い
）」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
上
げ
た
。
そ
し

て
、最
後
に「
仕
事
を
し
な
が
ら
つ
ま
ず
く
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
の
度
に
周
囲
に
助
け

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
携
わ
る
こ

と
で
『
こ
こ
が
変
わ
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

川
口
信
用
金
庫
の
島
村
涼
子
さ
ん
は
、
２
度

の
育
児
休
暇
を
取
得
さ
れ
な
が
ら
仕
事
と
家
庭

を
両
立
さ
れ
、
現
在
は
東
大
宮
支
店
に
て
係
長

と
し
て
ご
活
躍
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
を

「『
信
用
金
庫
』
と
い
う
仕
事
〜
子
育
て
と
共

に
〜
」
と
題
し
て
発
表
。

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
ギ
ン
グ
（
地
域

密
着
型
金
融
）
と
し
て
の
信
用
金
庫
の
在
り
方

を
模
索
し
な
が
ら
業
務
に
励
ま
れ
る
中
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
正
社
員
で
働
く
中
で
生
じ
る
葛

藤
な
ど
に
関
し
て
も
触
れ
、「
職
場
で
の
居
場
所

づ
く
り
を
し
て
、必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
る
」

こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
た
。
そ
し
て

そ
の
た
め
に
は「
日
々
の
仕
事
へ
の
取
組
み
方
」

「
幅
広
い
業
務
知
識
の
取
得
」
が
重
要
で
「
女
性

な
ら
で
は
、
主
婦
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
す

こ
と
」も
大
切
、と
述
べ
た
。そ
し
て
最
後
に「
自

分
の
経
験
談
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と

に
対
し
て
の
希
望
や
自
信
に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
全
て
の
人
に
感
謝
す

る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

フ
ジ
ノ
ン
�
の
大
成
ち
か
子
さ
ん
は
、「
中

国
一
の
工
場
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
発
表
。

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
を
製
造
す
る
中
国

工
場
で
の
品
質
管
理
に
携
わ
ら
れ
、
顧
客
の
信

頼
を
得
る
た
め
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
取

り
組
ま
れ
て
き
た
ご
経
験
な
ど
を
披
露
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
ク
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
教
育
が

重
要
な
環
境
の
中
で
、
現
地
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
女
性
が
多
い
た
め
、
ケ
ア
に
は
同
じ
女
性
の

視
点
が
必
要
な
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
教
育
の
中

で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
品
質
の
向

上
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
品
質
管
理
を
徹
底
す
る

こ
と
で
顧
客
の
信
頼
を
得
て
、
新
規
受
注
に
も

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。
そ
し
て

最
後
に
「
知
識
や
能
力
が
あ
っ
て
も
熱
意
が
な

け
れ
ば
『
成
果
』
は
ゼ
ロ
。
熱
意
を
持
っ
て
前

向
き
に
向
か
っ
て
い
け
ば
必
ず
い
い
こ
と
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
伺
っ
た
。

共
通
の
質
問
と
し
て
「
思
い
通
り
に
い
か
ず

に
苦
労
し
た
時
、
ど
う
乗
越
え
た
か
」「
周
囲
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
目
標
の

定
め
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
秘
訣
」「
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
秘
訣
」「
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘
訣
」「
こ
れ
か
ら
の
自

分
の
目
指
す
姿
」な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、参
加

者
に
と
っ
て
も
身
近
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
な

ど
も
合
わ
せ
て
披
露
し
た
。そ
し
て
最
後
に
、参

加
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
日
々
失

敗
の
連
続
だ
っ
た
が
、
育
て
て
も
ら
っ
た
と
実

感
し
て
い
る
。
結
果
と
成
果
は
違
う
。
自
分
の

努
力
や
熱
意
や
意
志
が
入
っ
て
や
っ
と『
成
果
』

に
な
る
。日
々
、自
分
の
仕
事
の『
成
果
』を
出
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
（
加
知
方
さ
ん
）」

「
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
周
囲
に
協
力
を
仰
ぐ
、

と
い
う
『
勇
気
』
が
大
切
。
自
分
に
は
仕
事
も

あ
る
し
家
庭
も
あ
る
と
生
き
生
き
取
り
組
む
こ

と
で
周
り
も
協
力
し
て
く
れ
る
と
思
う
の
で
、

働
き
続
け
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し
い

（
島
村
さ
ん
）」「
女
性
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と

を
仕
事
に
活
か
す
。
そ
し
て
周
囲
の
支
え
に
対

し
て
日
々
感
謝
し
な
が
ら
、
一
日
一
日
を
大
切

第第２２３３回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

自己啓発に取り組み、
これからの働き方のヒントを探る
ご
自
身
も
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
践
さ
れ
な
が
ら

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
の
前
上
亮
子
氏

に
よ
る
基
調
講
演

― ８ ―
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に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」（
大
成
さ
ん
）」と
述
べ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働
い
て
い

く
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
七
、八
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
自
分
自
身
が
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目
標
」「（
取
り

組
み
を
活
か
し
て
い
け
る
舞
台
と
し
て
）
職
場

や
家
庭
、
地
域
な
ど
と
い
っ
た
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
に
望
む
こ
と
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は「
生

き
生
き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
」「
周
り
に
変
化
を
求
め

る
の
で
は
な
く
自
分
が
変
わ
る
こ
と
が
大
切
」

「
目
標
に
向
か
っ
て
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
、
前
向

き
に
進
み
成
果
を
得
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
か
ら

「
た
い
て
い
の
問
題
や
不
満
は
、
自
分
の
考
え

方
や
行
動
次
第
で
解
消
で
き
る
こ
と
に
気
付
い

た
」「
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

良
い
ヒ
ン
ト
と
な
る
言
葉
や
考
え
方
に
出
会
う

こ
と
が
出
来
た
」「
自
分
を
見
つ
め
直
す
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の

身
近
な
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、
明

日
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生
き
働
く
た
め
の

活
力
を
得
る
場
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

基基
調調
講講
演演

「
仕
事
を
楽
し
む
た
め
に
」

曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
�
人
事
総
務
部
門
人
事
企

画
室
室
長

前
上

亮
子
氏

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�
「
自
分
ら
し
く
働
く
」

ポ
ラ
ス
�

人
事
部
人
材
開
発
課
主
任

加
知
方

真
美
子
氏

�
「『
信
用
金
庫
』
と
い
う
仕
事
〜
子
育
て
と

共
に
〜
」

川
口
信
用
金
庫

東
大
宮
支
店
係
長

島
村

涼
子
氏

�
「
中
国
一
の
工
場
を
め
ざ
せ
」

フ
ジ
ノ
ン
�

レ
ン
ズ
商
品
部
品
質
保
証
課

担
当
課
長

大
成

ち
か
子
氏

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

�
ア
イ
ル
・
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
�
、
ア
イ
ル
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
�

�
、
�
飯
野
製
作
所
�
、
エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工

場
�
、Ａ
Ｇ
Ｓ
�
�
、�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支

店
�
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
�
、
�
亀
屋
�
、

川
口
信
用
金
庫
�
、キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
�
、独
立

行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
�
、
�
コ
ー
セ

ー
狭
山
事
業
所
�
、�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
�
、サ

イ
ボ
ー
�
�
、坂
戸
ガ
ス
�
�
、三
協
食
品
工
業

�
�
、
三
州
製
菓
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�

太
洋
社
印
刷
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
�
東
芝

深
谷
工
場
�
、
日
本
電
波
工
業
�
�
、
�
パ
レ

ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
飯
能
信
用
金
庫
�
、

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
、
フ
ジ

オ
ッ
ク
ス
�
�
、
�
富
士
薬
品
�
、
武
州
ガ
ス

�
�
、北
辰
図
書
�
�
、前
澤
化
成
工
業
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
七
名
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
で
、
四
十
一
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
三
国
雅
裕
専
務
理
事
よ
り

挨
拶
。
続
い
て
「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
て
埼
玉
機
器
�
代
表
取
締
役
社
長
長
沼

昭
氏
よ
り
基
調
講
演
を
頂
い
た
。

長
沼
氏
か
ら
は
「
学
校
と
社
会
の
違
い
」「
働

く
こ
と
の
意
義
」「
職
業
人
と
し
て
の
心
構
え
」

「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
」
と
い
っ
た
内
容

の
お
話
を
頂
い
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、「
一

生
懸
命
や
っ
て
い
け
ば
い
く
程
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
プ
ロ
に
近
づ
い
て
い
く
」「
出
来
な
い
理

由
を
探
さ
な
い
で
、
と
に
か
く
挑
戦
し
て
み
る

こ
と
。
何
年
後
か
に
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と

い
う
こ
れ
か
ら
の
社
会
人
生
活
の
指
針
と
な
る

貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講

師
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
河
合
か
ほ
る
氏
に
よ

る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら
社
会
人

へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
」「
職
場

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発

と
自
己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
対
応
し
、
ま
た
、
一
日
も

早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

�
エ
フ
エ
ム
ナ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ
�
、
Ｍ
Ｃ
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
�
�
、
�
木
屋
製
作
所
埼
玉
工
場
�
、

共
和
真
空
技
術
�
�
、
�
埼
玉
県
生
態
系
保
護

協
会
�
、
サ
イ
デ
ン
化
学
�
�
、
東
京
イ
ン
キ

�
�
、
日
本
電
波
工
業
�
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
	
、
�
ひ
び
き
�
、
武
州
ガ

ス
�



○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
一
名
。

長
沼
氏（
埼
玉
機

器
社
長

）が
基
調
講
演

新
入
社
員
研
修
に
４１
名
が
参
加

「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
頂
い
た
埼
玉
機
器
�
の

長
沼
昭
氏

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
で
は
訪
問
の
マ

ナ
ー
な
ど
を
学
ん
だ

生
き
生
き
働
く
こ
と
に
関
す
る
様
々
な

体
験
談
を
ご
披
露
頂
い
た
事
例
発
表

「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
」「
仕
事
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
調
和
に
関
し
て
」を
テ
ー

マ
に
、
日
々
の
取
組
み
に
関
し
て
掘
り

下
げ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
生
き
生
き
働
き
、
生
き
生
き
暮
ら
す

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
日
か
ら
の
自

身
の
取
り
組
み
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
行
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

― ９ ―
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秩
父
市
山
田
の
市
街
地
を
一
望

で
き
る
高
台
に
立
地
す
る
株
式
会

社
埼
玉
富
士
は
、
Ｆ
Ａ
設
備
・
制

御
機
器
の
専
業
メ
ー
カ
ー
で
、
秩

父
と
い
う
自
然
豊
か
な
地
域
で

「
自
然
と
共
生
す
る
も
の
づ
く

り
」
と
い
う
考
え
の
も
と
事
業
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
環
境
保
全
に
努
め
、
環
境
に

や
さ
し
い
地
域
社
会
の
創
出
を
目

指
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
汚
染

予
防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
し
て
環
境
に
貢
献
で
き
る
施

策
の
一
環
と
し
て
、「
ち
ょ
い
乗

り
Ｅ
Ｖ
」
と
い
う
名
称
で
軽
自
動

車
の
エ
ン
ジ
ン
を
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）に
改
造
、
普
及
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
る
。
試
作
一
号
車
は

県
内
で
は
初
め
て
と
な
る
公
道
走

行
ナ
ン
バ
ー
も
取
得
し
、
一
回
八

時
間
の
充
電
で
四
〇
�
程
度
の
走

行
が
可
能
。
今
後
は
走
行
距
離
の

伸
長
を
目
指
す
と
と
も
に
改
造
費

用
の
低
減
化
を
図
り
、
大
手
企
業

で
は
出
来
な
い
隙
間
を
狙
っ
た
販

路
の
確
保
と
普
及
を
探
っ
て
い
く
。

埼
玉
富
士
は
、
富
士
電
機
（
現

富
士
電
機
機
器
制
御
�
）
の
分
工

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
創
業

者
の
堤
朗
現
会
長
は
、
秩
父
地
域

の
若
者
に
雇
用
の
場
を
広
げ
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
り
、堤
繁
社
長（
写

真
）
も
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
、

地
域
貢
献
や
人
材
の
育
成
に
力
点

を
置
く
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

社
長
就
任
後
は
、
さ
ら
に
社
内
教

育
に
力
を
入
れ
、
現
有
人
材
の
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
、
世
の
中
の

標
準
に
近
づ
く
た
め
の
様
々
な
施

策
を
講
じ
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、現
場
の
六
Ｓ

（
五
Ｓ
＋
一
Ｓ
�
即
実
行
）
運
動

や
Ｖ
Ｍ
（V

isual
M
anagem

ent

�
経
営
の
見
え
る
化
）
活
動
を
中

心
と
し
た
生
産
革
新
・
改
善
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
務
所
棟
お
よ
び
工
場
棟
を
訪

れ
た
第
一
印
象
は
、と
に
か
く
ス
ッ

キ
リ
と
整
理
・
整
頓
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｖ
Ｍ
に
関
し
て
は
、
主

な
経
営
管
理
指
標
の
す
べ
て
を
オ

ー
プ
ン
に
し
、
営
業
成
績
や
生
産

の
進
捗
管
理
な
ど
を
グ
ラ
フ
や
図

表
を
駆
使
し
て
わ
か
り
や
す
く
掲

示
し
、
社
員
は
い
つ
で
も
一
覧
で

き
る
。
Ｖ
Ｍ
の
最
大
の
狙
い
は
、

社
員
全
員
が
課
題
や
問
題
点
を
認

識
し
、
同
じ
目
標
や
共
通
認
識
を

共
有
す
る
こ
と
で
現
場
力
を
高
め

る
こ
と
に
あ
る
。

堤
社
長
�
写
真
�
は
、「
中
小

企
業
が
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り

切
る
に
は
、
他
社
が
真
似
で
き
な

い
突
出
し
た
競
争
力
を
つ
け
る
か
、

他
社
が
持
っ
て
い
な
い
独
自
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
保
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
も
社
員
の
教
育
が
一
番

大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
尽
き
る
」

と
語
り
、「
今
後
の
目
標
と
し
て

は
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
事
業
や
レ
ー
ザ

ー
装
置
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
に

よ
る
事
業
発
展
を
目
指
し
、
基
幹

事
業
に
関
し
て
は
、
Ｆ
Ａ
装
置
も

含
め
、
品
質
・
コ
ス
ト
に
は
自
信

を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
信
頼
性

が
高
く
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
製
品
を

提
供
し
た
い
」
と
力
説
し
た
。

株
式
会
社
新
堀
製
作
所
（
に
い

ほ
り
せ
い
さ
く
し
ょ
）
は
昭
和
二

三
年
五
月
創
業
。
最
初
は
蛍
光
灯

器
具
、
耕
運
機
部
品
、
ゴ
ル
フ
シ

ャ
フ
ト
な
ど
を
製
造
販
売
し
て
い

た
が
、
三
七
年
五
月
、
業
務
拡
張

に
伴
い
、
現
在
地
（
現
日
高
市
）

に
工
場
を
移
転
、
株
式
会
社
と
し

て
創
立
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
ス

ト
ー
ブ
部
品
、
自
転
車
用
フ
レ
ー

ム
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
、
電
気
制
御

Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
を
作
り
つ
つ
金
型
製

作
・
プ
レ
ス
加
工
・
溶
接
加
工
の

技
術
を
み
が
き
、
最
近
は
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
の
協
力
メ
ー
カ
ー

と
し
て
シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
や
金
属

製
品
の
製
造
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
間
各
種
プ
レ
ス
機
、
各
種

パ
イ
プ
ベ
ン
ダ
ー
、
溶
接
機
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
設
備
を
整
え
、
工

場
設
備
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
も
平
成
一
〇
年

一
一
月
に
認
証
取
得
し
更
新
し
て

い
る
。

重
視
し
て
い
る
の
は
、「
安
全
」

「
品
質
」「
コ
ス
ト
」「
納
期
」で
、長

年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
独
自
の
技

術
開
発
に
よ
り
、
製
品
の
試
作
開

発
か
ら
金
型
・
治
具
の
設
計
製
作
、

量
産
ま
で
の
一
貫
加
工
が
特
徴
。

同
社
は
創
業
以
来
一
社
一
工
場

の
特
色
を
活
か
し
、
家
族
的
な
雰

囲
気
の
中
で
人
の
和
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
各
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
研
修
生

を
一
二
名
受
け
入
れ
た
り
、
ベ
ト

ナ
ム
人
を
採
用
し
た
り
す
る
と
と

も
に
次
世
代
対
応
と
し
て
、
厳
し

い
現
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年

も
高
卒
と
大
卒
の
新
卒
者
各
三
名

を
採
用
し
て
い
る
。

新
堀

寛
社
長
�
写
真
�
は「
一

工
場
体
制
と
は
い
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
も
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

更
に
こ
こ
何
年
か
生
産
性
ア
ッ
プ

の
活
動
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
く
み
、

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
と
も

注
力
し
、
若
い
人
の
人
材
育
成
の

場
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
ら
れ
た
。
経
営
理
念
は
「
私
た

ち
は
、
知
恵
と
技
術
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
企
業
の
躍
進
を
図
り
な

が
ら
、
人
の
豊
か
さ
を
追
求
し
ま

す
」
と
あ
る
。

なな話話題題 北北 西西 南南 中中

北
部

�
埼
玉
富
士

「
自
然
と
共
生
す
る
も
の
づ

く
り
」を
基
本
に
事
業
活
動

DATA
会 社 名：株式会社埼玉富士
本社・工場：秩父市山田７８３
電 話：０４９４‐２４‐１１１１
代 表 者：代表取締役社長 堤 繁
設 立：昭和４５年９月
資 本 金：１，０００万円
従 業 員 数：１８０名
事 業 内 容：ファクトリーオートメーション化

（FA）、マシニング加工・機械加工
（MP）、機器アセンブリ（ASSY）
等 製品設計・製造・出荷・設置

西
部

�
新
堀
製
作
所

DATA
会 社 名：�新堀製作所
本社・工場：〒３５０‐１２４３ 日高市新堀３０１‐１
電 話：０４２‐９８９‐１３８１
Ｆ Ａ Ｘ：０４２‐９８５‐３１８７
代 表 者：代表取締役社長 新堀 寛
創 業：昭和２３年５月
資 本 金：２０（百万円）
従 業 員 数：１７５名
事 業 内 容：自動車用シ－トフレ－ム・金属製

品製造販売
http：更新準備中

自
動
車
・
金
属
製
品
の
試
作
開

発
お
よ
び
、金
型
・
治
具
製
作

か
ら
量
産
ま
で
の
一
貫
加
工

堤 繁
代表取締役社長

新堀寛社長

Ｆ
Ａ
製
品
工
場
内

日
高
市
の
本
社
工
場

製
品
の
一
部
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株
式
会
社
真
工
社
は
電
気
メ

ッ
キ
の
分
野
で
伝
統
に
最
先
端

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
さ
せ
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
メ
ッ
キ
の
世
界
を
演

出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
、

そ
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

当
社
は
１
９
６
６
年
に
Ａ
Ｂ

Ｓ
樹
脂
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
上

の
装
飾
メ
ッ
キ
加
工
へ
全
面
転

換
を
遂
げ
、
８９
年
か
ら
は
新
し

い
可
能
性
を
求
め
て
電
鋳
加
工

も
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
製

品
は
、
自
動
車
部
品
や
水
洗
金

具
、
パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
機

部
品
等
で
あ
り
、
中
で
も
サ
イ

ズ
の
大
き
な
パ
チ
ス
ロ
の
メ
ッ

キ
加
工
の
シ
ェ
ア
は
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

歴
史
は
古
く
１
９
２
２
年
、

故
眞
子
駒
雄
が
台
東
区
に
真
工

社
鍍
金
工
場
を
操
業
し
た
の
に

始
ま
る
。
６６
年
に
は
当
時
最
先

端
で
あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ

ッ
キ
の
工
業
化
に
成
功
し
、全
面

転
換
を
図
る
。ま
た
、７９
年
に
は
、

生
産
の
合
理
化
と
万
全
の
公
害

防
止
を
実
現
す
る
た
め
、
戸
田

市
の
現
在
地
に
移
転
、
全
自
動

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ッ
キ
ラ
イ
ン

を
導
入
し
た
。
常
に
環
境
に
配

慮
し
た
工
場
を
心
が
け
、
０６
年

に
は
化
学
ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
を

用
い
な
い
環
境
負
荷
の
少
な
い

新
工
法
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
ロ
セ
ス

を
埼
玉
初
で
導
入
し
た
。
ま
た
、

０７
年
に
は
顧
客
満
足
の
提
供
、

改
善
活
動
の
継
続
を
実
施
す
る

こ
と
、
社
会
的
信
用
の
維
持
と

共
に
競
争
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を

全
工
場
で
の
認
証
を
取
得
し
た
。

ま
た
、眞
子
岳
志
社
長
�
写

真
�
は
、従
業
員
ひ
と
り
一
人

が
経
営
を
支
え
る
存
在
と
考
え
、

教
育
、特
に
新
入
社
員
の
研
修

を
強
化
し
て
い
る
。当
初
は
五

部
門（
製
造
、品
質
管
理
、生
産

管
理
、生
産
技
術
、
総
務
）で
研

修
し
た
が
、現
在
は
営
業
と
経

理
を
加
え
七
部
門
で
研
修
を
し

て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、
主
力

の
メ
ッ
キ
の
仕
事
の
流
れ
や
、

部
門
間
の
連
携
を
理
解
し
、
そ

の
上
で
、多
能
工
化
に
向
け
た
人

づ
く
り
を
も
目
指
し
て
い
る
。

０９
年
に
は
大
宮
工
場
に
あ
ら

ゆ
る
材
料
の
メ
ッ
キ
試
作
に
対

応
す
る
カ
ス
タ
ム
ラ
イ
ン
を
新

設
し
た
。
そ
れ
は
、
今
後
、
水

洗
金
具
、
自
動
車
部
品
、
遊
戯

機
器
等
に
次
ぐ
、
メ
ッ
キ
事
業

の
「
第
四
の
柱
」
を
独
自
の
メ

ッ
キ
技
術
を
駆
使
し
て
構
築
し

て
い
く
計
画
で
も
あ
る
。

様
々
な
材
料
と
メ
ッ
キ
技
術

の
組
み
合
わ
せ
で
、
メ
ッ
キ
市

場
は
も
っ
と
広
が
る
と
、
市
場

拡
大
に
標
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。

松
澤
社
長
�
写
真
�
は
、
二
〇

歳
の
頃
、実
家
の
煎
餅
屋
を
継
い
だ

も
の
の
、そ
の
将
来
に
疑
問
を
感
じ

昭
和
四
八
年
に
会
社
を
設
立
し
て

運
送
業
を
始
め
た
。
そ
の
後
運
送

業
で
の
限
界
を
感
じ
、
昭
和
四
七

年
に
産
業
廃
棄
物
処
理
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
の
将
来
性
に
着
目
、
昭
和

五
一
年
に
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業

に
進
出
。
昭
和
五
九
年
に
株
式
会

社
に
改
組
し
社
名
も
現
在
の
シ
ョ

ー
モ
ン
と
な
っ
た
。
称
号
は
松
澤

家
の
家
紋
で
あ
る「
松
紋
」が
由
来
。

当
初
は
廃
棄
物
の
収
集
と
運
搬

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
中
間

処
理
、
最
終
処
分
ま
で
手
掛
け
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、「
物

流
シ
ス
テ
ム
」「
感
染
性
廃
棄
物

中
間
処
理
シ
ス
テ
ム
」「
安
定
型

処
分
場
の
運
営
」「
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
」「
廃
プ
ラ
を
燃

料
に
再
資
源
化
す
る
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」「
機
密
書

類
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
等
を

事
業
分
野
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

関
連
会
社
五
社
を
有
す
る
と
と
も

に
、
松
澤
社
長
が
社
団
法
人
埼
玉

県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
会
員
数
約

四
八
〇
社
）
の
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
埼
玉
県
内
を
代
表
す
る
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
企
業
で
あ
る
。

松
澤
社
長
は
、「
企
業
と
い
う

も
の
は
常
に
前
を
向
い
て
時
代
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
」
と
の
信
念
を
持
ち
、「
創

業
以
来
、
毎
年
、
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
て
常
に
何
か
新
し
い
も
の

を
肉
付
け
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
経
営
の
方
針
と
し
、
新
し
い
顧

客
、
新
し
い
仕
事
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
に
常
に
工
夫
を
し
て
き

た
。」
と
こ
れ
ま
で
の
経
営
の
軌

跡
を
振
り
返
る
。

ま
た
、
会
社
経
営
の
傍
ら
、
見

沼
田
ん
ぼ
周
辺
の
ゴ
ミ
清
掃
活
動

に
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
小
・
中
・
高
校
の
環
境
学

習
を
支
援
す
る
「
環
境
学
習
応
援

隊
」
の
組
成
、
さ
ら
に
は
さ
い
た

ま
市
の
盆
栽
文
化
振
興
の
た
め
の

寄
付
等
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域

貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
、松
澤
社

長
は
二
〇
〇
五
年
に
、環
境
省
の
環

境
保
全
功
労
者
・
地
球
環
境
美
化

功
績
者
に
贈
呈
さ
れ
る「
地
域
環
境

保
全
功
労
者
賞
」を
受
賞
し
て
い
る
。

当
社
は
、
現
在
久
喜
工
業
団
地

内
に
将
来
を
見
据
え
た
大
規
模
な

設
備
投
資
を
計
画
中
で
あ
り
、
今

後
も
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域
貢
献

両
面
で
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
り

続
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�ショーモン
本 社：�いたま市見沼区片柳１０４５‐１
代 表 者：代表取締役社長 松澤博三
設 立：昭和４８年７月１７日
資 本 金：１，０００万円
従業員数：９０名
事業内容：産業廃棄物収集運搬処理業、産業廃

棄物処理業、RPF（廃プラスチッ
ク類等リサイクルの固形燃料）製造、
機密文書リサイクル収集運搬業等

http : //www.shomon.co.jp/

DATA
会 社 名：株式会社真工社

本 社：戸田市美女木東２‐２‐６

代 表 者：代表取締役社長 眞子岳志

創 業：大正１１年５月

資 本 金：３，０００万円

従業員数：９９人

事業内容：樹脂上の各種メッキ加工、電鋳加工

電 話：０４８‐４２１‐９８３３

http : //www.shinkosya.co.jp

中
部

�
シ
ョ
ー
モ
ン

資
源
再
生
へ
の
果
敢
な
挑
戦
―
常
に

時
代
を
先
取
り
す
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

南
部

�
真
工
社

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ッ
キ
の
世

界
を
演
出
し
、社
会
に
貢
献

松澤博三社長

眞子岳志社長

各
種
メ
ッ
キ
製
品

環
境
省
の
地
域
環
境
保
全
功
労

者
賞
の
受
章
式
に
て

（
左

小
池
環
境
大
臣（
当
時
））

社
員
全
員
が
参
加
す
る

清
掃
活
動

―１１―
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安心・安全な生活環境構
築のための健康リスク評
価に貢献する作業取り組
み

学歴・略歴
塚原 伸治
（つかはら しんじ）
１９９９年３月 名古屋大学
大学院生命農学研究
博士後期課程修了
同 農学博士号取得

１９９９年４月 早稲田大学
人間総合研究センター
助手

２００２年３月 神戸大学大
学院自然科学研究科
助手

２００５年１月 独立行政法
人国立環境研究所 主
任研究員

２００９年４月 埼玉大学大
学院理工学研究科 准
教授

私たちヒトを含めた哺乳動物には、
雄と雌（男と女）という二つの性が

あり、生殖によって子孫を残します。生殖が成立する
には、生殖腺が十分にその機能を発揮する必要があり
ます。生殖腺の機能は脳によってコントロールされて
います。生殖腺には卵巣と精巣があり、それぞれ特有
な機能があります。従って、卵巣を持った女性（雌）と
精巣を持った男性（雄）の脳には違いがあります。脳の
性差は、発達期から生じて、成熟期において明確に顕
れます。発達途上の未成熟な個体の脳は、遺伝子型に
関係なく、どちらの性にも分化する潜在能力を持って
います。つまり、場合によっては、遺伝的に男性／雄
（XY）であっても女性（雌）型の脳を持つ可能性があり、
遺伝的に女性／雌（XX）の脳が男性（雄）化することも
あり得ます。脳の性を決める要因は、ホルモンの働き
にあります。発達期の精巣からは多量のアンドロゲン
（男性ホルモン）が分泌され、アンドロゲンに曝され
た脳は男性（雄）型に分化してゆくのです。卵巣を持つ
個体や精巣を持っていても発達期にアンドロゲンの働
きが阻害された個体では、脳は女性（雌）型に分化しま
す。ホルモンに依存して脳の男性（雄）化あるいは女性
（雌）化が起こる現象を“脳の性分化”といいます。
性分化した脳には男女（雌雄）間で構造が異なる部
位が存在しています。このような部位は性的二型核と
呼ばれます。私は、モデル動物（ラットやマウス）を
用いて、脳構造の性差が生じるメカニズムや性的二型

核の機能を明らかにするための研究を行っています。
例えば、ラットの SDN-POAという性的二型核では、
より多くの神経細胞が雄に存在します（図）。発達期の
SDN-POAでは、より多くの神経細胞が雌において死
滅することから、細胞死の性差が脳構造の性差形成に
関係していると考えられています。我々の研究グルー
プは、この細胞死の性差を引き起こす細胞内分子機構
を明らかにしました。さらに、ホルモンの働きが細胞
死に関連するシグナル分子の発現を調節して、細胞死
の性差が引き起こされることも明らかにしました。こ
れらの研究成果は、男女（雌雄）の脳の違い、性同一性、
異性愛、同性愛などの理解に役立つとともに、内分泌
かく乱作用等を有する環境化学物質の健康リスクを評
価する上で重要な基礎科学的知見を提示するものです。

１．機能性物質・材料の光
励起状態および不安定状
態の分子構造解析

２．携帯型ラマンイメージ
ング装置の生命・医薬を
含むさまざまな分野での
応用

学歴・略歴
坂本 章
（さかもと あきら）
１９８９年 東京大学理学部化
学科卒業

１９９１年 東京大学大学院理
学系研究科修士課程化学
専攻修了

１９９４年 東京大学大学院理
学系研究科博士課程化学
専攻修了 博士（理学）
取得

１９９４年 東京大学大学院理
学系研究科助手

１９９６年 埼玉大学理学部助
手

１９９９年 埼玉大学理学部講
師

２００２年 埼玉大学理学部助
教授

２００６年 埼玉大学大学院理
工学研究科助教授（改組）

２００７年 埼玉大学大学院理
工学研究科准教授（職名
変更）

現在に至る

分光学は、文字どおり光をその波
長で分ける学問であるが、もう少し

具体的に言うと、光と物質の相互作用によって生じる
光の強度やエネルギーの変化から原子や分子の構造を
調べる学問と定義できる。分子の世界は極微の世界で
あり、どんな顕微鏡を使っても動きまわる分子の姿を、
直接見ることは今のところ困難である。そこで、分子
が光に託して私たちに発信してくる「スペクトル＝光
の振動数（エネルギー）に対する光の強度分布」とい
う手紙を解読（解析）することで、私たちは間接的に
分子の姿をとらえることが可能となる。
暗闇でストロボをたいて写真を撮影すると、ストロ
ボが光った瞬間のスナップ写真が取れる。分子のスナ
ップ写真、すなわち時間分解スペクトルを測定して、
分子が時々刻々変化していく様子を観測するためには、
ナノ（１０－９）秒、ピコ（１０－１２）秒、フェムト（１０－１５）秒とい
った超高速のストロボが必要となる。私たちは、その
ような極短時間しか光らないレーザーを用いて、過渡
分子種（光を吸収して生成した非常に短い寿命の電子
励起状態分子など）の測定と解析を行っている。図１
に私たちが製作したピコ秒時間分解赤外・ラマン分光
システムを示す。時間分解赤外・ラマン分光法は、短
寿命過渡分子種の分子構造とダイナミクスに関する情
報を同時に得ることができるユニークな分光法である。
有機 EL材料や有機太陽電池などの機能性物質・材
料の機能の発現には、上述の光励起状態だけでなく、
電荷を持った状態（ラジカルイオンなど）も重要な役

割を果たす。一般に有機ラジカルイオンや２価イオン
は、大気中では非常に不安定である。そこで、私たち
は、酸素・水ともに０．１ppm（１０００万分の１）以下に
保たれたグローブボックス内でそのような不安定分子
種の分光測定を行い、スペクトルの帰属と分子構造の
解析を行っている。
また、私たちは、企業や博物館と共同で携帯可能な

ラマン分光イメージング装置を開発している。この装
置はさまざまな形状・形態のサンプルに適用可能であ
り、「ラマンスペクトル：分子の指紋」に基づく面で
のイメージングが容易にできる。これを用いて江戸時
代の浮世絵とその版木を測定し、当時使用されていた
色材を同定した。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

脳の性分化機構の解明

埼玉大学大学院理工学研究科 塚 原 伸 治 准教授

赤外・ラマン分光法による短寿命過渡分子種と
不安定分子種の測定と解析
大学院理工学研究科物質科学部門（理学部基礎化学科） 坂 本 章 准教授

成熟ラットの脳組織写真
矢印の部分は SDN-POAと呼ばれる性的二型核を
示す。雄ラットの SDN-POAは雌ラットの SDN-
POAよりも大きく、内在する神経細胞の数も多い。

図１ ピコ秒時間分解赤外・ラマン分光システム
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製造業では、CAD/CAMによる金型を主体とする量産化
技術やその周辺技術の開発がこれまで積極的に推し進めら
れてきました。これは、労働賃金でハンデのある日本でい
かに製造コストを下げかつ信頼性の高い製品を作り出して
行くかという方向性でした。しかし昨今の景気の低迷が続
きものが売れない状況の中では、これまで培ってきた様々
な製造技術を整理し、新たな発想で技術展開していく段階
に来ていると思われます。
ここでは、ものつくり大学に委託研究や技術協力で来ら

れたテーマの中で、担当した委託研究の一部を紹介します。
テーマは、打ち抜きやせん断面を有する板金製品のバリ取
りの装置化です。これは、従来から手作業で行われて来ま
したが、NC装置による製品の高能率化に伴いバリ取り量
が増加し、人力では取り切れないため早急な自動化が望ま
れる背景があります。バリ取りは必要不可欠な技術ですが、

これまで図面上では明確な定義が無いまま暗黙知として処
理されて来きました。近年では，より良い精度と品質を保
つためにバリ取り面の形状（シャープエッジ）を JIS 等の
定義にしたがい、積極的に図面上に明記していこうとする
動きもあります。開発が始まったのは３年前で、これまで
に様々な材質や形状の
製品のバリ取り実験を
実施し、バリ取りブラ
シの形状・材質や適正
な加工条件等を検討し
ながら装置化を行いま
した。今後は、材質や
形状に寄らないバリ取
りの自動化やR面の
創成が課題になります。

環境問題が大きな課題となっています。環境負荷が少なく、
循環型の自然素材である木材は、人間と都市の住環境形成に大
変に優れた素材です。我国は近世まで、建築とそれによって構
成される都市空間が、木造建築によって構成され維持されてき
ました。優れた自然循環型の木材利用システムを作り上げてい
ました。二酸化炭素の長期固定化の観点からも木造住宅・建築
の生産振興による効果は大きいものが期待できます。また、木
造住宅・建築の生産振興は、新規伐採、植樹による二酸化炭素
固定化の相乗効果があります。
木造住宅・建築関連産業と林業、木材産業とは相互の協力、
相補関係がこれまで必ずしも十分ではありませんでした。木造
住宅関連産業の需要集約、予約購入等により、木材供給側には、
複数年にわたる受注の安定がはかれ人材育成、供給にも展望が
はかれることになります。木材需要側にとっては、山上での葉
枯らしによる自然乾燥、大量発注による低価格化がはかれ、住
宅生産コストの低減と品質の安定化が目論まれます。

木造住宅・建築の生産振興と林業・木材産業の振興において
は、しかしながら、木材は有機自然素材であり、その育成生産、
切り出し、製材、流通などの供給側だけでなく、木造住宅・建
築の生産側のいずれにも、経験により得られる知識技能技術、
判断力が不可欠であり、その人材は短兵急には育ちません。
安定した豊富な業務を通して、林産資源の活用、人材育成す
ることが重要です。問題意識を共有する皆さんとの協議・研究
を期待しております。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

古くても新しいデバリングテクノロジー
製造技能工芸学科 市 川 茂 樹 教授

市川茂樹（いちかわ しげき）教授・博士（工学） 日本大学修士修了、東工大博士（工学）、拓殖大学工学部機械システム工
学科専任講師を経て、２００１年より【ものつくり大学】助教授、２００４年教授、現在に至る。専門分野：塑性加工、精密加工、信頼
性工学（連絡先：０４８‐５６４‐３８２７）

木造住宅・建築の生産振興と人材育成
建設技能工芸学科 深 井 和 宏 教授

深井和宏（ふかい かずひろ）教授 １級建築士 京都大学工学部建築学科卒業、同大学院博士課程修了、職業能力開発短期大学校助教
授、ものつくり大学助教授を経て、２００５年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：建築生産、建築経済、建築設計監理、日本型設
計施工職能、木造建築の設計生産システム、木造建築生産技術の体系化、木造建築技術者の育成システム、など（連絡先：０４８－５６４－３８５８）

バリ取り機

木造住宅の実技実習による技術修得木材による架構
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平
成
２２
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

県
内
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用

環
境
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
完
全
失
業
率

が
高
い
水
準
に
あ
り
、
一
向
に
改
善
の
緒
が
見

え
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
は
、

当
面
の
経
済
対
策

と
し
て
、
中
小
企

業
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
る
県

制
度
融
資
を
充
実

し
ま
す
。
ま
た
、

経
済
危
機
後
を
見

据
え
た
未
来
へ
の

投
資
と
し
て
、
新

た
に
次
世
代
産
業

に
進
出
す
る
中
小

企
業
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
る

人
材
の
育
成
を
強

力
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ

ー
埼
玉
戦
略
�
」

と
し
て
新
た
な
企
業
誘
致
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
成
長
著
し

い
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

支
援
し
ま
す
。

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
基
金
及
び
緊
急

雇
用
創
出
基
金
を
活
用
し
た
雇

用
創
出
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

若
者
に
対
す
る
就
業
支
援
や
資

格
取
得
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ス

ト
ラ
等
で
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
高
年
の

再
就
職
活
動
の
支
援
な
ど
、
求
職
者
と
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
職
業
訓
練
な
ど
を
拡
大
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
新
規
事
業
及
び

重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
２２
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

１

産
業
競
争
力
の
強
化

�
次
世
代
産
業
参
入
支
援
事
業（

七
三
、七
五
八
）

次
世
代
産
業
分
野
進
出
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ

ー
ス
と
な
る
よ
う
な
、
県
内
中
小
企
業
の
新
技

術
・
新
製
品
の
開
発
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
。

�
工
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
事
業

（
三
、四
六
三
）

大
企
業
や
異
業
種
、
大
学
・
研
究
機
関
等
の

優
れ
た
人
材
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な

が
ら
、
新
技
術
、
新
製
品
、
新
分
野
に
立
ち
向

か
う
右
腕
人
材
を
育
成
す
る
。

２

中
小
企
業
の
事
業
革
新
と
経
営
安
定
の
た

め
の
支
援

�
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
応
援
事
業

（
五
、九
四
〇
）

人
気
が
高
く
新
規
需
要
が
見
込
ま
れ
る
テ
ー

マ
の
展
示
会
に
、
高
い
技
術
力
や
優
れ
た
自
社

製
品
を
有
す
る
県
内
中
小
企
業
を
「
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
と
し
て
組
織
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
商
談
を
行
い
、
新
た
な
取
引
・
受

注
先
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
。

�
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
（
二
四
、六
二
九
）

今
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
中
国
に
お
い
て
、

県
内
中
小
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
展
開
す
る

際
の
支
援
拠
点
を
上
海
市
に
整
備
す
る
（
平
成

２２
年
１１
月
開
設
予
定
）。

�
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
二
、九
〇
九
、八
四
二
）

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
行
う
経
営
指
導
、

専
門
家
派
遣
や
特
産
品
の
開
発
・
新
た
な
販
路

の
開
拓
な
ど
へ
の
助
成
を
通
じ
て
小
規
模
事
業

者
の
活
性
化
を
図
る
。

�
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
五
、五
二
八
、八
九
九
）

中
小
企
業
の
厳
し
い
経
済
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
等
を
図
る
。

ま
た
、
引
き
続
き
４
、
５
０
０
億
円
の
融
資
枠

を
確
保
し
中
小
企
業
の
資
金
需
要
に
万
全
を
期

す
。

３

商
店
街
の
活
性
化

�
に
ぎ
わ
い
商
店
街
づ
く
り
支
援
事
業

（
一
二
、九
〇
〇
）

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
商
店
街
を
創
出
し
、
そ

の
取
組
を
全
県
的
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
商
店

街
等
が
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目

指
し
た
事
業
に
助
成
す
る
な
ど
地
域
と
連
携
し

て
支
援
す
る
。

�
商
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施
事
業

（
二
、九
七
五
）

高
度
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
商
業
大
学
院

や
、
即
戦
力
人
材
と
な
る
後
継
者
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
商
業
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
実
践
塾
を
実
施
す
る
。

４

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
新
し
い
埼
玉
観
光
の
創
造
事
業

（
一
七
、一
〇
〇
）

ア
ニ
メ
や
グ
ル
メ
、
産
業
観
光
、
地
域
資
源

な
ど
多
彩
な
観
光
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
埼

玉
の
観
光
創
造
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
埼

玉
「
超
（
ち
ょ
〜
）」
観
光
立
県
宣
言
の
推
進

を
図
る
。

５

企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

�
企
業
立
地
推
進
事
業

（
四
〇
、九
三
三
）

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
つ

つ
、
誘
致
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
重
点
化
、
市
町
村
と

の
連
携
強
化
な
ど
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
た
、

企
業
立
地
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
「
チ
ャ
ン
ス
メ
ー

カ
ー
埼
玉
戦
略
�
」
に
取
り
組
む
。

�
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
一
、四
七
四
、一
六
四
）

東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮

称
）
を
春
日
部
市
に
整
備
す
る
。
省
Ｃ
Ｏ
２

の

最
先
端
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設

を
先
導
し
、
緑
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
を
目
指

す
。

６

産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力
開
発
と
就
業

支
援

�
若
年
者
就
業
支
援
地
域
巡
回
相
談
事
業
費

（
二
二
、六
七
四
）

県
内
５
市
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
な
ど
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。

�
フ
リ
ー
タ
ー
等
就
業
体
験
事
業
費

（
一
一
、六
八
九
）

社
会
人
基
礎
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
や
就
業
体
験

を
通
じ
、
正
社
員
の
経
験
が
少
な
い
フ
リ
ー
タ

ー
等
を
資
格
取
得
や
職
業
訓
練
な
ど
に
誘
導
す

る
。

�
就
職
未
内
定
学
生
支
援
事
業
費（

六
、六
三
八
）

就
活
講
演
会
、
５
日
間
集
中
セ
ミ
ナ
ー
、
合

同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
、
卒
業
が
迫
る
未
内

定
学
生
の
就
職
を
支
援
す
る
。

�
若
者
の
未
来
人
材
育
成
事
業

（
三
四
、四
五
二
）

中
小
企
業
の
若
手
人
材
を
対
象
に
、
実
践
的

な
設
計
技
術
や
加
工
技
術
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
工
科
系
大
学
に
お
い
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

研
修
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
大
学
の
研
究
者
等

が
企
業
の
現
場
に
出
向
き
、若
手
人
材
を
指
導
・

育
成
し
な
が
ら
技
術
支
援
を
実
施
す
る
。

７

ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
け
る
環

境
づ
く
り

�
企
業
の
子
育
て
応
援
推
進
事
業（

五
、七
一
七
）

「
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞
」
の
表
彰
、
子

育
て
応
援
宣
言
企
業
の
登
録
、「
一
般
事
業
主

行
動
計
画
」
策
定
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
り
企
業

の
自
主
的
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組

を
促
進
す
る
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

�

平
成
２２
年
度

産
業
労
働
部
組
織

改
正
の
概
要

１

埼
玉
県
雇
用
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
施
策
の
推

進
体
制
の
強
化

「
埼
玉
県
雇
用
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
に
係
る

平
成
２３
年
度
以
降
の
施
策
や
若
年
者
等
の
就
業

支
援
策
強
化
に
向
け
た
施
策
の
企
画
・
立
案
の

た
め
、
産
業
労
働
政
策
課
に
産
業
・
雇
用
企
画

調
査
担
当
を
設
置
し
ま
し
た
。

２

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
新
設

経
営
革
新
に
意
欲
の
あ
る
企
業
に
対
し
て
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
産
業

の
活
力
強
化
と
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、
産
業

支
援
課
に
職
員
を
配
置
し
、
中
小
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
体
制
を
充
実
し
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
７
）

彩
の
国
か
ら
第第５５３３回回

県
政
情
報

産業労働部一般会計予算

伸び率

４０．０％

―

平成２１年度

２１，２２７，８９７千円

１．３％

平成２２年度

２９，７２０，０８７千円

１．８％

予 算 総 額

一般会計構成比※

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算の割合

―１４―



五

労
働
契
約
法
上
の

労
働
者
の
義
務
を

め
ぐ
る
問
題

�
労
働
者
の
主
た
る
義
務
と
付
随
義
務

労
働
者
が
労
働
契
約
を
結
ん
で
職
場

に
入
り
労
働
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
多

様
な
関
係
が
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間

で
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
制
定

さ
れ
た
労
働
契
約
法
は
、
そ
の
よ
う
な

関
係
を
労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
の
権

利
義
務
の
関
係
で
と
ら
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
の
権
利
義
務
は
、主
た
る
義
務
は「
労

務
提
供
と
賃
金
の
支
払
い
」
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
伴
っ
て
労
使

当
事
者
間
に
は
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
「
権
利
と
義
務
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

通
常
主
た
る
義
務
に
伴
っ
て
発
生
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、「
付
随
義
務
」
と

い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
も
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
労
働
者
に
は
、
使
用
者
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
企
業
組
織
の
一
員
と
し
て

働
く
こ
と
に
伴
っ
て
、
企
業
の
円
滑
な

運
営
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
協
力

す
る
義
務
が
あ
り
、
使
用
者
は
、
労
働

者
の
人
格
的
能
力
の
発
露
を
意
味
す
る

労
働
力
の
利
用
に
あ
た
っ
て
、
労
働
者

の
人
格
保
護
の
義
務
を
負
う
と
の
考
え

方
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。」、「
そ

し
て
今
日
で
は
、『
労
働
』
と
『
賃
金
』

に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
と

義
務
の
多
く
は
労
働
契
約
に
付
随
す
る

義
務
で
あ
り
、
私
法
一
般
を
支
配
す
る

信
義
誠
実
の
原
則
（
民
法
一
条
二
項
）

が
労
使
関
係
の
特
殊
性
に
合
わ
せ
て
具

体
化
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。」、「
労
働
者
の
付
随
義
務
の
主
た

る
も
の
は
、
企
業
組
織
の
一
員
と
し
て

働
く
こ
と
に
伴
っ
て
、
企
業
の
目
的
や

円
滑
な
運
営
を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
の
要
請
か
ら
く
る
も
の
で
、
通
常
、

�
職
場
な
い
し
企
業
秩
序
の
遵
守
、
�

職
務
上
知
り
得
た
企
業
秘
密
の
保
持
、

�
場
合
に
よ
っ
て
は
、
兼
業
禁
止
、
さ

ら
に
は
退
職
後
を
含
む
競
業
避
止
、
�

こ
と
さ
ら
企
業
の
社
会
的
信
用
や
名
誉

を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
っ
た

も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。」（
角
田
邦

重
他
「
現
代
雇
用
法
」
一
〇
一
頁
）
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
上
の
義
務

に
つ
い
て
は
主
た
る
義
務
と
付
随
義
務

に
分
け
て
考
慮
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、

こ
れ
を
区
分
す
れ
ば
第
１
図
の
と
お
り

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
通
常
の
売
買
契
約
の
よ

う
に
一
回
限
り
の
取
引
で
あ
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
多
様
な
権
利
義
務
は
発
生
し

な
い
の
で
あ
る
が
、
労
働
契
約
の
よ
う

に
長
期
の
継
続
的
な
契
約
関
係
で
あ
り
、

人
格
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
人
の
行
為

（
労
働
力
）
を
組
織
し
て
企
業
活
動
と

い
う
共
同
関
係
上
の
組
織
体
と
し
て
形

成
し
て
い
る
の
が
労
働
契
約
関
係
で
あ

る
。
そ
こ
で
、「
主
た
る
義
務
」
に
し

て
も
「
付
随
的
義
務
」
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
労
働
契
約
関
係
の
特
殊
性
か

ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
種
の
義
務
に
つ
い
て
、

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
と
し
て

は
、
労
働
力
の
組
織
管
理
者
で
あ
り
、

提
供
さ
れ
た
労
働
力
の
受
領
者
と
し
て

の
労
務
指
揮
権
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

前
記
の
よ
う
な
労
働
契
約
関
係
の
特
徴

か
ら
労
働
者
に
対
す
る
各
種
の
配
慮
義

務
と
い
っ
た
人
的
共
（
協
）
同
体
の
形

成
に
伴
う
権
利
義
務
関
係
も
生
ず
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
権
利

義
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
白
に
し
て

き
ち
ん
と
定
め
て
お
か
な
い
と
労
使
と

も
に
不
分
明
と
な
っ
て
、
適
正
な
関
係

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
三
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
７
）

弁
護
士

安

西

�

第１図 主たる義務と付随義務

労働提供上の義務
（完全な労務提供義務、職務専念義務）

労務指揮権上の義務
（業務命令、服務、教育訓練、出張、労働時間、休日・休暇
等の管理に伴う義務）

労務配置上の義務
（従事業務、配置転換、転勤、出向等の人事に伴う義務）

安全作業上の義務
（安全・衛生の遵守、作業環境保持、施設管理の維持等）

〈主たる義務〉

企業

〈付随義務〉

企業

組織労働上の義務
（企業秩序、規律維持、協調・共同労働、能率作業等の義務）
職場管理上の義務
（セクハラ・パワハラ・いじめの防止、感染予防、人間関係
上の配慮義務）

信義則上の義務
（守秘義務、競業避止義務、兼業禁止義務、業務促進義務、名誉・信
用保持義務、内部通報義務、自己啓発義務、CSR活動等の義務）

労務の提供

賃金の支払

各種の配慮

誠実・忠実義務

労働者

労働者

�

連載
�

―１５―



が
維
持
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
使
用
者
は
、「
労
務
の
指
揮
そ

れ
自
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
の
遂
行

全
般
に
つ
い
て
労
働
者
に
対
し
必
要
な

指
示
・
命
令
を
発
す
る
。
こ
の
業
務
命

令
は
、
就
業
規
則
の
合
理
的
な
規
定
に

基
づ
く
相
当
な
命
令
で
あ
る
か
ぎ
り
、

就
業
規
則
の
労
働
契
約
規
律
効
（
労
契

法
七
条
）
に
よ
っ
て
労
働
者
は
そ
の
命

令
に
従
う
義
務
を
有
す
る
」（
菅
野
和

夫
「
労
働
法
第
八
版
」
七
一
頁
）
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
現
在
の
労
働
契
約
法

体
制
の
下
に
お
い
て
は
、
労
使
双
方
の

契
約
関
係
と
し
て
こ
れ
を
就
業
規
則
化

し
て
明
白
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

�
労
働
提
供
義
務
と
は

労
働
契
約
上
の
主
た
る
義
務
と
し
て

は
、
前
述
の
と
お
り
、「
労
働
者
が
使

用
者
に
使
用
さ
れ
て
労
働
し
、
使
用
者

が
賃
金
を
支
払
う
。」（
労
契
法
第
六

条
）
こ
と
を
要
素
と
す
る
契
約
で
あ
る

か
ら
、
労
働
者
側
で
は
労
働
義
務
、
使

用
者
側
で
は
賃
金
支
払
い
義
務
を
負
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
有
償
双
務
契
約

と
い
わ
れ
る
労
働
契
約
の
基
本
的
関
係

で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

こ
の
基
本
的
な
労
働
者
の
義
務
で
あ
る

労
働
提
供
義
務
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
通
説
的
見
解
と

し
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
労
働
契
約
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
継
続
的
債
権
関
係
（
契
約

関
係
）
の
典
型
で
あ
り
、
特
に
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
場
合
は
き
わ

め
て
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
。
そ

こ
で
、
労
働
契
約
に
お
け
る
労
務
給
付

の
内
容
は
多
様
と
な
り
、
労
働
義
務
の

内
容
は
抽
象
的
・
一
般
的
内
容
に
と
ど

ま
る
の
が
常
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を

詳
細
に
特
定
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
あ
る
日
に
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
予
め
労
働
契
約
・
労
働
協
約
・

就
業
規
則
で
決
め
て
お
く
こ
と
は
で
き

な
い
）。
こ
の
意
味
で
、
労
働
義
務
は

不
特
定
債
務
の
一
種
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
労
働
義
務
は
、
労
務
と
い

う
無
形
の
も
の
（
人
間
の
精
神
的
・
肉

体
的
能
力
）
を
提
供
す
る
債
務
（
い
わ

ゆ
る
『
な
す
債
務
』
で
あ
る
た
め
、
給

付
の
目
的
物
を
予
め
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
こ
の
点
が
物
の
引
渡
義
務
の

よ
う
な
『
与
え
る
債
務
』
と
の
違
い
で

あ
る
）、
こ
と
か
ら
も
不
特
定
債
務
と

し
て
の
性
格
を
取
得
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
契
約
に
お
い
て

は
、
債
務
（
給
付
）
内
容
が
特
定
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
現
実
に
履
行

す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て

は
契
約
が
有
効
に
成
立
し
な
い
こ
と
に

な
る
（
給
付
の
確
定
性
は
、
契
約
の
成

立
要
件
の
一
つ
で
あ
る
）。
そ
こ
で
、

不
特
定
債
務
た
る
労
働
義
務
の
内
容
を

特
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
事
後
的
に
特

定
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
と
な
る
。
そ
の
特
定
手
段
は
、
労

働
契
約
上
の
合
意
や
労
働
契
約
・
就
業

規
則
に
求
め
ら
れ
る
が
、
前
記
の
よ
う

に
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
給
付
内
容
を

最
終
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

給
付
内
容
を
特
定
す
る
手
段
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
が
労
務
指
揮
権
で
あ
り
、

そ
れ
は
右
の
合
意
や
規
範
の
枠
内
で
、

労
働
義
務
内
容
を
具
体
的
に
特
定
す
る

機
能
を
営
む
。
す
な
わ
ち
使
用
者
は
、

右
の
枠
内
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
裁
量
に

基
づ
い
て
労
働
の
種
類
・
態
様
・
方
法
・

時
間
・
場
所
を
自
由
に
決
定
・
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
労
働
義
務
の
具

体
化
機
能
（
裁
量
権
と
し
て
の
機
能
）

は
労
務
指
揮
権
の
最
も
主
要
な
機
能
を

意
味
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
労
務
指
揮

権
は
労
働
契
約
の
不
可
欠
の
要
素
を
成

す
権
利
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

労
働
義
務
（
労
働
契
約
）
は
、
右
の
よ

う
に
最
終
的
に
は
労
務
指
揮
権
の
行
使

を
待
っ
て
特
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、

他
人
決
定
労
働
（
契
約
）
と
い
う
性
格

を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。」（
土
田
道
夫

「
労
務
指
揮
権
の
現
代
的
展
開
」
二
七

二
頁
〜
二
七
三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
を
図
示
す
る
と
第
２
図
の
よ
う

に
な
る
。

�
労
務
指
揮
権
の
根
拠
は

労
働
契
約
上
、
民
事
上
の
債
務
と
し

て
の
労
働
の
提
供
の
特
徴
と
し
て
は
、

前
述
の
よ
う
な
使
用
者
の
労
務
指
揮
権

の
行
使
が
な
い
と
そ
の
契
約
に
基
づ
く

給
付
義
務
（
債
務
）
で
あ
る
労
働
の
提

供
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
本

来
対
等
な
契
約
関
係
に
立
つ
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
一
方
的
な
労
務
給
付
の
指

揮
権
に
従
う
と
い
う
の
は
お
か
し
い
で

は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
得
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、「
労
働
契
約
は
、
労
働

者
及
び
使
用
者
が
対
等
の
立
場
に
お
け

る
合
意
に
基
づ
い
て
締
結
し
、
又
は
変

更
す
べ
き
も
の
と
す
る
。」（
第
三
条
）

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
労
働
者
が
給
付
す
べ
き
労
働
義

務
に
つ
い
て
も
対
等
の
立
場
に
お
い
て

合
意
に
よ
り
決
定
す
べ
き
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
契
約
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
労
働
の
提
供
と
い
う

給
付
債
務
の
確
定
は
使
用
者
の
指
揮
命

令
に
従
っ
て
労
働
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
契
約
な
の
で
あ
り
、
そ
の

給
付
自
体
が
包
括
的
・
抽
象
的
な
内
容

の
給
付
義
務
を
提
供
す
る
と
い
う
合
意

第２図 労働者の労働給付義務の特徴

使用者
労働の提供

債務の 履行内容

使用者の指揮命令に基づき働くこと
（労務指揮権に委ねる）

労働契約に基づく給付内容は使用者の
決定による（不特定債務）

労働の種類、態様、場所、時間、方法、
内容等の指定による給付の特定

上記に基づく労働の提供が債務の本旨
に従った履行（民法４１５条）となる

労働者
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な
の
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
不
特
定

債
務
と
し
て
使
用
者
の
具
体
的
労
務
指

揮
に
応
じ
て
給
付
す
べ
き
こ
と
が
、
契

約
目
的
と
し
て
の
労
働
の
対
象
と
な
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
こ
で
、
判
例
上
も
「
企
業
は
、
そ

の
存
立
を
維
持
し
目
的
た
る
事
業
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
そ
れ
を
構
成

す
る
人
的
要
素
及
び
そ
の
所
有
し
管
理

す
る
物
的
施
設
の
両
者
を
総
合
し
合
理

的
、
合
目
的
に
配
備
組
織
し
て
企
業
秩

序
を
定
立
し
、
こ
の
企
業
秩
序
の
も
と

に
そ
の
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、

企
業
は
そ
の
構
成
員
に
対
し
て
こ
れ
に

服
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」（
昭
和
五
四
・
一
〇
・
三
〇
最
高

裁
三
小
判
決
、
国
労
札
幌
支
部
事
件
、

労
判
三
二
九
号
一
二
頁
）
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
労
働

者
の
義
務
で
あ
る
労
働
の
提
供
義
務
の

性
質
自
体
か
ら
、
使
用
者
は
労
働
者
の

労
働
を
適
宜
利
用
・
配
置
す
る
権
限
を

労
務
指
揮
権
と
し
て
取
得
し
、
労
働
契

約
の
範
囲
内
で
労
務
給
付
の
内
容
（
労

働
の
種
類
・
場
所
・
時
間
・
方
法
・
態

様
）
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。

そ
の
労
務
給
付
の
指
定
と
い
う
債
権

者
と
し
て
の
法
的
行
為
が
、
業
務
命
令

と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
業
務
命
令
と
い
う
「
使
用
者
が
業

務
遂
行
の
た
め
に
指
示
、
命
令
す
る
こ

と
が
で
き
る
根
拠
は
、
労
働
者
が
そ
の

労
働
力
の
処
分
を
使
用
者
に
委
ね
る
こ

と
を
約
す
る
労
働
契
約
に
あ
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。」（
昭
六
一
・
三
・
一
三

最
高
裁
一
小
判
決
、
帯
広
電
報
電
話
局

事
件
、
労
判
四
七
〇
号
六
頁
）
と
最
高

裁
判
決
で
も
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

�
労
使
対
等
決
定
上
の
義
務
は

労
働
契
約
上
の
労
働
者
の
給
付
す
べ

き
債
務
で
あ
る
労
働
の
提
供
と
は
前
記

の
よ
う
な
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
労
働
者
が
労
働
契
約
に
あ

た
っ
て
使
用
者
と
対
等
決
定
す
べ
き
そ

の
義
務
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
問

題
と
な
る
。
労
使
対
等
の
立
場
に
立
っ

て
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
、
労
働
者
一

人
一
人
の
労
働
の
提
供
が
一
人
親
方
と

の
契
約
の
よ
う
に
、
個
別
的
な
内
容
で

あ
れ
ば
労
務
提
供
目
的
の
具
体
的
内
容

と
し
て
労
使
対
等
決
定
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
の
給
付
と
い
う

の
は
企
業
経
営
上
の
要
請
に
従
っ
て
、

集
団
的
・
共
同
的
な
労
働
な
の
で
あ
り
、

一
人
親
方
の
よ
う
な
個
別
的
・
具
体
的

な
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
労
働
者

と
し
て
企
業
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

組
織
労
働
で
あ
る
限
り
、
使
用
者
に
決

定
を
委
ね
る
包
括
的
な
も
の
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
企
業
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
共
同
体
の
中
に
お
い

て
、
組
織
上
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
労
働

の
提
供
で
な
け
れ
ば
無
価
値
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
１
図
に
記
載
し
た
よ
う

な
各
種
義
務
が
併
立
的
な
も
の
で
は
な

く
、
使
用
者
の
労
務
指
揮
に
伴
う
義
務

と
し
て
一
体
化
さ
れ
統
括
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
労
務
指
揮
に
伴
う
義

務
に
関
し
て
は
、
提
供
さ
れ
る
組
織
的

労
働
へ
の
編
入
者
で
あ
る
使
用
者
の
指

揮
命
令
権
と
し
て
構
成
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
こ
れ
は
広
い
意
味
の
経
営
権
に

基
づ
く
労
働
の
組
織
編
入
権
の
行
使
で

あ
る
か
ら
、
民
事
上
の
権
利
の
行
使
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
認
め
ら
れ

て
い
る
権
利
行
使
の
目
的
の
範
囲
内
の

も
の
で
あ
る
限
り
、
適
正
な
権
利
の
行

使
と
し
て
法
律
上
の
保
護
を
受
け
る
の

で
あ
る
。
逆
に
そ
の
範
囲
を
逸
脱
す
る

と
権
利
の
濫
用
と
し
て
違
法
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
契
約
法
第
三
条
五

項
は
権
利
濫
用
禁
止
と
し
て
「
労
働
者

及
び
使
用
者
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
く

権
利
の
行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
を

濫
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。」
と
包
括
的
な
形
で
こ
の
こ
と
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
労

働
契
約
は
労
務
指
揮
権
を
不
可
欠
の
要

素
と
す
る
他
人
決
定
的
契
約
で
あ
る
」

と
い
う
命
題
と
、「
労
働
契
約
も
ま
た

契
約
で
あ
る（
労
働
条
件
の
対
等
決
定
・

合
意
決
定
）」
と
い
う
命
題
が
出
現
し
、

「
労
働
契
約
に
お
け
る
一
方
的
決
定
と

合
意
決
定
の
相
克
」（
土
田
道
夫
前
掲

書
、
ま
え
が
き
）
が
存
在
す
る
と
い
う

矛
盾
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

労
基
法
第
四
一
条
二
号
の
労
働
時
間
・
休

日
等
の
適
用
除
外
の
「
管
理
監
督
者
」
を
め

ぐ
っ
て
最
近
係
争
事
案
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
法
上
の
要
件
は
、
�
労
務
管
理
に
関
し
、

経
営
者
と
一
体
的
立
場
に
あ
る
こ
と
、
す
わ

な
ち
、
経
営
管
理
や
労
務
管
理
上
の
権
限
と

責
任
と
を
有
し
、
�
そ
れ
ゆ
え
自
己
の
勤
務

に
裁
量
性
が
あ
り
、
出
社
退
社
に
つ
い
て
厳

格
な
制
限
を
受
け
な
い
こ
と
、
�
そ
の
地
位

に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
（
賃
金
・
賞
与
等
）
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
項
目
の
充
足
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
近
は
、
一
定
の
権

限
と
責
任
は
有
し
て
い
て

も
右
の
三
要
件
す
べ
て
を

充
足
す
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
し
て
裁
判
上
否
定

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
労

基
法
第
四
一
条
の
管
理
監

督
者
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ

ま
で
支
払
わ
れ
て
き
た
役
職
手
当
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
時
間
外
や
休
日
労
働
の
割
増
賃
金
と

し
て
充
当
で
き
る
か
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
判
例
上
は
、「
地
位

の
昇
進
に
伴
う
役
職
手
当
の
増
額
は
、
通
常

は
職
責
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
時

間
外
勤
務
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
趣
旨
を
含

む
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
仮

に
、
被
告
と
し
て
は
、
右
役
職
手
当
に
時
間

外
勤
務
手
当
を
含
め
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
う
ち
の
時
間
外
勤
務
手
当
相
当

部
分
ま
た
は
割
増
賃
金
相
当
部
分
を
区
別
す

る
基
準
は
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
割
増
賃
金
の
支
給
方
法
は
、
法

所
定
の
額
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
判

定
を
不
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。」（
平
一
一
・
六
・
二
五
大

阪
地
裁
判
決
）
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
、
管
理
監
督
者
と
し
て
、
時
間
外
・

休
日
労
働
等
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
、
万
一
否
定
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
を

考
え
て
「
役
職
手
当
中
○
○
万
円
は
、
時
間

外
・
休
日
労
働
の
割
増
賃
金
相
当
額
で
あ

る
。」
と
か
、「
○
○
時
間
分
の
残
業
手
当
を

含
む
。」
と
い
っ
た
規
定
を
定
め
よ
と
い
う

の
は
、
無
理
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
い
っ
た
ん
前
記
の
よ
う
に
否

定
さ
れ
た
と
き
は
役
職
手
当
の
該
当
部
分
は
、

少
な
く
と
も
割
増
賃
金
に
代
わ
る
も
の
で
あ

る
と
主
張
で
き
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
そ
の

部
分
も
基
礎
賃
金
に
含
め
て
残
業
手
当
を
支

払
う
と
い
う
「
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
」
を
食
う
。

そ
の
よ
う
な
結
果
を
避
け
る
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
規
定
に
お
い
て
、「
役
職
手
当

の
支
給
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
時
間

外
・
休
日
労
働
の
割
増
賃
金
は
支
給
し
な
い
。

た
だ
し
、
深
夜
業
の
割
増
賃
金
は
こ
れ
に
含

む
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
て
お
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。
判
例
上
も
、「
本
件
で
は
、
�
被

告
の
給
与
規
則
上
、
課
長
以
上
の
役
職
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
に
は
超
過
勤
務
手

当
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
�
原
告
は
、
被
告
在
職
中
、
給
与
規

則
に
基
づ
き
、
超
過
勤
務
手
当
は
支
給
さ
れ

な
い
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
、
�
原
告
の
担

当
職
務
自
体
は
、
必
ず
し
も
高
度
な
経
営
判

断
を
要
す
る
も
の
で
な
く
、
日
々
の
定
型
作

業
が
中
心
で
、
基
本
的
に
原
告
一
人
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
程
度
の
範
囲
の
限

定
さ
れ
た
も
の
で
、
原
告
に
支
給
さ
れ
て
い

た
役
職
手
当
は
、
職
責
に
対
す
る
対
価
で
な

く
、
残
業
等
に
対
す
る
対
価
と
し
て
支
払
わ

れ
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
平

一
六
・
六
・
二
五
東
京
地
裁
判
決
）
と
さ
れ

て
い
る
。

管
理
監
督
者
と

割
増
賃
金
問
題

弁
護
士

安
西

�
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会
報
三
五
〇
号（
０９
年
４
・
５
月
号
）

に
ご
紹
介
し
た
以
後
（
１０
年
３
月
３１
日

現
在
）
の
埼
玉
県
労
働
委
員
会
に
提
訴
、

解
決
・
係
属
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事

件
と
調
整
事
件
の
各
一
覧
及
び
関
連
の

統
計
表
を
ご
参
考
に
掲
載
す
る
。

不
当
労
働
行
為
事
件
で
は
、
昨
年
度

か
ら
の
係
属
は
一
件
で
、
そ
の
後
の
申

立
は
四
件
（
昨
年
は
七
件
）
と
な
っ
て

い
て
計
五
件
。
解
決
が
二
件
（
そ
の
う

ち
棄
却
一
件
、
取
下
げ
一
件
）
で
あ
り
、

三
件
が
次
年
度
繰
越
と
な
っ
た
。

調
整
事
件
は
三
六
件
（
昨
年
は
二
〇

件
）
と
な
り
、
次
年
度
へ
の
繰
越
は
九

件
。
経
済
的
事
項
が
一
二
件
と
昨
年
よ

り
七
件
増
加
し
、
非
経
済
的
事
項
も
増

加
し
た
（
重
複
あ
り
）。

な
お
、
本
欄
は
三
月
末
現
在
で
、
そ

の
後
の
申
し
立
て
や
解
決
事
案
も
あ
り

う
る
の
で
付
記
し
て
お
く
。

最
近
に
お
け
る

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

平
成
２１
年
度
不
当
労
働
行
為
事
件
の
概
要
（
■
は
終
結
し
た
事
件
）

審
査
実
施
回
数（
２１
年
度
）

計５�３�４�５
※�１�１８

和
解―――――０

審
問４�――――４

調
査１�３�４�５
※�１�１４

審
査
現
況

〔
終
結
状
況
〕

（
経
過
日
数
）

２１
．１２
．１０

命
令
交
付

棄
却

（
４３０
日
）

取
下
げ
（
９

／８
）

（
１２１
日
）

調
査
中

（
２８７
日
）

調
査
中

（
２８０
日
）

調
査
中

（
２８０
日
）

年
度

計

第
１
回
調
査
期
日

（
第
１
回
調
査
期

日
ま
で
の
日
数
）

２０
．１１
．１１

（
３６
日
）

２１
．
６
．
８

（
２９
日
）

２１
．
８
．１９

（
６３
日
）

２１
．
７
．３１

（
３７
日
）

２１
．
７
．３１

（
３７
日
）

（
注
）
審
査
実
施
回
数
の
上
段
は
平
成
２１
年
度
、
下
段
（

）
内
は
、
現
時
点
に
お
け
る
通
算
実
施
回
数
で
あ
る
。

※
２１

―４
．５
第
１
回
調
査
期
日
に
お
い
て
、
両
事
件
に
係
る
審
査
併
合
を
決
定
。

企
業
規
模２５０人

５０人

４０人

１０，９２１人

１０，９２１人

業
種

医
療
、
福
祉
業

［
医
療
業
］

製
造
業

［
金
型
製
造
販
売
業
］

倉
庫
業

製
造
業

［
自
動
車
部
品
製
造
業
］

製
造
業

［
自
動
車
部
品
製
造
業
］

被
申
立
人

医
療
法
人
A

B
株
式
会
社

株
式
会
社
C

株
式
会
社
D

株
式
会
社
D

加
盟
上

部
団
体

無
所
属

無
所
属

連
合

無
所
属

無
所
属

申
立
人
別組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

申
立
人

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

日
本
食
品
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会

C
労
働
組
合

一
般
合
同
労
組
さ
い
た
ま
ユ
ニ
オ
ン

一
般
合
同
労
組
さ
い
た
ま
ユ
ニ
オ
ン

該
当号３

１
．２
．３

１
．３２１

主
な
請
求
す
る

内
容

支
配
介
入
禁
止

損
害
金
支
払

文
書
掲
示

支
配
介
入
禁
止

誠
実
団
交

不
利
益
取
扱
禁
止

解
雇
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

文
書
手
交
・
掲
示

団
交
応
諾

原
職
復
帰

申
立

年
月
日

２０
．１０
．
７

２１
．
５
．１１

２１
．
６
．１８

２１
．
６
．２５

２１
．
６
．２５

事
件
名

ABCD
※

D
※

事
件
番
号

２０
―６

２１
―２

２１
―３

２１
―４

２１
―５

�１２３４５

平
成
２１
年
度
調
整
事
件
の
概
要

終
結
区
分

解
決

合
意
書
締
結

解
決

合
意
書
締
結

解
決

合
意
書
締
結

解
決

自
主
解
決

解
決

合
意
書
締
結

（
係
属
中
）

調
整
回
数

４
回

５
回

２
回

１
回

４
回

所
要
日
数

１０９
日

１８８
日

５０
日

１４１
日

２６４
日

終
結

年
月
日

２１
．
４
．１３

２１
．
７
．
１

２１
．
４
．１３

２１
．
７
．１４

２１
．１１
．１６

調
整
事
項

１
解
雇
・
雇
止
め
（
退
職
強
要
）

１
団
交
促
進

２
労
働
時
間
（
２
交
代
勤
務
）

３
労
働
協
約

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
め
（
退
職
強
要
）

１
団
交
促
進

１
誠
実
団
交

２
給
与
削
減
計
画
撤
回

３
労
使
協
議
ル
ー
ル
確
立

１
団
交
促
進
（
本
社
で
の
団
交
開
催
）

２
組
合
活
動
（
事
務
所
、
掲
示
板
の
貸
与
）

申
請

年
月
日

２０
．１２
．２６

２０
．１２
．２６

２１
．
２
．１７

２１
．
２
．２４

２１
．
２
．２６

２１
．
３
．１８

加
盟

上
部
団
体

無
所
属

全
労
連

無
所
属

全
労
連

全
労
連

連
合

申
請
者

区
分労労労労労労

従
業
員
数

７０

９５０６３０

６３４

５６０

社
内

組
合
員
数４１３１５

組
合
員
数

３５０

２０２

３５０３０５２３

業
種

老
人
福
祉
介
護
事
業

病
院

労
働
者
派
遣
業

タ
ク
シ
ー
業

地
方
公
務

自
動
車
部
品
製
造
業

所
在
地

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

東
松
山
市

越
谷
市

八
潮
市

行
田
市

調
整
区
分

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

事
件
番
号

２０
―１３

２０
―１４

２１
―０２

２１
―０３

２１
―０４

２１
―０５

�１２３４５６

（
平
成
２２
年
３
月
３１
日
現
在
）

（
平
成
２２
年
３
月
３１
日
現
在
）

― １８―



解
決

自
主
解
決

解
決

自
主
解
決

打
切
り

主
張
対
立

取
下
げ

解
決

合
意
書
締
結

解
決

解
決

自
主
解
決

取
下
げ

（
係
属
中
）

解
決

合
意
書
締
結

取
下
げ

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

自
主
解
決

（
係
属
中
）

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

取
下
げ

解
決

合
意
書
締
結

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

合
意
書
締
結

解
決

自
主
解
決

打
切
り

主
張
対
立

（
係
属
中
）

解
決

合
意
書
締
結

（
係
属
中
）

１
回

４
回

２
回

０
回

１
回

１
回

４
回

０
回

１
回

０
回

１
回

４
回

１
回

０
回

３
回

１
回

１
回

３
回

３
回

２
回

１
回

７８
日

２５１
日

９９
日

７
日

３３
日

３３
日

１９９
日

１０６
日

２１
日

２２５
日

８７
日

１７６
日

７１
日

３４
日

１２２
日

３６
日

３５
日

７７
日

１１４
日

４３
日

２８
日

２１
．
６
．１２

２１
．１２
．
８

２１
．
８
．２１

２１
．
６
．
４

２１
．
７
．１４

２１
．
７
．１４

２２
．
１
．１３

２１
．１０
．２３

２１
．
８
．１７

２２
．
３
．３１

２１
．１２
．
９

２２
．
３
．１８

２１
．１２
．１６

２１
．１１
．１６

２２
．
２
．１２

２１
．１２
．１０

２１
．１２
．２２

２２
．
２
．
３

２２
．
３
．３０

２２
．
３
．
１

２２
．
２
．２４

１
団
交
促
進

２
解
雇
・
雇
止
め

１
誠
実
団
交

２
給
食
調
理
者
の
退
職
者
補
充

１
団
交
応
諾

１
団
交
応
諾

２
解
雇

１
団
交
促
進

２
解
雇

１
団
交
促
進

２
解
雇

１
団
交
応
諾

２
給
与
口
座
振
込

３
一
時
金
支
給
日

４
い
じ
め
問
題

１
組
合
活
動
の
是
正

２
団
交
促
進

１
掲
示
板
の
貸
与

１
解
雇

１
団
交
促
進

１
団
交
開
催
場
所

２
機
密
保
持
誓
約
書

３
調
整
金
支
払

４
指
導
書
撤
回

１
団
交
促
進

２
一
時
金

１
雇
用
契
約
書
の
作
成

１
団
交
応
諾

２
雇
止
撤
回

１
退
職
強
要

１
団
交
応
諾

２
懲
戒
解
雇
撤
回
・
謝
罪

３
予
告
手
当
・
慰
謝
料

４
雇
用
保
険
遡
及
加
入

１
団
交
応
諾

２
解
雇
撤
回

１
団
交
応
諾

２
懲
戒
解
雇
撤
回

１
定
期
昇
給
凍
結
撤
回

１
交
渉
ル
ー
ル
確
立

２
新
給
料
表
の
運
用

１
乗
務
員
の
シ
フ
ト
変
更

１
組
合
活
動
の
是
正

２
団
交
促
進

３
個
人
情
報
漏
洩

１
解
雇

１
団
交
促
進

２
そ
の
他
経
営
・
人
事

２１
．
３
．２７

２１
．
４
．
２

２１
．
５
．１５

２１
．
５
．２９

２１
．
６
．１２

２１
．
６
．１２

２１
．
６
．２９

２１
．
７
．１０

２１
．
７
．２４

２１
．
７
．２８

２１
．
８
．１９

２１
．
９
．１４

２１
．
９
．２４

２１
．
９
．２８

２１
．１０
．
７

２１
．１０
．１４

２１
．１０
．１４

２１
．１１
．
５

２１
．１１
．１８

２１
．１１
．１９

２１
．１２
．
７

２２
．
１
．１８

２２
．
１
．１９

２２
．
１
．２８

２２
．
２
．
２

全
労
連

全
労
連

全
労
連

全
労
連

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

全
労
協

無
所
属

無
所
属

全
労
連

全
労
連

無
所
属

全
労
連

無
所
属

全
労
連

全
労
連

無
所
属

全
労
連

全
労
連

全
労
連

無
所
属

全
労
連

無
所
属

労労労労労労労使労労労労労労労労労労労労労労使労労

５３

１
，６５０

１２０

１２８１２

１
，５２０

３１０１４

３００６０

１００

３４７

３１６７８

９０５９０９６２２０

２２４

８９６５９１４９

１３０

２１２２４１２３１３３４５１１４２１１３

１８

１５７

４１０

２３７

３７０

３７０

１２５

９６３１０

３９０

９６３８０

２５０２７０

３７０

２５０

２５０

３７０

４５０３１６

９６３

２５０

３５０

サ
ー
ビ
ス
業

地
方
公
務

教
育

労
働
者
派
遣
業

自
動
車
部
品
製
造
業

自
動
車
部
品
製
造
業

料
理
品
小
売
業（
給
食
サ
ー
ビ
ス
）

建
設
用
金
属
製
品
製
造
業

通
信
業

製
本
業

労
働
者
派
遣
業

道
路
貨
物
運
送
業

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
技
団

道
路
貨
物
運
送
業

教
育

道
路
貨
物
運
送
業

米
穀
類
小
売
業

プ
リ
ン
ト
回
路
製
造
業

調
剤
薬
局

学
校
教
育

地
方
公
務

タ
ク
シ
ー
業

建
設
用
金
属
製
品
製
造
業

遊
興
飲
食
店

学
校
教
育

狭
山
市

入
間
市

杉
戸
町

狭
山
市

行
田
市

朝
霞
市

川
口
市

川
越
市

越
谷
市

戸
田
市

東
松
山
市

狭
山
市

戸
田
市

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

深
谷
市

入
間
市

草
加
市

新
座
市

川
口
市

川
越
市

上
尾
市

さ
い
た
ま
市

川
越
市

さ
い
た
ま
市

吉
川
市

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

２１
―０６

２１
―０７

２１
―０８

２１
―０９

２１
―１０

２１
―１１

２１
―１２

２１
―１３

２１
―１４

２１
―１５

２１
―１６

２１
―１７

２１
―１８

２１
―１９

２１
―２０

２１
―２１

２１
―２２

２１
―２３

２１
―２４

２１
―２５

２１
―２６

２２
―０１

２２
―０２

２２
―０３

２２
―０４

７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

― １９―



表１ 不当労働行為事件 取扱状況

２１年度

１

４

５

１

０

０

０

０

１

０

２

３

２０年度

１

７

８

３

２

１

０

０

１

０

７

１

１９年度

５

３

８

０

２

０

１

３

０

１

７

１

１８年度

９

４

１３

０

０

６

０

２

０

０

８

５

１７年度

８

９

１７

１

０

４

０

２

１

０

８

９

年度区分

前年度繰越

新規申立て

計

取 下 げ

自主和解

関与和解

全部救済

一部救済

棄 却

却 下

計

次年度繰越（係属中）

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

取
扱
件
数

終

結

件

数

表２ 年度別取扱件数

２１年度

７

２９

３６

１７

６

０

４

２７

�
７３．９

※解決率＝［解決件数／（解決件数＋打切り・不調件
数）］×１００

２０年度

３

１７

２０

９

３

０

１

１３

７

７５．０

１９年度

２

１３

１５

６

４

０

２

１２

３

６０．０

年度区分

前年度繰越

新 規 申 請

計

解 決

打切り・不調

不 開 始

取 下 げ

計

次年度繰越（係属中）

解 決 率（％）※

取
扱
件
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

２１年度

１�

１８�

１�

１６�

３６�

２０年度

４�

７�

０	

９


２０�

１９年度

５�

６�

０	

４�

１５�

年度区分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

表５ 業種別件数

２１年度

０	
９

０	
６�
２�
３�
１�
５�
０	
２	
１１�
４�
７�
３


３６�

２０年度

０	
５�
０	
２

１�
１�
０	
２�
０	
４�
６�
２�
４�
１�

２０�

１９年度

０	
４�
０	
２

２

０	
０	
１�
０	
０	
５�
３�
２

３


１５�

年度区分

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

道路旅客運送業

道路貨物運送業

そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

医 療 ・ 福 祉

サ ー ビ ス 業

教 育

上 記 以 外

公 務

計

審査事件・調整事件取扱状況総括表 （各表とも平成２２年３月３１日現在、単位：件）

表４ 調整事項別件数

２１年度

２

１	
２

０	
１	
６�
１２�

４�
３�
１６�
３�
２５�
７�
５８�

７０�
※ひとつの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致
しない。

２０年度

０	
３�
０	
０	
２

０	
５�

１�
２

７�
２

１４�
１	
２７�

３２�

１９年度

０	
０	
０	
０	
１�
３

４�

０	
１�
３

１�
９

４�
１８�

２２�

年度区分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

解
決

合
意
書
締
結

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

２
回

４４
日

２２
．
３
．１８

１
団
交
促
進

２
解
雇

１
退
職
問
題

１
解
雇

１
団
交
応
諾

２
日
給
月
給
制
へ
の
復
帰

３
差
別
解
消

４
移
動
時
間
の
時
給
導
入

１
団
交
応
諾

２
解
雇

２２
．
２
．
３

２２
．
２
．
３

２２
．
２
．２５

２２
．
３
．
９

２２
．
３
．３０

無
所
属

全
労
連

無
所
属

全
労
連

無
所
属

労使労労労

２０１０

３２１

６２０

未
確
認

１１１１１

３５０３１

３５０

８１３２３

労
働
者
派
遣
業

製
鋼
原
料
加
工
業

製
造
業

ビ
ル
管
理
業

遊
興
飲
食
店

志
木
市

川
口
市

入
間
市

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

２２
―０５

２２
―０６

２２
―０７

２２
―０８

２２
―０９

３２３３３４３５３６

※表２～表５は調整事件総括表
【（ ）内は新規申請事件に係る件数で、内数。以下同じ。】

―２０―



　 

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
一
部
に
回
復
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
弱
含
み
で
推
移
し
、
先
行
き
に
不

透
明
感
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
に
お
け
る
雇
用
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
２１
年
の

有
効
求
人
倍
率
は
０
・
４０
倍
と
下
降
し
、
特
に
、
平

成
２１
年
１２
月
の
有
効
求
人
が
０
・
３３
倍
と
昭
和
３８
年

の
統
計
開
始
以
来
、
過
去
最
低
を
記
録
し
、
平
成
２２

年
１
月
に
は
０
・
３４
倍
と
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
貧
困
・
困
窮
者
な
ど
へ
の

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関
連
施

設
に
て
、
自
治
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

雇
用
支
援
と
福
祉
支
援
対
策
と
し
て
の
「
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
環
境
が
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
就
職
未
内
定

者
に
対
し
て
、
労
働
局
主
催
の
面
接
会
の
開
催
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
緊
急
学
卒
支
援
窓
口
」
を
設
置
し

て
就
職
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

局
長
を
本
部
長
と
し
た
「
埼
玉
緊
急
雇
用
対
策
本

部
」
は
、
平
成
２１
年
度
に
３
回
会
議
を
開
催
し
、「
緊

急
雇
用
対
策
及
び
生
活
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
」、「
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
の
推
進
に
つ
い

て
」
労
働
局
・
県
・
さ
い
た
ま
市
の
三
者
で
合
意
す

る
と
と
も
に
、
対
策
本
部
に
県
、
さ
い
た
ま
市
の
福

祉
部
門
の
委
員
を
加
え
、
緊
密
な
連
携
を
図
り
就
職

支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署
等
に
設
置
し
た

９
か
所
の
「
労
働
条
件
特
別
相
談
窓
口
」
に
お
い
て
、

雇
用
調
整
を
受
け
た
労
働
者
等
の
方
々
に
対
す
る
総

合
労
働
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
件
緩
和
の
な
さ
れ
た
雇
用
調
整
助
成
金

等
の
周
知
を
図
り
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
企
業
に
お
け
る
従
業
員
の
雇
用
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

同
様
に
雇
用
維
持
の
観
点
で
は
、「
埼
玉
労
働
局

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
本
部
」
会
議
を
開
催
し
、

「
正
規
、
非
正
規
労
働
者
を
問
わ
ず
全
員
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
」
を
推
奨
す
る

こ
と
と
し
、
各
種
会
合
等
に
お
け
る
周
知
啓
発
を
図

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
埼
玉
労
働
局
で

は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
お
い
て
、
雇
用
の
維
持
、

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の

労
働
環
境
の
構
築
等
、
労
働
局
に
与
え
ら
れ
た
「
国

民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
、
労
働
基
準
行
政
、
職
業
安
定
行
政
及
び

雇
用
均
等
行
政
が
互
い
に
連
携
し
た
行
政
展
開
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
下
に
お
け
る

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
全
て
の
労
働
者
が
適
正
な
労
働
条
件
下

で
、安
心
・
納
得
し
て
安
全
か
つ
健
康
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
対
策
、
職

場
に
お
け
る
安
全
と
健
康
の
確
保
対
策
及
び
迅
速
・

適
正
な
労
災
補
償
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

労
働
条
件
の

確
保
・
改
善
の
た
め
に

申
告
等
の
迅
速
・
的
確
な
対
応

■

労
働
基
準
関
係
法
令
上
の
問
題
が
認
め
ら
れ
る
賃

金
不
払
、解
雇
等
に
係
る
労
働
者
等
か
ら
の
申
告
・

相
談
、
ま
た
、
倒
産
に
よ
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者
へ
の
未
払
賃
金
立
替
払

に
つ
い
て
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

法
定
労
働
条
件
の
履
行
確
保

■

監
督
指
導
に
お
け
る
主
要
な
労
働
基
準
法
違
反
の

状
況
は
、
労
働
時
間
が
全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
、

次
い
で
割
増
賃
金
、
就
業
規
則
、
労
働
条
件
明
示

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
法
定
労
働
条
件

の
履
行
確
保
に
向
け
長
時
間
労
働
の
抑
制
、
賃
金

不
払
残
業
の
解
消
等
に
つ
い
て
、
監
督
指
導
等
に

よ
り
是
正
改
善
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

改
正
労
働
基
準
法
の
定
着

■

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
労
働
者
の
健
康
確
保
や
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

１
か
月
６０
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
率
の
２
割
５
分
か
ら
５
割
へ
の
引
き
上

平
成
二
十
二
年
度

労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

ひ
と
、
く
ら
し
、
み
ら
い
の
た
め
に

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

http
://w
w
w
.saitam

a-ro
ud
o
u.g
o
.jp

◆
埼
玉
労
働
局
の
重
点
対
策
◆

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

２

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
下
に
お
け
る
労
働
条
件
の
確

保
・
改
善
、
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

４

性
別
、
育
児
・
介
護
の
事
情
に
よ
る
こ
と
な
く
、
誰
も

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

―２１―



げ
（
中
小
企
業
を
除
く
）、
時
間
単
位
に
よ
る
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
た

「
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平

成
２２
年
４
月
１
日
施
行
）
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
が
可
能
と
な
る
労
働
環
境
の
整
備

■

労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
の
周
知
や
、
労
働
時

間
等
の
設
定
改
善
に
向
け
た
労
働
時
間
設
定
改
善

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
助
言
・
援
助
等
に
よ
っ
て
、

多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
労
働
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

最
低
賃
金
等
の

履
行
確
保
の
た
め
に

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用
者
も
労
働
者
も

■

埼
玉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
埼
玉
県
最
低
賃
金
」、
及
び
特
定
の

産
業
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
」
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め
、
ま
た
効
果

的
な
監
督
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

■

最
低
賃
金
の
減
額
の
特
例
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
使
用
者
は
、「
最
低
賃
金
の
減
額
の
特
例
許
可

申
請
書
（
所
定
様
式
）」
を
２
通
作
成
し
、
所
轄

の
労
働
基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
埼
玉
労
働
局
長

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

家
内
労
働
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

■

家
内
労
働
を
委
託
す
る
場
合
の
最
低
工
賃
は
、
事

業
の
種
類
・
作
業
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
低
工
賃
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
団
体
、
広
報
機

関
等
を
通
じ
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
家
内
労
働
者
へ
の
工
賃
支
払
や
家
内
労
働

手
帳
の
交
付
の
徹
底
な
ど
、
家
内
労
働
法
の
履
行

確
保
に
努
め
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に

「
災
害
ゼ
ロ
か
ら
リ
ス
ク
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
推
進

■

労
働
災
害
の
減
少
を
図
る
た
め
、
平
成
２０
年
度
に

策
定
し
た
埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
平

成
２０
〜
２４
年
度
迄
の
５
ヶ
年
計
画
）
に
基
づ
き
、

計
画
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
２４
年
に
お
い
て
、

�
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９
年
と
比
較
し

て
２０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

�
休
業
４
日
以
上
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９

年
と
比
較
し
て
１５
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

�
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
を
推
進
し
、
定
期
健

康
診
断
の
有
所
見
率
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
、
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
定
し
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保

対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
促
進

■

平
成
２２
年
度
に
お
い
て
は
、
労
働
災
害
が
多
発
し

て
い
る
業
種
や
事
業
場
を
重
点
に
、
機
械
災
害
や

墜
落
・
転
落
等
の
災
害
防
止
対
策
を
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
労
働

安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進

な
ど
、
事
業
場
の
自
主
的
安
全
衛
生
活
動
の
取
組

を
促
進
し
ま
す
。

快
適
職
場
と
健
康
確
保
の
た
め
に

心
身
と
も
健
康
で
働
け
る
職
場
に
向
け
て

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
・
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策

■

働
く
人
の
健
康
確
保
の
た
め
、
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■

長
時
間
労
働
を
行
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

■

厚
生
労
働
省
で
は
、
事
業
場
に
お
い
て
労
働
者
の

心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置
が
適
切
か

つ
有
効
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

指
針
」（
平
成
１８
年
３
月
策
定
）
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

■

県
内
の
各
地
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
事
業
場
及
び
労
働
者
か
ら
の
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
の
防
止
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
の
「
健
康
相
談
」
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

事
業
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
確
保
対
策

■

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
よ
る
と
、
何
ら
か

の
所
見
を
有
す
る
者
（
有
所
見
者
）
の
割
合
（
有

所
見
率
）
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
過
半
数
を
超

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
健
康
診
断
の
結
果
異

常
所
見
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
事
業
者

は
医
師
等
か
ら
意
見
を
聴
い
た
り
事
後
措
置
の
検

討
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
小
規

模
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ

ー
の
「
健
康
相
談
」
や
「
個
別
訪
問
産
業
保
健
指

導
」
を
利
用
し
た
健
康
確
保
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
（
産
業
医
・
衛
生
管
理
者
等
）
の
産
業
保
健
活

動
を
活
性
化
す
る
た
め
、
埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
粉
じ
ん
等
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
対
策
に
つ
い
て
は
以
下
の

対
策
を
中
心
に
推
進
し
ま
す
。

�
石
綿
使
用
建
築
物
等
の
解
体
時
等
に
お
け
る
ば

く
露
防
止
対
策
の
徹
底

�
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
の
製
造
等
全
面
禁
止
の
徹
底

�
石
綿
健
康
診
断
の
実
施
等
に
よ
る
健
康
管
理
対

策
及
び
健
康
管
理
手
帳
制
度
の
周
知

■

粉
じ
ん
障
害
防
止
の
総
合
対
策
に
基
づ
き
じ
ん
肺

の
予
防
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
熱
中
症
の

防
止
、酸
素
欠
乏
症
等
の
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

快
適
職
場
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

■

職
場
の
快
適
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
労
働
災
害
の

防
止
に
も
繋
が
り
ま
す
。
各
事
業
場
が
自
主
的
に

職
場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
行
政
が
支

援
す
る
「
快
適
職
場
推
進
計
画
認
定
制
度
」
に
基

づ
き
、
埼
玉
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
る
事
業
場

が
増
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
同
制
度
を
広
報

し
、
事
業
場
の
積
極
的
な
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

（
申
請
先
�
埼
玉
快
適
職
場
推
進
セ
ン
タ
ー
）

迅
速
・
適
正
な

労
災
補
償
の
た
め
に

平
成
２１
年
に
お
け
る
労
災
保
険
給
付
全
体
の
新
規

受
給
者
数
は
約
３
万
人
と
、
全
国
的
に
も
高
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
・
心
臓
疾
患
事
案
、

精
神
障
害
等
事
案
及
び
石
綿
関
連
疾
患
事
案
に
係
る

労
災
請
求
件
数
は
、
前
年
と
比
べ
て
全
て
の
事
案
が

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
労
災
請
求
に
対
し
て
、
早
期
処
理
の
た
め

の
組
織
的
取
組
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

迅
速
・
適
正
な
保
険
給
付
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
が
石
綿
救

済
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
２４
年
３
月
２７
日
ま
で
に

延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
労
働
者
に
対
し
、

改
正
法
の
内
容
を
は
じ
め
と
し
て
石
綿
関
連
疾
患
に

係
る
補
償
（
救
済
）
制
度
の
周
知
の
徹
底
を
図
り
、

労
災
保
険
給
付
及
び
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
勧
奨

に
努
め
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の

早
期
解
決
の
た
め
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
県
内
に
１０
箇
所
の
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
専
門
の
相
談
員
が
、
労

働
者
や
事
業
主
か
ら
の
様
々
な
労
働
問
題
に
関
す

る
ご
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
は
、
５
万
７
千
件
を
超
え
る
多
く
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２
割
を
超
え
る
１

３
、４
０
８
件
が
、
労
働
基
準
法
等
の
法
令
上
は

違
反
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
民
事
上
」
の
労
働
相

談
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
別
図
の
と
お
り
、「
解

雇
」
が
約
３
割
を
占
め
、
続
い
て
「
労
働
条
件
の

引
き
下
げ
」「
退
職
勧
奨
」「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発効日

２１．１０．１７

２１．１２．１０

時間額（円）

７３５

８１０

８１４

８２５

８２２

７８５

８２４

種 類

埼 玉 県 最 低 賃 金

非鉄金属製造業

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業

各種商品小売業

自動車小売業

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

―２２―



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

　 

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
の
お
手
伝
い

■

労
働
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
紛
争
当
事
者
間
の
自

主
的
な
解
決
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
解
決
に

至
ら
な
い
場
合
は
、
労
働
局
長
に
よ
る
「
助
言
・

指
導
」
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
紛
争
当
事
者
間

に
学
識
経
験
者
で
あ
る
紛
争
調
整
委
員
が
入
り
、

話
し
合
い
に
よ
り
解
決
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
の
助
言
・
指
導
の
申
出
は
３
６
６
件
、

あ
っ
せ
ん
申
請
は
３
９
１
件
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
下
図
の
と
お
り
、「
解
雇
」「
い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者
双
方
の
参

加
に
よ
り
「
あ
っ
せ
ん
」
が
開
始
さ
れ
た
場
合
は
、

約
８１
％
に
及
ぶ
高
率
で
紛
争
が
解
決
し
て
い
ま
す
。

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

埼
玉
労
働
局
管
内
の
平
成
２１
年
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
０
・
４０
倍
と
前
年
差
０
・
４７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

ま
し
た
。
平
成
２０
年
秋
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影

響
等
に
よ
り
、県
内
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、求
職
者
の

急
増
と
求
人
の
著
し
い
減
少
に
よ
り
、
平
成
２１
年
１２

月
に
は
０
・
３３
倍
と
、
昭
和
３８
年
の
統
計
開
始
以
来

の
最
低
水
準
と
な
り
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
埼
玉
労
働
局
及
び
県
内
１５
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
は
、
緊
急
雇
用
対
策
に
よ
る
諸
施
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
求
人
要
請
や
求
人
開
拓
を
行
い
、

就
職
の
機
会
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
職
種
、
年
齢
、
経
験
、
賃
金
や
雇

用
形
態
等
に
よ
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
縮
小
に
努

め
、
早
期
再
就
職
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

市
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
の
方
々
の
就
職
を
支

援
す
る
「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
や
子
育
て
中

の
方
々
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ

ン
・
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
関
連
・
出
先
機
関
と
も
一

体
と
な
っ
て
就
職
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
縮
小
の

た
め
に

求
職
者
・
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
雇
用
対
策

世
界
的
な
金
融
危
機
後
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
国

内
の
雇
用
失
業
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
埼

玉
の
有
効
求
人
倍
率
も
過
去
最
低
水
準
に
あ
り
、
ま

た
、
職
種
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

求
職
者
、
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
・

的
確
な
求
人
、
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

■

求
職
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
々
の
求

職
者
に
応
じ
、
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
策

定
等
の
個
別
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

求
人
者
の
採
用
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
求
人
が
早
期

に
充
足
す
る
た
め
の
求
人
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
強

化
を
図
り
ま
す
。

■

職
業
紹
介
部
門
と
雇
用
保
険
部
門
の
連
携
を
進
め
、

雇
用
保
険
受
給
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
支

援
を
行
い
、
早
期
再
就
職
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

正
社
員
雇
用
の
拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、
面
接
会

や
事
業
所
見
学
会
等
を
実
施
し
、
就
職
機
会
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

■

隣
接
他
都
県
へ
の
就
職
割
合
が
３
割
以
上
の
た
め
、

他
都
県
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
求
人
情
報
を
積
極
的

に
交
換
す
る
な
ど
、
局
管
内
を
越
え
た
職
業
紹
介

業
務
を
推
進
し
ま
す
。

■

子
育
て
中
の
求
職
者
等
に
対
し
て
は
、
マ
ザ
ー
ズ

サ
ロ
ン
や
マ
ザ

ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
、
求

職
者
担
当
制
に

よ
る
き
め
細
や

か
な
職
業
相
談

等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
両

立
支
援
に
取
り

組
む
企
業
情
報

や
保
育
関
係
の

情
報
を
提
供
し

ま
す
。

■

フ
リ
ー
タ
ー
や
子
育
て
終
了
後
の
女
性
、
母
子
家

庭
の
母
等
の
職
業
能
力
形
成
機
会
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
求
職
者
を
対
象
に
、
職
業
能
力
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム（
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
）を
活
用
し
た
就
職

支
援
を
実
施
し
ま
す
。さ
ら
に
、「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
事
業
」
の
一
層
の
周
知
に

努
め
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

若
年
者
の
就
職
促
進
の
た
め
に

新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
の

正
規
雇
用
化
に
向
け
て

若
年
者
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
数
に

は
改
善
の
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り
、
新
規
学
卒
者
の
就
職

内
定
率
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

過
去
の
就
職
氷
河
期
に
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
非
正
規

雇
用
へ
の
道
を
選
択
し
た
若
者
が
３０
歳
代
半
ば
を
迎

え
、
埼
玉
局
に
お
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
し

た
フ
リ
ー
タ
ー
専
用
窓
口
で
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
就
職
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
２５

歳
以
上
の
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
、
３０
歳
代
後
半
の
不
安

定
就
労
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
学
卒
者
が
フ
リ
ー
タ
ー
等
非
正

規
雇
用
化
し
な
い
よ
う
未
然
防
止
に
重
点
を
置
く
と

と
も
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
就
職
支
援
等
を
行
う

「
フ
リ
ー
タ
ー
等
正
規
雇
用
化
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、

若
者
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
就
職
支
援
を

実
施
し
正
規
雇
用
化
に
努
め
ま
す
。

―２３―



　 
■

高
等
学
校
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
高
卒
就

職
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
積
極
的
に
学
校
を
訪
問

し
、
早
い
段
階
か
ら
未
内
定
生
徒
の
状
況
を
把
握

し
、
個
別
職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
就
職
面
接
会
の
開
催
、
求
人
開
拓
等

の
実
施
に
よ
り
、
就
職
希
望
生
徒
全
員
の
正
社
員

で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

■

大
学
生
等
に
つ
い
て
は
、
大
卒
就
職
ジ
ョ
ブ
サ
ポ

ー
タ
ー
が
各
学
校
を
訪
問
し
、
内
定
状
況
の
把
握

や
採
用
内
定
取
消
し
学
生
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
未
内
定
学
生
に
対
し
て
は
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
埼
玉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
に
お
い

て
求
人
情
報
の
提
供
、
職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

を
実
施
し
ま
す
。

■

未
就
職
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
新
卒
者
体
験
雇
用

事
業
を
活
用
す
る
等
に
よ
り
円
滑
な
就
職
を
促
進

し
ま
す
。

■

若
年
求
職
者（
特
に
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
等
）の
個
々

の
状
態
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
担
当
制
で
の

職
業
相
談
、
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
ブ
等
の
取
組
を
実
施
す

る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施
し
正
規
雇

用
化
を
図
り
ま
す
。

■

若
年
者
等
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
及
び
若
年
者
等
正
規

雇
用
化
特
別
奨
励
金
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

事
業
主
に
対
す
る
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
正
規
雇
用
に

関
す
る
啓
発
を
行
い
、
効
果
的
な
就
職
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
促
進
の
た
め
に

雇
用
率
の
向
上
（
雇
用
率
達
成
指
導
）

■

平
成
２１
年
６
月
１
日
現
在
の
実
雇
用
率
は
１
・
５４

％
と
な
り
、
前
年
と
比
べ
て
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２３
年
に
実
雇
用
率
１
・
８０
％
を

達
成
す
る
た
め
に
、
１
年
毎
の
達
成
目
標
値
を
定

め
て
実
効
あ
る
雇
用
率
達
成
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

指
導
に
際
し
て
は
、
雇
入
れ
計
画
実
施
中
の
企
業

を
重
点
指
導
対
象
企
業
と
位
置
づ
け
、
企
業
ト
ッ

プ
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
」
に
沿
っ
た
指
導
を
積
極
的
に
実

施
す
る
と
共
に
、
雇
用
率
未
達
成
の
要
因
を
分
析

し
、
企
業
の
抱
え
る
課
題
に
応
じ
た
指
導
・
支
援

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
未
達
成
の
公
的
機
関
に
つ
い
て
も
、
労
働

局
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
に
よ
り
早
期
達
成

に
向
け
た
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
職
業
相

談
・
適
格
紹
介
・
求
人
開
拓
等
に
よ
り
、
平
成
２０

年
度
の
就
職
件
数
は
、
雇
用
情
勢
が
悪
化
す
る
中
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
前
年
度
を
下
回
っ
た
も
の
の
、

１
、６
８
２
件
と
微
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

平
成
２１
年
度
（
４
月
〜
１
月
）
の
就
職
件
数
は
１
、

２
６
８
件
で
あ
り
、
対
前
年
比
で
△
１０
・
７
％
と

大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
障
害
者

の
就
職
促
進
や
職
場
定
着
を
図
る
た
め
、
専
門
的

知
識
や
経
験
を
有
す
る
「
障
害
者
専
門
支
援
員
」

等
に
よ
り
、
障
害
者
一
人
一
人
の
障
害
の
態
様
や

適
性
を
的
確
に
把
握
し
て
、
き
め
細
や
か
な
職
業

相
談
や
職
業
紹
介
を
実
施
す
る
と
共
に
、「
障
害

者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
・

保
健
・
教
育
等
と
の
連
携
に
よ
る
就
労
支
援
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

高
年
齢
者
雇
用
対
策
の

推
進
の
た
め
に

雇
用
確
保
措
置
導
入
に
関
す
る
相
談
・
援
助

■

平
成
２５
年
度
ま
で
に
義
務
対
象
年
齢
が
段
階
的
に

６５
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
６５
歳
ま

で
の
確
保
措
置
を
導
入
す
る
よ
う
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
２１
年
６
月

１
日
現
在
で
は
、
県
内
の
企
業
の
９３
・
４
％
が
高

年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
す
る
企

業
に
つ
い
て
は
、
４６
・
９
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
希
望
者
全
員
に
対
す
る
確
保

措
置
の
導
入
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
確
保

措
置
の
導
入
に
あ
た
っ
て
賃
金
・
人
事
処
遇
制
度

の
見
直
し
な
ど
、
課
題
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、

高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
て

専
門
的
・
技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

高
い
就
労
意
欲
を
有
す
る
高
年
齢
者
が
、
そ
の
知

識
・
経
験
を
生
か
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
６５
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
６０
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
就
労
ニ
ー
ズ
の
一

層
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

意
欲
が
あ
っ
て
働
け
る
状
態
に
あ
る
方
に
つ
い
て

は
「
７０
歳
ま
で
働
け
る
」
雇
用
機
会
の
確
保
に
向

け
普
及
・
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
援
助
・
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
き
め
細
や
か
な
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
等
を
行
い
、特
に
再
就
職
の
緊
急
性
が
高

く
試
行
雇
用
が
必
要
な
求
職
者
に
対
し
て
は
、中
高

年
試
行
雇
用
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、事
業
主
に
対
し
て
試
行
雇
用
終
了
後
の
常
用
雇

用
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
年
齢
者
の
多
様
な
雇
用
就
業
や
社
会
参

加
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
団
体
に
委
託
し
て
技
能
講
習
及
び
合
同
面
接

会
等
を
一
体
的
に
実
施
す
る
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

民
間
等
の
労
働
力
需
給
調
整
事
業
の

適
正
な
運
営
と
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
の
た
め
に

派
遣
労
働
者
等
が
安
心
、
納
得
し
て
働
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
環
境
整
備

■

平
成
２２
年
１
月
１
日
現
在
の
労
働
者
派
遣
事
業
所

数
は
２
、２
６
５
事
業
所
で
あ
り
、
平
成
２１
年
３

月
末
現
在
の
派
遣
労
働
者
数
は
１
３
５
、７
９
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
労
働
者
保
護
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
民
間
需
給
調
整
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確

保
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
増
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■

製
造
業
な
ど
の
偽
装
請
負
等
、違
法
派
遣
の
防
止
・

解
消
に
向
け
て
厳
正
な
指
導
監
督
を
実
施
し
、
適

正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４

性
別
、
育
児
・
介
護
の
事
情
に
よ
る
こ
と

な
く
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

全
国
の
都
道
府
県
の
中
で
も
埼
玉
県
は
、女
性
の

年
齢
階
級
別
労
働
力
率
の
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
の
谷
が

深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
、出
産
、子
育
て
期
に
あ

る
女
性
の
就
労
が
中
断
し
て
い
る
実
情
に
あ
る
一
方
、

働
い
て
い
な
い
女
性
の
就
業
希
望
率
は
２６
・
４
％
で

全
国
第
３
位
と
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、性

別
、育
児
・
介
護
の
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、継
続
就
労
を

可
能
と
す
る
雇
用
環
境
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―２４―



【旧】

�
６
ヶ
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

こ
と

�
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と

�
【新】

�
３１
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ

と
�
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の

両
立
支
援
対
策
の
推
進

男
女
労
働
者
が
安
心
し
て
職
業
生
活
と
家
庭
生
活

を
両
立
で
き
る
た
め
に

■

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
を
周
知
徹
底
す
る
と
と

も
に
規
定
整
備
を
促
進
し
、
諸
制
度
の
利
用
を
促

し
ま
す
。

■

育
児
休
業
等
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
い
の
根
絶
に
向
け
て
、育
児
・
介
護
休
業

法
の
履
行
確
保
と
紛
争
解
決
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

■

男
性
の
育
児
休
業
取
得
は
未
だ
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
重
要
性
に
つ

い
て
事
業
主
へ
の
理
解
を
深
め
、
制
度
を
利
用
し

や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（「
次
世
代
法
」）

の
改
正
に
よ
り
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
一
般

事
業
主
行
動
計
画
（「
行
動
計
画
」）
の
策
定
・
届

出
が
義
務
と
な
る
労
働
者
数
１
０
１
人
以
上
３
０

０
人
以
下
の
企
業
に
対
す
る
行
動
計
画
の
策
定
・

届
出
を
促
進
し
ま
す
。

■

基
準
適
合
一
般
事
業
主
の
労
働
局
長
の
認
定
は
、

各
企
業
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
両

立
支
援
対
策
促
進
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
多
く
の
企
業
が
認
定
を
目
指
し
つ
つ
次
世
代
育

成
支
援
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
積
極
的
な
働
き
か

け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
マ
ー
ク
で
あ
る「
く

る
み
ん
」
マ
ー
ク
及
び
認
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知

し
、
効
果
的
な
認
定
の
促
進
を
行
い
ま
す
。

男
女
の
均
等
な
機
会
と

待
遇
の
確
保
の
推
進

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
履
行
確
保
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

労
働
者
が
性
別
に
よ
る
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、ま

た
母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
充
実
し
た
職
業
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
男
女
雇
用
機
会

均
等
法（「
均
等
法
」）の
履
行
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

■

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
労
働
者
が
妊

娠
・
出
産
等
を
理
由
に
解
雇
等
不
利
益
な
取
扱
い

を
受
け
な
い
よ
う
、
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
が
意

に
反
し
て
離
職
す
る
こ
と
な
く
、
継
続
雇
用
さ
れ

る
よ
う
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
紛
争
解
決
援
助

を
行
い
ま
す
。

■

均
等
法
に
つ
い
て
、
中
小
零
細
企
業
事
業
主
に
対

し
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
や
派
遣
労
働
者
な
ど
非
正
規
労
働
者
に
も

均
等
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
徹
底

し
ま
す
。

■

実
効
あ
る
男
女
均
等
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
、

雇
用
管
理
の
実
態
に
男
女
労
働
者
間
で
格
差
が
生

じ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン（
※
）の
取
り
組
み
を
促
し
ま
す
。

（
※
）ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

個
々
の
企
業
に
お
い
て
、
固
定
的
な
役
割
分

担
意
識
や
過
去
の
経
緯
か
ら
一
定
の
職
種
に
女

性
が
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
女
性
管
理

職
が
極
端
に
少
な
い
な
ど
男
女
労
働
者
の
間
で

差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な

差
は
均
等
法
を
遵
守
す
る
だ
け
で
は
解
消
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
差
を
解
消
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い

い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
の
推
進

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
衡
待
遇
確
保
の
た
め
に

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
中
で
、
正
社
員
と
の
均

衡
待
遇
等
に
関
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
も
の
の

相
談
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
潜
在
的
労

働
者
か
ら
の
相
談
を
促
し
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
す
る
中
小
企
業
事

業
主
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
、パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
の
趣
旨
、内
容
を
周
知
徹
底
し
ま
す
。

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、

労
働
者
が
安
心
で
安
全
に
働
け
る
た
め
の
制
度
で
、

労
災
保
険
は
労
働
者
の
業
務
上
・
通
勤
途
上
の
負
傷
、

死
亡
の
場
合
に
被
災
労
働
者
及
び
遺
族
へ
必
要
な
給

付
を
行
い
、
雇
用
保
険
は
労
働
者
が
失
業
等
の
場
合

に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め

必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
企

業
・
国
民
負
担
の
平
準
化
・
公
平
化
を
図
る
た
め
全

国
一
元
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
労
働
基
準
関
係

業
務
や
職
業
紹
介
業
務
と
一
体
不
可
分
に
運
営
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
労
働
保
険
加
入
に
つ
い
て

積
極
的
な
広
報
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
未
手
続
事
業
場
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、

計
画
的
な
適
用
促
進
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
適
用

促
進
活
動
に
よ
っ
て
も
自
主
的
に
加
入
手
続
を
と

ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
職
権
に
よ
る
成
立
手

続
を
行
い
ま
す
。
平
成
２１
年
度
１２
月
末
の
労
働
保

険
適
用
事
業
場
数
は
１
６
４
、２
８
０
事
業
場
で

あ
り
、
年
々
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■

労
働
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め
て
お
り
、

以
下
の
主
要
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
労
働
保
険
の
確
定
及
び
概
算
保
険
料
の
適
正
な

自
主
的
申
告
・
納
付
手
続
の
指
導
実
施

�
費
用
の
公
平
負
担
を
期
す
た
め
の
労
働
保
険
料

の
確
認
・
調
査
の
実
施

�
労
働
保
険
料
の
積
極
的
な
納
付
督
励
の
実
施

平
成
２０
年
度
の
労
働
保
険
料
徴
収
決
定
額
は
雇

用
・
労
災
勘
定
あ
わ
せ
て
１
、１
２
５
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
の
方
の
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
（
平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
）

◇
短
時
間
就
労
者
の
方
、派
遣
労
働
者
の
方
の
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
を
以
下
の
と
お
り
拡
大
し
ま
し
た
。

※
適
用
基
準
を
満
た
す
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
に
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
対
し
て
雇
い
入
れ

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
１０
日
ま
で
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
雇
用
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
は
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
事
業
主
を
通
じ
て
雇
用
保
険
被
保
険

者
証
等
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、「
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
」

及
び
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
」
を
確
実
に
本
人
に
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雇
用
保
険
料
率
の
変
更
（
平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
）

◇
失
業
等
給
付
に
係
る
雇
用
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
般
の
事
業
の
場
合
�
０.８
％
（
平
成
２１
年
度
１
年
間
の
暫
定
措
置
）
↓
１.２
％
（
平
成
２２
年
度
）

を
労
使
折
半
）

◇
こ
の
他
、
事
業
主
か
ら
雇
用
保
険
二
事
業
に
係
る
雇
用
保
険
料
率
（
平
成
２２
年
度
は
、
一
般
の
事

業
の
場
合
、
原
則
ど
お
り
の
０
・
３５
％
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
平
成
２２
年
度
の
雇
用
保
険
料
率
（
一
般
の
事
業
）
１
・
５５
％
（
事
業
主
負
担
分
�
０
・
９５
％
、

労
働
者
負
担
分
�
０.６
％
）

雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
方
の
遡
及
適
用
期
間
の
改
善
（
今
後
施
行
予
定
）

�
施
行
日（
※
）以
後
は
、
事
業
主
か
ら
雇
用
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
給
与
明
細
等
の

書
類
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
２
年
を
超
え
て
雇
用
保
険
の
遡
及
適
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

（
※
）施
行
日
と
は
…
公
布
日（
平
成
２２
年
３
月
３１
日
）か
ら
９
ヶ
月
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
を
い
い
ま
す
。

詳
し
い
改
正
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

ま
た
、
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
確
認
が
で
き
ま
す
。

http
://w

w
w
.m
hlw
.g
o.jp/bunya/koyou/koyouhoken.htm
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「
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
に
関
す
る
意

見
」
を
取
り
ま
と
め

―
十
分
な
情
報
提
供
と
国
民
的
議
論
求
め
る

／
日
本
経
団
連
が
日
本
商
工
会
議
所
、
経

済
同
友
会
と
連
名
で

政
府
は
現
在
、
今
通
常
国
会
へ
の
提
出
を
目
指
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
基
本
法
案
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
２
月
１７
日
に
は
、

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、「
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案

の
概
要
（
た
た
き
台
）」
が
公
表
さ
れ
た
。
同
概
要
（
た
た
き

台
）
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
の
導
入
、
排
出
量
取
引
制
度

の
導
入
と
い
っ
た
、
事
業
活
動
や
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

こ
れ
ら
を
含
む
各
項
目
の
詳
細
な
制
度
設
計
や
、
経
済
に
与
え

る
影
響
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な
検
討
の
場
と
な
っ
て
い
る

「
副
大
臣
級
会
合
」の
議
事
、
資
料
と
も
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
日
本
経
団
連
は
、
日
本
商
工
会
議
所
、
経
済
同
友
会

と
連
名
で
、
十
分
な
情
報
提
供
と
開
か
れ
た
国
民
的
議
論
を
求

め
る
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
に
関
す
る
意
見

２
０
１
０
年
２
月
２３
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

日
本
商
工
会
議
所
・
�
経
済
同
友
会

気
候
変
動
問
題
は
、
全
て
の
国
が
実
効
あ
る
対
策
を
長
期
に

わ
た
り
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。

わ
が
国
産
業
界
と
し
て
も
、
世
界
最
高
水
準
の
優
れ
た
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
最
大
限
活
用
し
、
温
暖
化
防
止
に
向
け
主

体
的
な
貢
献
を
行
う
決
意
で
あ
る
。

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
や
雇

用
等
に
与
え
る
影
響
を
国
民
に
十
分
情
報
提
供
し
た
上
で
、
国

際
的
な
公
平
性
、
実
現
可
能
性
等
を
踏
ま
え
、
国
民
的
な
議
論

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
国
民
の
理
解
と
合
意
な
く
し
て
、

効
果
的
に
政
策
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
、「
す
べ
て
の
主
要
国
に
よ
る
公

平
か
つ
実
効
性
の
あ
る
国
際
枠
組
の
構
築
及
び
意
欲
的
な
目
標

の
合
意
」
の
実
現
に
向
け
、
わ
が
国
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
外
交
努

力
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
通
常
国
会
へ
の
提
出
に
向
け
、
政
府
に

お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案

に
つ
い
て
は
、
未
だ
詳
細
な
内
容
が
国
民
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
と
り
あ
え
ず
下
記
の
通
り
、
産
業
界
の
意
見

を
述
べ
る
。

記

１
�
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
は
、
わ
が
国
の
経
済
や
雇
用
、

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
内
容
を
数
多

く
含
ん
で
い
る
。
法
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
個
別
政

策
の
設
計
や
そ
の
効
果
、
国
民
・
企
業
へ
の
影
響
な
ど
を

明
示
し
た
う
え
で
、
産
業
界
、
労
働
組
合
、
消
費
者
な
ど

幅
広
い
国
民
の
声
を
直
接
反
映
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
�
国
内
排
出
量
取
引
制
度
や
地
球
温
暖
化
対
策
税
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
政
策
全
体
の
効
果
・
影
響
を
十
分
検
証
し
た
上

で
、
十
分
な
国
民
的
議
論
を
経
て
法
案
に
盛
り
込
む
必
要

性
を
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
�
わ
が
国
の
中
期
目
標
に
つ
い
て
も
、
実
現
の
た
め
の
具
体

的
な
道
筋
、
政
策
等
を
ま
ず
明
示
す
る
と
と
も
に
、
先
に

述
べ
た
前
提
条
件
の
確
保
の
基
準
を
明
確
に
示
し
、
国
民

の
理
解
と
合
意
の
上
に
決
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上

「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
成

長
の
実
現
を
目
指
し
て
」
公
表

日
本
経
団
連
は
３
月
１６
日
、
提
言
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
成
長
の
実
現
を
目
指
し
て
」
を
取
り
ま
と
め
、

公
表
し
た
。
政
府
が
昨
年
末
発
表
し
た
新
成
長
戦
略
の
基
本
方

針
で
は
、
戦
略
分
野
の
一
つ
と
し
て
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
今
後
、
基
本
方
針
の
肉

付
け
を
行
い
、
６
月
を
目
途
に
新
成
長
戦
略
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
同
提
言
は
、
政
府
の
検
討
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

政
府
の
新
成
長
戦
略
策
定
に
向
け
て
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
政
策
提
言

■
環
境
分
野
の
新
成
長
戦
略
に
対
す
る
基
本
的
な
視
点

わ
が
国
は
、
世
界
で
最
も
優
れ
た
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
活
か
し
、
国
内
外
で
環
境
負
荷
の
小
さ
な
社
会
の
形
成
に
貢

献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
の
強
化
が
新
規
需
要
を
創
造
し
、
経
済
発
展
や
雇
用
確
保
を

通
じ
て
、
環
境
と
経
済
の
両
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

■
最
先
端
の
技
術
の
普
及
促
進
に
向
け
た
政
策

環
境
と
経
済
の
両
立
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
技
術
で
あ
る
。
２

０
２
０
年
ご
ろ
ま
で
は
、
既
存
の
最
先
端
の
技
術
や
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
最
大
限
の
普
及
に
力
を
入
れ
つ
つ
、
２
０
５
０
年
を

見
据
え
、革
新
的
技
術
の
開
発
・
普
及
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

政
府
は
、
省
エ
ネ
製
品
の
普
及
促
進
な
ど
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
の
需
要
を
創
出
す
る
一
方
、
技
術
開
発
・
普
及
の
担
い

手
た
る
企
業
の
活
力
を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
特
に
市
場
の
黎
明
期
に
は
、
時
限
的
・
集
中
的
な
税

制
や
補
助
金
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
政
策
的
な
需
要
喚
起
が

必
要
と
な
る
。

ま
た
、
環
境
負
荷
の
低
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
を
働

き
か
け
て
い
く
う
え
で
、
国
・
自
治
体
に
よ
る
消
費
者
へ
の
環

境
教
育
の
徹
底
や
、
使
用
段
階
も
含
む
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の

環
境
負
荷
の
デ
ー
タ
整
備
も
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
区
制
度
等
を
活
用
し
、
規
制
緩
和
、
補
助
金
・

税
制
・
金
融
の
支
援
措
置
等
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
モ
デ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
わ
が
国
の
優
れ
た
技
術
を
活
か
し
、
経
済
成
長
と

国
際
貢
献
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
の
海
外
市
場
の
開
拓
に
向

け
、
�
環
境
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
貿
易
の
自
由
化
�
海
外

で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
検

討
�
官
民
の
一
体
化
・
連
携
の
戦
略
的
推
進
�
知
的
財
産
権
の

適
切
な
保
護

な
ど
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

■
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
向
け
て

革
新
的
技
術
の
開
発
・
普
及
の
た
め
に
は
、
政
府
が
目
指
す

べ
き
中
長
期
的
な
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、
産
学
官
で
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
の
創
出
、
育
成
、
市
場

化
な
ど
、
一
連
の
流
れ
を
産
学
官
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携

の
も
と
に
円
滑
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
萌
芽
の
研
究
段
階
に
関
し
て
は
、
ま
ず

科
学
技
術
予
算
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
の
水
準
を
安
定
的
に
確
保

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
が
目
指
す
低
炭
素
社
会
な
ど

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
克
服
す
べ
き
課
題
と
、
課
題

解
決
に
必
要
な
研
究
開
発
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
産
学
官
で
議

論
し
、
明
確
化
し
た
う
え
で
、
公
的
資
金
を
重
点
的
か
つ
戦
略

的
に
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
育
成
段
階
で
は
、
低
炭
素
社
会
な

ど
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
基
礎
研
究
、
技
術
、
国
際

標
準
化
な
ど
に
係
る
戦
略
を
産
学
官
で
共
有
す
る
場
を
構
築
し
、

研
究
開
発
上
の
課
題
を
共
有
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は

こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
を
促
す
と
と
も
に
、
産

学
官
連
携
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
資
金
面
な
ど
で
政
策
的

に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
民
間
企
業
に
よ
る
実
用

化
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
研
究
開
発
促
進

税
制
の
拡
充
・
恒
久
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
研
究

な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
用
化
・
製
品
化
段
階
で
は
、

モ
デ
ル
実
証
実
験
な
ど
を
政
府
主
導
で
行
う
と
と
も
に
、
現
行

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
改
革
推
進
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
、

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
に
着
目
し
た
Ｉ
Ｔ
投
資
減
税
の
創
設
、
産
業
活

力
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
特
例
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
企

業
投
資
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
国
際
市
場
に
お
い

て
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
、戦
略
的
な
国

際
標
準
の
推
進
も
重
要
で
あ
る
。さ
ら
に
、産
学
官
連
携
に
よ
る

標
準
化
注
力
分
野
の
明
確
化
や
、政
府
に
よ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
の
標
準
化
人
材
の
育
成
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
ア
ジ
ア

と
の
共
同
研
究
開
発
・
実
証
実
験
な
ど
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

提
言
「『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
』
に
向
け

た
今
後
の
知
財
政
策
・
制
度
の
あ
り
方
」
を

発
表

―
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
」
推
進
へ
方
策

と
政
策
・
制
度
の
方
向
性
示
す

日
本
経
団
連
は
３
月
８
日
、
政
府
に
お
け
る
知
的
財
産
推
進

計
画
や
新
成
長
戦
略
の
工
程
表
の
今
年
６
月
の
策
定
を
見
据
え
、

「『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
』
に
向
け
た
今
後
の
知
財
政
策
・

制
度
の
あ
り
方
」
を
公
表
し
た
。

提
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

１
�「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
」
に
向
け
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ハ
ブ
」
構
想
の
実
現

わ
が
国
の
持
続
的
な
発
展
、
国
民
生
活
向
上
の
カ
ギ
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
わ
が
国
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
成
長
・
発
展
し
国
民
が
そ
の
成
果
を
享
受
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
立
国
」
を
目
指
し
、
企
業
を
中
心
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
主
役
が
集
う
、
世
界
に
お
け
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ハ
ブ
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
潜
在
力
を
発
揮
す

る
観
点
か
ら
、
�
産
業
界
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
政
策
が
立
案
・
実
行
さ
れ
る
こ
と
�
政
府
に

よ
っ
て
知
の
発
見
や
技
術
の
革
新
の
入
口
か
ら
市
場
創
造
・
展

開
の
出
口
ま
で
一
貫
し
た
総
合
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
�
日
本
の
優
位
性
を
活
か
し
つ
つ
国
内
外
の
課

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
自
体
が
魅
力
的
に
な

り
内
外
の
英
知
を
集
め
る
誘
因
力
を
持
つ
こ
と

が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

２
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
に
向
け
た
知
財
政
策
・
制
度
の
あ

り
方

�
基
本
的
考
え
方

知
財
政
策
・
制
度
は
、
企
業
の
潜
在
力
を
活
か
す
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、
総
合
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
重
要
な
構
成
要
素

で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
観
点
か
ら
、
守
る
べ
き
権

利
は
し
っ
か
り
守
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
�
企
業
戦
略
に

よ
っ
て
「
競
争
」「
協
調
」
が
選
べ
る
政
策
・
制
度
の
構
築
�

各
種
連
携
を
考
え
る
う
え
で
障
害
と
な
る
国
内
政
策
・
制
度
の

是
正
�
新
興
国
等
に
お
い
て
障
害
と
な
る
政
策
・
制
度
の
是
正

や
望
ま
し
い
政
策
・
制
度
の
構
築
へ
の
協
力
�
各
国
を
巻
き
込

む
魅
力
あ
る
新
し
い
枠
組
み
の
提
案

等
を
通
じ
て
、
創
造

力
の
強
化
と
実
現
・
普
及
の
加
速
が
あ
わ
せ
て
達
成
さ
れ
る
よ

う
改
革
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

�
創
造
力
の
強
化
に
向
け
た
施
策

知
の
集
約
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
わ
が
国
特
有
の
職
務
発
明

規
定
（
特
許
法
第
３５
条
）
の
再
改
定
に
向
け
て
法
人
帰
属
を
始

め
、
本
質
的
な
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
出
口
を
意

識
し
た
産
学
官
連
携
の
推
進
に
向
け
、
企
業
と
大
学
が
共
同
研

究
を
行
う
際
の
知
財
権
の
取
り
扱
い
の
問
題
や
、
大
学
に
お
け

る
Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
技
術
移
転
機
関
）
の
活
動
の
あ
り
方
等
の
検
討
を

深
め
る
べ
き
で
あ
る
。

�
実
現
・
普
及
に
向
け
た
施
策

知
を
広
く
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ま
ず
、
国

内
展
開
を
念
頭
に
、
営
業
秘
密
に
関
す
る
刑
事
訴
訟
手
続
き
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
裁
判
の
公
開
原
則
と
調
和
し
た
具
体
的
な

対
策
の
早
期
取
り
ま
と
め
や
、
技
術
的
専
門
性
の
高
い
法
曹
人

材
の
育
成
強
化
等
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
市
場
で
の
実

現
・
普
及
の
加
速
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
市
場
開
拓
や

諸
外
国
の
ル
ー
ル
・
運
用
の
共
通
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、
官

民
一
体
で
の
国
際
標
準
化
の
推
進
、
世
界
共
通
特
許
制
度
実
現

に
向
け
た
ア
ジ
ア
共
通
特
許
制
度
の
検
討
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
（
模
倣

品
・
海
賊
版
拡
散
防
止
条
約
）
の
早
期
締
結
等
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
１０
月
に
わ
が
国
に
お
い
て
開
催
予
定
の
第
１０
回
生
物

多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
へ
の
対
応
や
、
地
球

温
暖
化
対
策
等
に
資
す
る
環
境
技
術
の
移
転
に
関
す
る
民
間
発

想
の
新
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
に
向
け
た
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企
業
業

種
別
回
答
状
況
（
第
１
回
）

―
４３
社
平
均
６
１
６
５
円
、
賃
上
げ
率
１
・

８９
％

日
本
経
団
連
は
３
月
２９
日
、
２
０
１
０
年
春
季
労
使
交
渉
の

大
手
企
業
業
種
別
回
答
状
況
（
加
重
平
均
）
の
第
１
回
集
計
を

発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象（
２１
業
種
、
大
手
２
５
１
社
）の

約
半
数（
５１
・
０
％
）に
当
た
る
１
２
８
社
で
回
答（
了
承
・
妥
結

含
む
）が
示
さ
れ
、こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
４３
社
の

総
平
均
は
６
１
６
５
円
、
賃
上
げ
率
１
・
８９
％
で
あ
っ
た
。
昨

年
の
第
１
回
集
計
結
果
（
０９
年
３
月
３１
日
発
表
、
５１
社
５
８
１

５
円
、
１
・
７７
％
）
と
比
較
す
る
と
、
額
・
率
と
も
に
上
昇
し
、

額
で
３
５
０
円
、率
で
０
・
１２
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
の
総
平
均
は
６
２
６
６
円
、
賃

上
げ
率
１
・
９４
％
で
、
昨
年
の
第
１
回
集
計
結
果
（
５
６
９
５

円
、
１
・
７４
％
）
と
比
較
す
る
と
、
額
、
率
と
も
プ
ラ
ス
。
一

方
、
非
製
造
業
の
総
平
均
は
５
３
４
１
円
、
賃
上
げ
率
１
・
５７

％
で
、
昨
年
の
第
１
回
集
計
結
果（
６
１
６
５
円
、
１
・
８４
％
）

に
比
べ
、
額
、
率
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
６
月
度「
定
期
賃
金
調
査
結
果
」

を
発
表

―
大
学
卒
・
総
合
職
・
２２
歳
、
２０
万
９
６
９

７
円
に

日
本
経
団
連
は
３
月
２４
日
、
２
０
０
９
年
６
月
度
「
定
期
賃

金
調
査
結
果
」
の
概
要
を
発
表
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、
日
本

経
団
連
企
業
会
員
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
１
９
２

８
社
を
対
象
に
実
施
し
、
３
４
２
社
か
ら
回
答
を
得
た
（
こ
の

う
ち
集
計
可
能
な
３
２
２
社
に
つ
い
て
集
計
、
有
効
回
答
率

１６
・
７
％
）。

同
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
標
準
者
賃
金

管
理
・
事
務
・
技
術
労
働
者
（
総
合
職
）
の
標
準
者
賃
金
を

主
な
年
齢
ポ
イ
ン
ト
で
み
る
と
、
大
学
卒
で
は
２２
歳
２０
万
９
６

９
７
円
、
３５
歳
３９
万
１
９
７
０
円
、
４５
歳
５４
万
６
７
７
１
円
、

５５
歳
６５
万
１
２
２
円
、
高
校
卒
で
は
１８
歳
１６
万
５
８
９
２
円
、

２２
歳
１９
万
３
４
１
８
円
、
３５
歳
３３
万
３
３
６
６
円
、
４５
歳
４３
万

６
６
３
６
円
、
５５
歳
５０
万
４
３
６
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

管
理
・
事
務
・
技
術
労
働
者
の
大
学
卒
（
総
合
職
、
一
般
職

と
も
）
で
は
、
役
職
者
定
年
制
の
影
響
な
ど
で
５５
歳
か
ら
６０
歳

に
か
け
て
賃
金
額
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
０９
年
の
所
定
労
働
時
間
外
賃
金
は
、製
造
業
、非
製
造
業

と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
特
に
製
造
業
で
は
、
い
わ
ゆ

る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
生
産
の
落
ち
込
み
に
伴
い
、
所

定
外
労
働
時
間
が
減
少
し
た
影
響
で
、
最
近
１０
年
間
で
最
低
だ

っ
た
１
９
９
９
年
の
水
準
（
３
万
９
０
９
８
円
）
を
下
回
っ
て

い
る
。

２
�
規
模
別
対
比

管
理
・
事
務
・
技
術
労
働
者
（
総
合
職
・
大
学
卒
）
の
標
準

者
賃
金
を
５
つ
の
年
齢
ポ
イ
ン
ト
（
２２
歳
、
３０
歳
、
４０
歳
、
５０

歳
、
５５
歳
）
で
規
模
別
に
比
較
す
る
と
、
総
じ
て
「
３
０
０
０

人
以
上
」
規
模
の
賃
金
額
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
が
、「
１

０
０
人
未
満
」
規
模
に
お
け
る
２２
歳
の
年
齢
ポ
イ
ン
ト
と
、「
５

０
０
〜
９
９
９
人
」
規
模
に
お
け
る
２２
歳
、
３０
歳
、
４０
歳
の
各

年
齢
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
一
部
で
は
「
３
０
０
０
人
以
上
」
を
上

回
っ
て
い
る
。

３
�
役
職
者
賃
金

所
定
労
働
時
間
内
賃
金
は
、
部
長
（
兼
取
締
役
）
が
１
０
５

万
２
３
０
円
、
部
長
が
７１
万
５
０
７
３
円
、
部
次
長
が
６２
万
８

２
５
０
円
、
課
長
が
５４
万
４
８
６
６
円
、
係
長
が
４１
万
１
８
２

５
円
と
な
っ
て
い
る
。

役
職
別
の
平
均
年
齢
は
、
最
近
３
年
間
で
高
ま
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
０９
年
調
査
の
役
職
別
平
均
年
齢
は
、
部
長
（
兼
取
締

役
）
５６
・
６
歳
、
部
長
５２
・
２
歳
、
部
次
長
５０
・
２
歳
、
課
長

４６
・
４
歳
、
係
長
４２
・
７
歳
と
な
っ
て
お
り
、
０６
年
調
査
の
平

均
年
齢
（
部
長
（
兼
取
締
役
）
５５
・
６
歳
、
部
長
５１
・
４
歳
、

部
次
長
４９
・
２
歳
、
課
長
４５
・
７
歳
、
係
長
４１
・
８
歳
）
と
比

べ
る
と
０.７
〜
１.０
歳
高
く
な
っ
て
い
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２６―
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「「
労労
働働
時時
間間
等等
見見
直直
しし

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
」」
がが

改改
正正
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
労
働
時
間
、
年
次

有
給
休
暇
等
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
生

活
と
健
康
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
多
様

な
働
き
方
に
対
応
し
た
も
の
へ
と
改
善

す
る
た
め
に
事
業
主
等
が
取
り
組
む
べ

き
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

今
般
の
改
正
は
、
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
向
け
た

関
係
者
の
取
組
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
、
働
き
方
を
改
革
し
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

�
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
労
使
の
話
合
い
の
機
会
に
お
い
て
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
確
認
す

る
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
取

得
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
方
法

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
取
得
率
の
目
標
設
定
を
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

・
計
画
的
付
与
制
度
の
活
用
を
図
る
際

連
続
し
た
休
暇
の
取
得
促
進
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

・
二
週
間
程
度
の
連
続
し
た
休
暇
の
取

得
促
進
を
図
る
に
当
た
っ
て
は
、
当

該
事
業
場
の
全
労
働
者
が
長
期
休
暇

を
取
得
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
導
入

に
向
け
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
埼

玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

〇
四
八（
六
〇
〇
）六
二
〇
四

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

―２７―



































































大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

学
生
受
け
入
れ
の
お
願
い

☆
全
研
修
日
程

二
〇
一
〇
年
六
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
�
七
月
三
十
日
�

第
二
回
�
八
月
三
十
日
�

第
三
回
�
九
月
二
十
二
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
六
日
�
〜
十
一
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
初
旬
（
予
定
）

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

六
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参
加
費

一
名

一
九
三
、〇
〇
〇
円

第
三
十
一
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

三
十
年
と
い
う
歴
史
あ
る
こ
の
研
修

は
、
一
貫
し
て
職
場
リ
ー
ダ
ー
育
成
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己
参
画
型
と
い

う
研
修
で
す
。

全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長
期

人
材
育
成
研
修
と
し
て
定
着
し
て
お
り

参
加
企
業
も
過
去
約
一
六
〇
社
を
超
え
、

参
加
者
も
二
、
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
と

い
う
実
績
あ
る
研
修
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
自
然
遺
産
候
補

地
」
に
選
定
さ
れ
、
早
け
れ
ば
平
成
二

十
三
年
の
登
録
を
目
指
す
『
小
笠
原
』。

こ
の
小
笠
原
を
往
復
す
る
六
日
間
航
路

で
の
船
内
洋
上
研
修
や
島
内
で
の
体
験

型
研
修
を
メ
イ
ン
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
を
通
信
教

育
や
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
、
フ

ォ
ロ
ー
研
修
で
成
果
や
課
題
を
ふ
り
か

え
る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け
る
実
践

で
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
ま
す
。

様
々
な
環
境
の
変
化
が
激
し
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
企
業
に
も
個
人
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

基
本
を
し
っ
か
り
学
び
つ
つ
、「
き
づ

き
・
ふ
り
か
え
り
」
を
通
し
て
明
日
へ

の
第
一
歩
に
つ
な
が
る
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
ご
派
遣
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。洋

上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話

〇
四
八
―
六
四

七
―
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

学
生
が
在
学
中
に
実
社
会
で
就
業
体

験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
本
会
は
、
厚

生
労
働
省
委
託
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
開
拓
事
業
」
の
埼
玉
の
受
託

団
体
と
し
て
平
成
十
五
年
度
か
ら
七
年

間
の
実
績
を
持
ち
、
特
に
平
成
十
九
年

度
か
ら
は
埼
玉
県
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
は
二
五
三
名
の
学

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
れ
も
、
会
員
企
業
を
は
じ
め

学
生
を
受
入
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体

等
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
深
謝
い

た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
厚
生
労
働
省
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
開
拓
事
業
は
平

成
二
十
一
年
度
で
終
了
し
、
二
十
二
年

度
か
ら
は
埼
玉
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
埼
玉
）
が
新
た
に
「
大
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
と
し

て
事
業
化
い
た
し
ま
し
た
。
本
会
は
企

画
提
案
の
結
果
こ
の
事
業
を
受
託
し
、

普
及
・
拡
大
に
向
け
て
の
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
の
「
大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
に
お
け
る

学
生
の
受
入
に
是
非
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
に
つ
い
て

□
埼
玉
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
埼
玉
）
委
託
事
業

□
実
施
団
体
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

□
対
象
学
生
�
大
学
、
短
期
大
学
、
大

学
院

□
実
施
日
数
�
夏
休
み
を
中
心
に
一
週

間
〜
二
週
間
程
度

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果

学
生
が
社
会
や
企
業
な
ど
の
実
情
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、

�
就
業
意
識
を
高
め
る

�
職
業
選
択
を
促
進
す
る

	
就
職
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ



就
職
後
の
定
着
化
を
高
め
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

�
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
な
り
、
広
く
社
会
に
開
か
れ

た
企
業
姿
勢
が
認
め
ら
れ
ま
す

�
受
入
に
よ
り
、学
生
の
感
性
、視
点
、

専
門
能
力
な
ど
を
活
用
で
き
、
職

場
が
刺
激
を
受
け
活
性
化
し
ま
す

	
学
生
を
指
導
す
る
若
手
社
員
や
職

員
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す



実
施
学
生
を
採
用
す
る
可
能
性
や

大
学
と
の
交
流
機
会
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、優
秀
な
人
材
の
確
保
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す

□
お
問
合
わ
せ

埼
玉
県
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
務
局

電
話
�
〇
四
八
―

六
四
七
―
四
一
〇
〇

第３１次

次次
世世
代代
をを
担担
うう
人人
材材
育育
成成

小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

第３０次小笠原洋上研修団

―２８―
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平
成
二
十
二
年
度
の
民
間
企
業
等
派
遣

研
修
（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
と

し
て
教
員
を
事
務
局
で
研
修
員
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

受
け
入
れ
教
員
は
県
立
浦
和
商
業
高
等

学
校
の
峰

稔
浩
教
頭
で
、
峰
教
頭
は
本

会
に
籍
を
置
き
、
本
会
の
業
務
に
携
わ
る

と
と
も
に
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
実
施

す
る
「
就
職
支
援
特
別
対
策
チ
ー
ム
」（
後

説
）
の
取
り
ま
と
め
を
一
年
間
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

こ
の
民
間
企
業
等
派
遣
研
修
は
、
教
員

の
資
質
の
向
上
や
視
野
の
拡
大
、
意
識
改

革
を
図
り
、
民
間
企
業
等
の
法
人
の
経
営

感
覚
や
経
営
実
態
を
体
験
的
に
学
習
す
る

こ
と
で
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
教
育
行
政

を
す
す
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
年
で
十
四
年
目
を
迎
え
、
毎
年
五
名
程

度
、
延
べ
六
十
六
名
の
教
員
が
参
加
し
て

い
る
。
派
遣
先
民
間
企
業
の
大
半
は
本
会

が
推
薦
し
て
お
り
、
本
会
が
教
育
局
と
連

携
し
な
が
ら
派
遣
研
修
を
始
め
た
も
の
で
、

教
頭
等
の
管
理
職
を
民
間
派
遣
で
受
け
入

れ
る
の
は
こ
れ
が
二
人
目
で
あ
る
。

ま
た
、「
就
職
支
援
特
別
対
策
チ
ー
ム
」

は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
喫
緊
の
課
題
と

し
て
、
高
校
生
の
求
人
数
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
非
常
に
厳
し
い
就
職
状
況
に
対

応
す
る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
チ
ー
ム
は
、
経
済
団
体
や
企
業
、
進
路

指
導
担
当
教
員
、
教
育
委
員
会
担
当
者
な

ど
で
構
成
し
、
経
済
団
体
や
企
業
等
と
教

育
関
係
者
が
、
就
職
に
関
す
る
情
報
を
交

換
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
効
果
的
に
求
人

開
拓
を
進
め
て
い
く
た
め
の
対
策
を
検
討

し
、
高
校
生
の
就
職
先
の
確
保
に
努
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
チ
ー
ム
に
は
、
高
校
生
の
求
人
開

拓
を
進
め
る
た
め
に
、
実
際
に
企
業
を
訪

問
し
て
求
人
開
拓
を
行
う
人
材
（
以
下
、

「
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う
）
を

県
で
は
非
常
勤
職
員
と
し
て
５
名
採
用
し
、

配
置
す
る
。

こ
の
「
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
」
を
統

括
す
る
峰
稔
浩
研
修
員
（
県
立
浦
和
商
業

高
等
学
校
教
頭
）
は
「
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス

タ
ー
統
括
主
査
」
と
し
て
、
本
会
な
ど
の

経
済
団
体
等
か
ら
企
業
の
就
職
に
関
す
る

情
報
を
得
な
が
ら
、
企
業
訪
問
計
画
を
企

画
・
立
案
す
る
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

「
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
」
が
企
業
を
訪

問
し
て
求
人
開
拓
を
行
い
、
県
教
育
委
員

会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
随
時
学
校
へ

情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、「
就
職
支
援

特
別
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、「
リ
ク
ル

ー
ト
マ
ス
タ
ー
」
か
ら
の
情
報
も
加
え
て
、

就
職
状
況
を
分
析
し
、
学
校
に
お
け
る
就

職
指
導
に
活
用
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
会
は
、
県
教
育
委
員

会
と
連
携
を
強
化
し
て
、
高
校
生
の
就
職

状
況
の
改
善
の
取
組
に
協
力
し
て
い
く
。

本
会
に
お
い
て
も
、こ
の
取
組
に
よ
り
、よ

り
多
く
の
求
人
が
出
さ
れ
る
よ
う
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。
本
年
度
も
引
き
続
き
雇

用
状
況
は
厳
し
く
、
改
善
に
は
し
ば
ら
く

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
企
業

の
皆
さ
ま
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日
、
塩
川
修
埼

玉
県
副
知
事
、
苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
長
、

倉
上
伸
夫
埼
玉
県
教
育
局
副
教
育
長
の
三
名

が
本
会
事
務
局
に
来
局
、
本
会
利
根
会
長
に

対
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
の
採
用
に
関
す
る
、
埼
玉
県
知
事
、

埼
玉
労
働
局
長
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
三

者
連
名
に
よ
る
要
請
（
要
請
書
は
下
記
記

載
）
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
引
き
続
き

厳
し
く
、
こ
う
し
経
済
情
勢
下
に
あ
っ
て
は
、

採
用
増
に
慎
重
に
な
る
の
も
や
む
を
得
な
い

状
況
に
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
少
子
・
高
齢
化

の
更
な
る
進
行
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
計
画
的
な
人
材
の
確
保
は
、

い
か
な
る
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
も
企
業
に

と
っ
て
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
、
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
、
来
春
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

の
た
め
に
採
用
の
拡
大
に
向
け
た
ご
尽
力
を

お
願
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
た
併
せ

て
今
春
卒
業
し
た
未
就
職
者
の
採
用
に
も
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

平
成
二
十
三
年
三
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
に
関
す
る
要
請

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

県
内
雇
用
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
春
の
学
校
卒
業
者
に
対
す
る

早
期
求
人
票
の
提
出
並
び
に
採
用
枠
の
確
保

等
に
つ
き
ま
し
て
も
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
、

高
校
生
の
求
人
倍
率
は
三
月
末
現
在
一
・
三

三
倍
と
一
倍
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
景

気
は
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
平
成

二
十
二
年
二
月
の
完
全
失
業
率
は
四
・
九
％
、

埼
玉
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
三
六
倍
と

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、埼
玉
県
に
お
け
る

高
校
生
の
今
春
卒
業
者
の
就
職
内
定
率
は
三

月
末
現
在
九
四
・
五
％
で
あ
り
、ま
た
、関
東

地
区
に
お
け
る
大
学
生
の
平
成
二
十
二
年
二

月
一
日
現
在
の
就
職
内
定
率
は
八
二
・
六
％

と
新
規
学
卒
者
を
め
ぐ
る
就
職
環
境
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。政
府
と
し
て
も「
高

卒
・
大
卒
就
職
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
配
置

促
進
や「
新
卒
者
体
験
雇
用
事
業
」の
創
設
、未

就
職
卒
業
者
向
け
の
職
業
訓
練
の
新
設
お
よ

び
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、

新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
支
援
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
は「
脱
就
職
氷
河
期
」元

年
と
し
、「
就
職
氷
河
期
」と
は
な
ら
な
い
よ
う
、

埼
玉
労
働
局
、埼
玉
県
、埼
玉
県
教
育
委
員
会

な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
就
職
支
援
の
更
な

る
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
、現
在

も
、一
人
で
も
多
く
の
新
規
学
校
卒
業
者
の
就

職
が
実
現
す
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
、最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三

月
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
求
人
受
理
が

始
ま
り
、六
月
二
十
日
か
ら
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求

人
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
先
行
き
不
透
明
な

経
済
情
勢
の
中
、
来
春
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
を
め
ぐ
る
就
職
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等
を
踏
ま
え
た
中

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
計
画
的
な
人
材
の

確
保
は
、
企
業
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と

と
存
じ
ま
す
。ま
た
、希
望
を
持
っ
て
初
め
て

社
会
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
新
規
学
校
卒
業

者
に
と
り
ま
し
て
は
、
就
職
の
機
会
を
失
う

こ
と
の
影
響
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
、
社
会

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、非
常
に
厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
春

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
た
め
の
採
用
の
拡

大
に
向
け
た
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
併
せ
て
今
週
卒
業
し
た
未
就
職
者

の
採
用
に
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

何
卒
、
私
ど
も
の
要
請
に
深
い
ご
理
解
を

賜
り
、
参
加
団
体
及
び
事
業
主
の
み
な
さ
ま

に
こ
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
頂
き
た
く
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司

埼
玉
労
働
局
長

苧
谷

秀
信

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

前
島

富
雄

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

利
根

忠
博
様

２２
年
度
民
間
企
業
等
派
遣
研
修

本
会

県
立
浦
商
高
教
頭
受
け
入
れ

高高
校校
新新
卒卒
者者
のの
積積
極極
的的
採採
用用

知
事
ら
三
者
が
本
会
に
協
力
要
請

利
根
会
長
に
要
請
書
を
手
交
す
る
左
か

ら
苧
谷
埼
玉
労
働
局
長
、
塩
川
埼
玉
県

副
知
事
、
倉
上
埼
玉
県
教
育
局
副
教
育

長

―２９―
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平平
成成
２２
年年
度度
、、ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
社社

会会
経経
済済
視視
察察
団団
・・
同同
期期
会会
報報
告告

３３
回
目
と
な
り
ま
す
本
年
は
、
最
後

の
新
興
市
場
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
現
状

に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関
口
と
も

い
え
る
モ
ロ
ッ
コ
を
通
じ
探
る
こ
と
を

皮
切
り
に
、
世
界
的
不
況
が
続
く
中
、

ス
ペ
イ
ン
の
苦
悩
と
再
生
策
、
と
り
わ

け
産
学
連
携
と
都
市
再
生
の
具
体
例
を

視
察
し
、
最
後
に
、
埼
玉
県
と
姉
妹
提

携
先
で
あ
る
ド
イ
ツ
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
州
と
の
「
１０
周
年
記
念
事
業
」
に

参
画
し
、
相
互
互
恵
を
図
る
内
容
で
あ

り
ま
す
。

尚
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
、
日
本
国
大
使

館
を
往
訪
し
、
総
合
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー

を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

州
で
は
、
上
田
知
事
一
行
と
合
流
し
、

「
姉
妹
提
携
１０
周
年
記
念
事
業
」
等
に

参
加
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
事
務
局
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�
日

程

平
成
２２
年
１０
月
２３
日
�

〜
１１
月
３
日
�
１０
泊
１２
日

�
募
集
人
員

２０
名

�
訪
問
先

モ
ロ
ッ
コ（
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
、マ
ラ
ケ

シ
ュ
、ラ
バ
ト
、タ
ン
ジ
ェ
）

ス
ペ
イ
ン（
グ
ラ
ナ
ダ
、バ
ル
セ
ロ
ナ
）

ド
イ
ツ（
ベ
ル
リ
ン
、ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
州
）

＊
上
田
知
事
一
行
と
合
流
予
定

こ
の
度
、平
成
二
年
度
・ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社

会
経
済
視
察
団
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ

り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
経
済
視
察
団
に

参
加
し
て
二
十
年
」と
題
す
る
原
稿
並
び

に
ご
感
想
を
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
経
済
視
察
団
に

参
加
し
て
二
十
年

戦
後
の
世
界
史
の
中
で
、
大
き
な
歴

史
的
事
件
で
あ
る
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
壁

が
崩
壊
し
た
直
後
の
平
成
二
年
（
一
九

九
〇
年
）
十
月
二
八
日
、
我
々
埼
玉
県

経
営
者
協
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
経
済
視

察
団
（
北
川
裕
美
団
長
以
下
十
九
名
）

は
、
成
田
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
旅

立
ち
ま
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
直
後
の
東
ベ
ル

リ
ン
や
プ
ラ
ハ
な
ど
、当
時
の
東
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
都
市
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
数
カ

国
の
主
要
な
都
市
を
視
察
す
る
中
で
、東

西
冷
戦
終
焉
直
後
の
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
社
会
・
経
済
の
格
差
の
状
況
を
自
分
の

目
で
見
、肌
で
感
じ
た
こ
と
が
、つ
い
こ

の
間
の
よ
う
に
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。

帰
国
後
、「
せ
っ
か
く
知
り
合
っ
た

ご
縁
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
同
期
会
を

結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
の

名
前
を「
埼
経
協
九
〇（
キ
ュ
ウ
マ
ル
）

会
」
と
命
名
し
、
会
長
は
団
長
の
北
川

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
以
来
年
に

二
〜
三
回
の
ペ
ー
ス
で
例
会
を
開
催
、

早
い
も
の
で
今
年
で
二
十
年
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
会
が
こ
ん
な
に
長
く
継
続

で
き
た
の
は
、
北
川
団
長
の
お
人
柄
と

参
加
メ
ン
バ
ー
の
仲
間
意
識
の
賜
物
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

十
年
目
の
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇

年
）
に
は
「
再
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
こ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
イ
タ
リ
ア

の
ベ
ニ
ス
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
フ
ィ
レ
ン

チ
ェ
、
ピ
サ
、
シ
エ
ナ
、
ア
ッ
シ
ジ
、

ロ
ー
マ
、
そ
し
て
パ
リ
を
見
て
回
る
奥

様
同
伴
の
観
光
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
の
バ
ン
ド
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
フ

ル
コ
ー
ス
料
理
で
歓
談
し
な
が
ら
の
セ

ー
ヌ
川
ク
ル
ー
ズ
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
へ
出
か

け
、
男
達
は
ゴ
ル
フ
、
奥
様
た
ち
は
古

都
ア
ユ
タ
ヤ
観
光
。
こ
れ
も
楽
し
か
っ

た
思
い
出
で
す
。

現
在
は
、親
睦
例
会
を
中
心
に
、時
々

ゴ
ル
フ
、
み
か
ん
狩
り
等
を
織
り
交
ぜ

楽
し
く
続
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
日
の
（
平
成
二
二
年
四
月

二
日
）
の
埼
経
協
九
〇
会
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
か
ら
一
言
感
想
を
述
べ
て
も
ら

い
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
会
員
か
ら
の
一
言

『
色
々
な
き
っ
か
け
で
出
来
る
人
と

の
つ
な
が
り
は
、
私
の
大
切
な
財
産
で

す
。
中
で
も
こ
の
経
営
者
協
会
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
で
知
り
合
っ
た
こ
の
仲
間

は
特
別
で
す
。
色
々
な
業
界
の
方
達
か

ら
強
い
刺
激
を
受
け
、
私
の
人
生
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
良
き
友
人
と
し
て
末
長
く

お
付
き
合
い
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。』

（
奥
泉

秀
文
）

『
四
年
間
の
カ
ナ
ダ
駐
在
生
活
が
終

わ
り
時
差
の
残
っ
た
ま
ま
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
を
契
機
に
素
晴
ら
し
い
仲
間
と

出
合
い
感
謝
感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

明
る
く
楽
し
く
元
気
で
こ
の
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。』

（
木
村

吉
男
）

『
二
十
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
と
な

り
、
こ
れ
で
私
の
家
族
全
員
が
�
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
�
に
な
っ
た
画
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
そ
の
後
、
北
川

団
長
の
お
人
柄
と
佐
藤
幹
事
の
行
き
届

い
た
お
世
話
の
お
陰
で
、
い
つ
の
間
に

か
二
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
海
外
旅
行
も
会
社
の
出
張

を
含
め
二
十
数
回
に
及
び
ま
す
が
、
こ

の
時
の
感
動
は
格
別
で
あ
り
ま
し
た
。

お
互
い
に
元
気
な
間
は
本
会
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。』

（
森

榮
）

『
ド
イ
ツ
統
一
直
後
の
訪
問
か
ら
二

十
年
、
ド
イ
ツ
と
と
も
に
Ｅ
Ｕ
も
発
展

し
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
九
〇

視
察
団
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
健
勝
で
、

今
後
も
親
睦
を
深
め
、
会
合
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。』

（
福
澤

幹
正
）

『
東
西
冷
戦
が
終
わ
っ
た
直
後
、
戦

後
歴
史
が
大
転
換
す
る
正
に
そ
の
時
、

埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
欧
州
視
察
団
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
一
つ
に
な
る
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
川
団
長
の
下
、

視
察
団
の
皆
様
と
も
深
く
長
い
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
人

生
に
と
っ
て
大
い
に
価
値
の
あ
る
二
週

間
の
視
察
で
し
た
。
感
謝
！
。』

（
森
山

高
光
）

『
こ
の
会
が
二
十
年
続
い
た
な
ん
て

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
会
は
、
飲
ん
で
、

食
べ
て
、
大
い
に
語
り
合
っ
て
、
い
つ

も
時
間
オ
ー
バ
ー
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
、

私
の
人
生
の
潤
滑
油
で
す
。』

（
佐
藤

昌
男
）

ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
「
埼
経
協

９０
会
」
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平成２２年度

モモ
ロロ
ッッ
ココ
、、スス
ペペ
イイ
ンン
、、ドド
イイ

ツツ
等等
海海
外外
視視
察察
団団
員員
募募
集集

埼経協９０会の例会にて
前列左から福澤・木村・北川・加藤・森、
後列左から佐藤・長島・奥泉・森山の各氏
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三
月
一
六
日
〜
五
月
一
五
日

◆
三
・
一
八

第
二
三
回
生
き
生
き
職

場
体
験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
二
六

経
理
実
務
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
二

青
年
経
営
者
部
会
四
月

例
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
一
三

会
計
監
査
（
事
務
局
会

議
室
）

◆
四
・
二
二

正
・
副
会
長
会
議
・
理

事
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）・
同
懇

親
会
（
ペ
イ
サ
ー
ジ
ュ
）

◆
五
・
一
三

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

新
年
度
を
迎
え
た
四
月
一
日
。
企
業
で

は
新
入
社
員
を
迎
え
入
社
式
を
挙
行
し
て

い
た
が
、
今
年
は
余
り
話
題
に

も
な
ら
ず
寂
し
い
限
り
で
あ
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
も
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
・

ト
ヨ
タ
・
第
一
生
命
位
し
か
取

材
放
映
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
入
社
式
を
迎
え
た
人
達

で
、
採
用
内
定
を
一
社
し
か
貰

え
な
か
っ
た
者
は
７０
％
〜
８０
％

で
、
三
社
が
２０
％
を
切
り
、
十

社
以
上
の
者
が
３
％
い
た
と
の

事
で
あ
る
。
ど
の
時
代
に
お
い

て
も
や
は
り
優
秀
者
は
存
在
す

る
。
こ
の
内
定
率
の
低
さ
の
原

因
の
一
つ
に
外
国
人
の
優
秀
者

を
採
用
す
る
企
業
の
増
加
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
新
入

社
員
研
修
時
な
ど
で
も
、
留
学

生
達
の
研
修
へ
の
取
り
組
み
姿

勢
は
実
に
真
剣
で
、
こ
の
傾
向

も
や
む
を
得
な
い
と
感
じ
る
。

今
年
の
新
入
社
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
安
定
し
た
大
手
企
業
選
び
を
し
た
」

と
あ
る
が
、
一
方
で
は
「
将
来
責
任
あ
る

立
場
に
は
就
き
た
く
な
い
」
と
答
え
て
い

る
。
こ
れ
は
、
収
入
は
そ
れ
程
望
ま
ず
ま

あ
ま
あ
の
生
活
が
出
来
れ
ば
よ
く
、
責
任

あ
る
立
場
に
な
る
と
人
間
関
係
な
ど
が
難

し
く
な
り
、
そ
ん
な
こ
と
に
気
を
使
い
た

く
な
い
と
の
表
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
・
自
分
が
全
て
の
中

心
に
」
と
最
近
の
傾
向
が
よ
く
出
て
い
る
。

財
団
法
人
の
社
会
経
済
生
産
性
本
部
が

今
年
の
新
入
社
員
に
つ
け
た
タ
イ
プ
名
は

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
型
」
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、『
性
急
に
関
係
を
築
こ

う
と
す
る
と
直
前
ま
で
の
心
の
「
バ
ー
」

が
開
か
な
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
に
ご
用
心
。
Ｉ
Ｔ
活
用
に
は
長
け
て
い

る
が
、
人
と
の
直
接
的
な
対
話
が
な
く
な

る
の
が
心
配
。
理
解
し
て
い
け

ば
、
ス
マ
ー
ト
さ
な
ど
良
い
点

も
段
々
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

�
ゆ
と
り
�
あ
る
心
を
持
っ
て
、

上
手
に
接
し
た
い
も
の
』
と
。

最
近
、
特
に
感
じ
て
い
る
こ

と
を
最
後
に
記
し
て
み
た
い
。

�
「
真
の
本
物
を
見
て
、
知
り
、

感
じ
て
欲
し
い
」

�
「
同
権
と
平
等
と
は
決
し
て

一
緒
で
は
な
い
」

�
「
他
人
依
存
で
は
、
人
間
と

し
て
の
成
長
は
決
し
て
望
め

な
い
」

�
「
論
語
と
算
盤
を
両
手
に
持

て
」

こ
れ
は
、
渋
沢
栄
一
翁
の
言

葉
で
あ
る
が
、
武
州
ガ
ス
の
先

代
に
取
材
に
お
伺
い
し
た
際
に
、

『
私
は
渋
沢
先
生
か
ら
こ
の
言
葉
を
教
わ

っ
た
。
日
本
に
は
資
源
が
な
い
。
だ
っ
た

ら
働
か
な
く
て
は
駄
目
だ
』
と
。

今
の
日
本
は
大
き
な
過
渡
期
を
間
違
い

な
く
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
を
認
識
し
て
新

入
社
員
に
は
成
長
し
大
い
に
羽
ば
た
い
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

事
業
だ
よ
り

第１７５回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、各種の新法施行、法改正に基
づいて全面改訂。労働諸条件等の取扱いをハンディにまとめた担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、
東京最低賃金審議会会長、元中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

人事・労務・総務担当者必携資料 A５版 本文４１７頁 ９７図表掲載 限定版 埼玉経協編

採用から退職までの法律実務
《５０頁増頁、４０表、１章追加》 平成２２年３月１５日付改訂＝新改訂版新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付１２００円（送料
１冊２２０円、２冊３００円、３冊
５００円、４～５冊６００円、６～
１０冊９００円、１１～１００冊 １２００
円、１０１冊以上２２００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

採 用 いわゆるサービス残業
契約と条件の決定 時間外・休日労働の適用除外
労働慣行 休 暇
職場生活の基礎 人事異動
賃 金 懲戒処分
労働時間 退職・解雇
外勤・みなし パート・臨時・嘱託
裁量労働 就業規則
休憩・休日 男女均等と母性保護
時間外・休日労働 個別紛争解決手続
労基法改正 労働審判制度

全２４章 ページ追加

◇
主

な

内

容
◇

平成２２年３月１５日付、時勢
変化の状況に伴い、新法施
行、法改正などを期に大幅
刷新改訂。９７の図表掲載。

管理・監督者
の た め の

～人事・労務図書～ 安西 � 弁護士 著

「管理・監督
者のための 採用から
退職までの法律実務」
３月１５日付
［改訂第１５版］発行

頒布のご案内

発行・社団法人 埼玉県経営者協会

改訂
発行

―３１―



★
第
８
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
２
日
�
８
時
３５
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
１８
Ｈ
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

★
人
事
賃
金
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時

６
月
３
日
�
１０
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

役
割
、
能
力
、
成
果
の
三
要
素
を
生
か
し
、

調
和
さ
せ
る
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
人
事
制

度
」
に
つ
き
研
修
、
総
額
人
件
費
管
理
昇

給
・
賞
与
計
算
ソ
フ
ト
付
き

講
師

�
河
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表

河
合
克
彦
氏

★
第
２８
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管

理
担
当
者
養
成
講
座

日
時

６
月
８
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部
門

に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

渡
邊

岳
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

６
月
１６
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部
門

に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

藤
原
宇
基
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

６
月
２２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理

部
門
に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基

本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

岩
本
充
史
氏

★
同
右
第
４
講

日
時

６
月
２９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場
管
理
部
門

に
必
要
な
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
本
知

識
パ
ー
ト
	

講
師

弁
護
士

新

弘
江
氏

★
第
３８
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
４
日


９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判

財
埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部
支
部

★
第
３１
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
１
回
集
合
研
修

日
時

７
月
３０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
同
右
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
３０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

グ
ロ
ー
リ
ー
�
東
日
本
支
店

支
店
長

宮
崎

俊
哉

さ
い
た
ま
市
北
区
東
大
成
町
二
―
六
六
〇

電
話
〇
四
八
―
六
五
四
―
八
六
〇
一

（
資
）
一
百
二
十
八
億
九
千
二
百
九
十
四
万
円

（
従
）
三
四
七
二
名

通
貨
処
理
機
、
情
報
処
理
機
、
自
動
販
売
機
、

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
機
器
な
ど
の
開

発
、
製
造
、
販
売
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

パ
イ
オ
ニ
ア
�
川
越
事
業
所

川
越
事
業
所
所
長

峯
田

裕
之

川
越
市
山
田
字
西
町
二
五
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
二
八
―
六
一
〇
四

（
資
）
六
百
九
十
八
億
二
千
三
百
万
円

（
従
）
三
二
一
一
五
名

電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
商
品
（
カ
ー
ナ
ビ
等
）

〈
代
表
者
変
更
〉

�
イ
マ
ギ
イ
レ

代
表
取
締
役

今
給
黎
公
子
（
旧

今
給
黎
幸
二
）

岩
崎
電
気
�
埼
玉
製
作
所

取
締
役
埼
玉
製
作
所
長

佐
々
木
俊
一
（
旧

渡
邊

文
也
）

�
キ
ョ
ー
ワ
ナ
ス
タ

代
表
取
締
役
社
長

杉
山

和
男
（
旧

藤
井

典
雄
）

�
矢
尾
百
貨
店

代
表
取
締
役

矢
尾

琢
也
（
旧

矢
尾

直
秀
）

レ
ン
ゴ
ー
�
東
京
工
場

工
場
長

結
田

康
弘
（
旧

藤
田

宏
司
）

�
関
東
マ
ツ
ダ
埼
玉
事
業
本
部

代
表
取
締
役
社
長

西
山

雷
大
（
旧

池
野

世
二
）

�
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

代
表
取
締
役
社
長

浅
賀

康
夫
（
旧

吉
澤

利
文
）

そ
し
あ
す
証
券
�

代
表
取
締
役
社
長

小


富
士
夫
（
旧

佐
藤

邦
雄
）

�
中
小
企
業
災
害
補
償
共
済
福
祉
財
団
（
あ
ん
し
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埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
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人はみんな一粒の種

平成２２年7月10日� １６：３０開場１７：００開演

▲

会場／サンシティ越谷市民ホール▲

会費／S席6,200円（一般６，５００円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

来来生生たたかかおお ソソロロラライイブブ ～～ SSttaanndd AAlloonnee２２００１１００～～

平成22年7月24日� 16 : 30開場 17 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／5,600円（一般６，０００円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

この印刷物は再生紙を使用しています
―３２―


